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Linneの生ひ立ち(三)

賛含宮~文吾

「此日は置に麗かな春の日で、:告は情〈澄でi援かくそよ吹〈西風はま健快

~~"tえしめた、ライ j要は六寸程も，jljlび大婆も護芽~始めエノキとヤマナ

ヨシ~除いては様々の樹殊にカバノキは維の芽会出し、ま 1:花は僅かに

見られるに過*'なかったが全土は春の来復を楽むかに見えた、きさには雲

雀が歌ふ。

おう、そーのさへづるこ t

八哩ばかり~準んでから段k森林が増加し、今迄耳岳製ませた雲雀は

見えなくなって Redwingが出て来て離の楠頭から美昔ぞ放ち歌手の王

様である Nightingale は互にその咽を競ふて居る、J

之は彼の日記の冒頭に掲件られて居る女学の大要であるが如何に此若

き腹人の胸に鮮かな希望が鰍ぇτ居7こかを想像出来ゃうと思ふ。
併し此旗行の終始ぞ詳設することは今の揚合には漣蛍しないと考へる

から其中で著しいこ三の黒H:，記 して置きたい。旋行の準むに従って塗の

不完全は甚1::しく、時には塗なき塗を木の下!箪を くぷりつお準まなけれ
ばならぬことも少くはなかった、河の流れに滑ふては渡るに橋なくして

徒渉の巴ぞ得ないこともあった、舟の代りに筏を組で利用したことも再

三に留まらなかった、 採集の矯めに山~撃ぢるに嘗って案内者の落した

石の矯めに危〈一命や捨てんとしたことが二回もあった、更に危険に頻

じたのは零の上金渡る際に深〈落ち込んで打撲傷を寅ひ然かも土人の助

ぞ得て始めて縄で引き揚けられた僑めに一命るが放はれたことがある、此

傷はーナ月齢も卒癒しなかったそうである。叉食物は到底我々の想像し

得る様なものでな〈時には駿日間バンの一片をも得ることなく只魚の内

のみで生活しなければならぬこともあった、或は塗に行き暮れては一人

の案内者が里脅求めて様子を伺ふ矯めに行〈の争朝から夕方迄ーク所に

留まって蹄って来るのを'待たぬばならぬこともあった、然も此時には一

人の男とも女とも判断に苦む様な女が来て此先へ行つでも目的~蓮する

ことは出来ぬから元来た方へ六哩程蹄れt週誇に依つ'l偲へられた、 山

7$きをした経験のある人k は誰も知って居る遁り迷ふて同 L塗令引き返

すのは僅か数丁でも非常な苦痛ぞ感守るものである、此時の Linneの心

中は察するに除りある。{労し時kは部落に 出でそこで Sweden人に遁ひ
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且つ歎待されて車交日聞を過ごして英気&養ふこと γ出来た、此様なこと

が無ければ此行は容易に鋸し塗u得られなかったこと‘思ふ。
更に附け1mへて置くべきことは彼は結え予見間金怠らがして動植髄物

に就て観察と採集とるF行ふの外人間でも動物でも乃至は風俗習慣等あら

ゆる事物や現象を探ることにカをj主い?と、そしてそれや皆書き留め且つ

スクツチ会出来得る限り多くした。或ゐ時は牛や馬力Z多く搾れることの

ある由伝聞き、其原因に就て要々に調べて見たな Lばトリカプトの一種

が津山に存在する矯めであると断定して、それや銅り去ることや勤めた

結果好成献金示したことがある。斯くしてあらゆる周期fと職ふと共に研

究の材料・~蒐集しつ・絶えざる記録を留めたのである、斯かる努力は通

常人の到底鋸し謹け得ざる所である。設に探検者ーとしての賓格を益事け・7こ

が自ら之や提出する丈あって自信があり且つその貫行者であった。

Linneは十月十日午後一時に Uppsalaへ臨着したっ此行程の総計4793

哩で中 9961堕は全く徒歩であったのである、そして日教は最初の 20週間

より遁かに超過して約六ク月に及犯のである、之は始め哩器会少〈見積

った矯めである。此緩行の報告は十一月九日に開かれた帝国科皐協曾lこ

提出された、それには目録が附随して居たが之は後1732年の協曾報に

Florula Lapponicaとして護表されたが之はLinneの書いたもので印刷に

附されたことに於て亦雌雄器管に依る分類法に闘する最初のものである

釘論此報告には動植物のみなら十蹴物に就ても或は特殊な魚業法とか穀

類のJ&穫を見ない揚合に遺る10種のパン乃至は文とか又は Lapplancl人
の惚れ薬等之に類似Lた様ー々 な事柄が掲けられて居る、植物ではヤナギ

の新種を23種を記し非常な低温に地える禾本科植物な台の記事もある。

Linnるの探検放行に就ては既に出震後濁乙の雑誌に掲けられ亦蹄着後

にも簡慣な記事が載せられた、其他英国、丁抹等iこも之に閲する記事:が

あったの若し人があって此放行は事質賞讃に値するものであったかと問

ふならば、直ちに然りと答へさ'る令得ない、それは彼れの日記を見れば

直ちに了解され得る研で、彼れの知き不完全なる準備会以てして然かも

あの様に未開の地方lこ造かな肢を錯し、且つ様k な採集と観察 C!:~錯し

塗け得たことに鳴かされるであらう、植物7三けに就て見るも夫々生植物

に就て記載を鴛してある、それが後日 FloraLapponica (筆-者目、此容

は嬰授の闘書館lニ購入してある〉となって現はれ蛍時甚?と賞讃されたば

かりでなく現在も f~ì永久に倒値あるものと見倣されて居る、此外 Fauna

S¥lecica， Flora S¥，!ecic.a， Spuie与Plantarum及び SystemaNaturae等の著

句占
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舎となって現はれるのに役立った多〈の小論文が書カ、れて居る。倫Lin-

nる自身に就て見るに此旅行は甚't:重要で債値のあるものであった、郎ち

彼れの勢力は増加ーし科書善的識見は皮まり彼れの観察眼は毎々鋭敏となっ

た、併し彼が遭遇した困難は莫大なものでその矯めに彼は衣の様に云ふ

て居る、「自分は斯かる版行を2.000platar (約三千固〕や受けても再び塗行

すること令欲しない」、併しその難儀は既に過去となって此肱行の記憶は

生涯忘るおことの出来ないもの tなった。

Linneの旋行は縁定以上の時日必要したとお未聞の土地't:けに思ひ

設けぬ失費も多かった矯めに肱費は充分でなく或る程度の責債として残

った、之に就ては牧入やら職務の上に師来後相首の苦考ぞ要したが謹に

一定の牧入を得ろことが出来る境遇とtf，った、依って1732年の終りに静

かに採集品の整理に費し Christmas には故罪~に旋立って其夜到着した、

雨親は厚〈待遇し話も山と積もち程であった、彼は母親を硯る機曾は之

が最後であらうと感じたが此橡感に蓮はす志して翌年六月になつかしく且

信仰の深い彼女は往いて再びまみゆることが出来なかった。

Lapland旅行カ、ら蹄って後倫二年間 Uppsala大壊に籍ぞ置いたがRob-

erg， Rudbeck及び Rosen等の議議は彼やして飴り注意令引かしめる程

の色のでなかった、此聞に於て自ら出来得る限りの研究ぞ積み叉他の接

生の求めに感じて博物墜の講議令聞かした、研究に於ては殊にFloraLa-

pponiα の完成に向て全力ぞ注ぎ且つ亦彼れ自身の観察と既刊の国書と

から多くの小著越金錯した、之は彼れが抱懐して居る分類接上の新思想

令濁り園内のみなら守国外に迄惇播せしめるに足るもの‘出版者を得ん

ことや希ふためであった、 例へば SystemaBotanica， Philosophia Bota-

nica， Harmonymia Botanicn， Characteres Generici， Species Plantarum， 

Diaeta Naturalis等である。

斯くして時は過ぎるも彼れのJ!X入は僅かで更に補助の繕績を申し出し

たが迭に彼に奥へらるべき何物も雄らないとの週知を受けなければなら

なかった、併し此失望は最近に知り合となった一息生の C.F. Mennan-

derが博物接誹議に劃して支榔ふた金に依て幾分緩和せられた。新かる

経積上の困難iま彼4をして径k教ゆることに精力や註がしめ、その鵠めに
1733年の春には20人の耳意識者も得てJ&入も増加した、此聞に製生と共に

探集肱行にも出掛けた、けれきも向 Lapland肱行の責債ぞ完擁すること

は出来なかった。

此議の夏は Uppsalalこ留ま り鏑物撃に閲する誹議を開きそれがーク月
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問締いた、そしてVulcanusDocimasticusと名づげるー舎や著はして大序L

蛍極の了解を得て出版もした、之に於ては金属や鉱物に控富な地方に於

ては鑑物製の必要なる所以を力説しfl.つ感生も彼臼自ら質験令錯し得る

丈の知識が備へられる様に努めた、。f:し之に劃する報酬は僅少で他の先

主にμ ればJ5lこ過ぎなかっかそれでも此講議阿附に受けがよく
其結果秋明には敬室には聴講者が満員となった、wrかる事情の錦めに多
少の飴裕を生じたが矯めに膝行や思ひ立ち十一月廿日に出饗して Dal司

ecarliaタ'"のFalunに行き友人にして聴識者のC.Sohlbergの家に寄遇し

て非常な轍待ぞ受けた、此喜びは Meunanderにまきった手紙に良〈表lま

れて居る。併し彼がこゐや訪れた目的は斯かる激待ではなくして鎚物製

及び採髄法に就て街ー暦の知識を得んが錦めであったのである、モれが

儒めに彼tはま哲〈留まつて諸.所の鱗lは山i幻1.告を訪ねて研

錨山てで，の設備lはま質tにこ現今今.カか、ら見れlばま不完全なもの1でユあつたらしく、坑内

の有様lま誠に危険であったことが彼れの手記に依って鋭はれる。翌年の

二月末迄留まって三月一日に Uppsalaに師若し、そこで多鍛の標本ぞ整

理 し更にSystemalapidium令書ぎ直した、こ、に集まる者が多童文で斯か

る曾合は大墜に於ても未花見られない所であったそうで彼れの居室は同

時に博物館で少なから ヂサ仕入の詑意を ~ I いた、彼れの友人 Browalliusは

次の様に云ふて居る。「君は彼れの Museum必見るがよ い、 誹議令聞く

者には最も有用であるし亦見れば驚きと:寂びとに打たれるであらう 、天

井には烏の剥皮がぶら下 り一方の壁には Laplandの衣服や其他の珍品が

吊され他の方には密接舎や物理化感の器械が在る、ーカ・の附の上のJJに

は樹枝の上に三十種の鳥が置かれ叉窓には多数の鉢に珍ら Lい植物が植

えてある、尚叉植物標本は三千種が草紙に貼られて在る、 更に叉約千種

の毘畠や Swcdenの鉱物の殆き凡てが棚の上に載せられて居る、そして

是等は皆Linne濁特のカ・式に従って配列されて居る」。

新かる異常な陳列は確かに愚生.:z，喜ばしめた、 1734年の春期は植物墜

と欝墜とを敬へた、 後者に於ては一見識令立てゐ居たが其主要な馳は従

来の瞥者は入聞を軍に機械を所有する動物に過き'ないものとして治療上

に扱ふて intelligen七animalであること争忘れて居る といふ馳である。

斯様な講議守 して過i打こがLinneの心には永〈先生として Uppsalalこ過

ごしたいけれで、も一度外国に遊ぶ必要令感じて居た、併しそれには経瀦

が許さない街又本国に於て Doctorの位を得られる誌に定められては居

るが習慣上圏外に出て来る必要があった、併しながら此希望は容易に許

ー
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され得るものでなかった。此NlJに於て彼れの著述の出版の屑めに君主力し
て畏れ或は更に T、~orrland ゃ Lapland の旅行令錯すべく国王に建策 した

人があったけれで、もこれも成功し得なカlった。

其後 Falunで知:)合 止なった州知事の Rel1terholmは D討ee3rliaや般

行して Laplandに就いて記したと同じ様な観察と記事とを留める こと';e

望み且つそれが鴛めめ費用の全部を責拾するこ とそ申し出した、之は甚

すご Linneを喜ばせた、之ぞ聞いた厚生の中には白設で此行に力nはる希望
者も 出でた、そこで彼れは“ロイターホルム版行舎"なるものを組織し

て曾長となり他の六人の曾員には夫々の部署令定めた、そして1734年七

月三日に Fall1nを出饗したのである、此肱行は四十八日に及び様々な困

難を受けた併し前の時の犠にみす伝らしい経演ではなく叉軍猫でない矯

めにJ&穫する所も少くはなかっは、。[:し植物に於てはすf穫は僅かにUtr・-
ic111aria minorの一種を得たに過ぎなかった、けれをも此事置はー聞に

於てはLinnるが如何に良〈精通して居たか令物語るものである、此肱行

の内答に就ても今は筆T進めないが釘f来後直ちに FloraDalecarlia ;e書
いて知事に示しずこ、肱行中に於けろ一行の闘壌とLinneに劉・する主主敬と

が如何にこまやカ、なものであったかは一行の一人が奮仰に詮った手紙に

良く表{まれて居る。此旋行の後暫く彼は Reuterholmの家に留まり鎖山

に閲する議議令開きそれに依って牧入金得たこともある。

こ、に留まろ聞に知事の家iこ居た Browalliusと良〈知り合となったが

卒生の曾話の問に彼はLinneが外簡に行き Doctorそ得なければ何事も

意の援に銭し:得ないことを力強く主強した、そして今は彼も多少の飴裕

はあるし叉友人の c.Sohlbergは今は鉱山監督となって居るが鋸めに
若しLinueが彼の子供を同道するならば年額300daelers (約75園)を支

出す ること を約した、亦 Reuterholmは金銭上の補助は無償て'行ふべし

と申し出したが之は質行されなかった、新くして彼れは Doctor会得ん

が矯めに外国行令定めて出来る丈謹かに蹄来して智者として立たんごと

や決心した。之が矯めに十一月に Falunを立って Uppsalalこ行合外国行

きの錦めの試験を受けて迭に1734年(-二月十九日に手111萄に向って出輩 じ

たη (十月廿七日 杭卒中にて〕



6 

祐三虫さの生態十日

賛含中 島 茂

"The whirlpool is permanent， but the particles of water which 

constitute 託tare代ein附1

Olle side， are whirled around and t伏emporari江lyconstitute a pσi:t of 

its individuality; and as they leave it on the other 声 Side，their places 

are made good by new-comers" 

とは「ハックスレイ」が生物の生態相を「ナイヤガラ」謀術の下にある有名

な渦巻に比接した名言である、削ち生物界はー有機体系をなして或る平

衡駅態~保ち各個体は離すべからさ'る密接な相互関係に置かれτ 居ると

同時に此有機体系、全体としての成立に劃しても重要なる寄在の意義や

有するのである。

今生物の生態相~大別して見るに同種個体聞の闘係相と異種個体間の

聞係相とに分ける事が出来る、 )1専に此の花と虫との閥係は後者に属する

ものであって異種の雨者が巧に聯合して棲息し相互に侵害する事なく、

良く相互の幸掘を享受する所謂“共棲"の現象である事が吾々の興味ぞ

唆るのであらう。更に植物と動物との共棲の倒は「ア tーパJrヒトデ」
「グウリムシ」等と藻類、又は結果植物と果肉~食とする鳥獣との閥係の

様なものがある。

花に集ふ昆虫は己が食物としての花密と花粉とをより答易lこHーより完

全な方法で得んとして、 あらゆる手段会議すと同時に花も亦昆虫の力に

依る雑交、受粉を最も効果的lご行はんと全力を傾注して居る。

以下昆虫より其のJ伏態金銭ふ苦手としゃう。

「テフJ 耳

蜜液の暖政令目的正弘て出来た所謂、 l民J&性口器が硯過し難い趨感性
の盛露である、郎ち小趨の延や11震建による口吻は頭部の下側に小さく巻

込まれて居るが一度脚が花排に接する殺那には最早足I査に延びて其の先

端は奥深く秘められた密)践の在所~探して居る、上唇、大顎及び下唇iま

殆e.痕跡止なって口器の基部に小突起として名残や留めゐばかりである
倫「スズメガJ の類には花に止る事なく見事な空中操作で蜜液の股J&~を

やって居るが何れにしても頭部並に胸背部に附いた花粉の媒介や見逃し

てはならない。



-t 

マ

riツノfチJ
恐ら〈昆虫の中で花に最も徹底的な油脂度形をしたものと云ひ得るすご

らう、 281ろ美を遁ふ造物主力Z花への真心ζめた贈物であったのかも知れ

ないの体全面には剛毛又は毛がくまなく需生して花粉の運搬に便じ其れ

の口器は所調、 百底食性口器と しτ代表的の形告示して居る、自[lち小顎と
下唇が口器の主要部舎なし其基部が合ー した幹版物告呈し1111縮自在であ

る G 下唇は特に護蓮して心臓J~の毘!顕と栴す る量~の上に大きな顕が鎮

座し其れより三本の附属肢令出して居る、中央の一本は中舌で蜜液のi虫

l肱管として口器の主役会演やるものであるから雨側よ り下唇震で保護金

受けて居る、而し上唇と大顎とはやはり貧弱なもの として軽んじて寄在

ぞ許されて居るのである〈更に働蜂は体表に附着する花粉令集める錆に

巧妙な遁具を授けられて居る事も述べて置かう 、印t:J後脚の後期節(m巴

tatarsus)の内側に花粉楠iJ(Pollencombs) と云ふ梢ÍI~状物会以て花粉会後脚

の服節iこ集めるのである、依って此鹿や花粉機(Pollenbasket)と名付け

る、此の花粉櫛よ り花粉槽に移すにはj臣節の末端にある小櫛歯(Pecten)

止期節の基部にある耳朕部(Auricle)とより成れる噛輝子 (Wox-pincers)

に依り行はれる、花粉槽に盛られた花粉粒は菓に到って中脚の)陛f!riの距

によ り取落される、叉此の距iま遡表の花粉除去に役立つのである。前瓜;jl

には腔節の先端と削節の基部に附属する、それぞれ蓋墜lVelum)と霊童

(Scraper) とよ り出来上った一種の字国形の櫛があって鍋角及び朋lの清

拭に供する等遁臆の妙技の管見である。

次jこ花を見るに或る花の知きは数種の昆虫に|浪って一般昆虫の訪問ぞ

許さない峨のものがあるけれがゆ客献式が針。 如こ 弘 ナお的11'5
パチ」と「イチハツ jの共棲の機制会見て自然の妙金賞するー材料とし

ゃう。 rイチハツ」の花粉械部、胸部に附けられたほこナパチ」が蜜
読の香気に誘はれてなだらかな草片の小路令奥深く密腺の元へと急、ぐ時

には草月の上に路を狭めて垂下る雌蕊の柱頭と額いて雄韮がコツソワ、

頭と胸fなでる事なずに恐らく気附かぬであらう、其れによって雌蕊は
雑交を得、雄避は巧に花粉金同種の他の「イチハツ」に贈るのである。

序に其れでは如何にして昆虫が花令児出し訪れるかと云ふ事が問題に

なる、之れは生物界の詰11I秘として造物主の権能に蹄せしめん tしたが近

来は之れとて も機械論的に昆虫の花色に釣する趨向性即ち趨光性 (Hho・

to toxis)と花蜜及び花粉の香気に劃する趨向性却ち趨化性(Chemotaxis)

で簡寧に方っけんと強られて居る。 -(1930.10. 24)一
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毘品、ごは何ぞや?

特舎四本草款

毘品とは何んぞや。今更事新らしく、此の30年の御代に、毘品とは何

んぞや、何んてことを言へば、大部分の方々から又かと笑はれるかも知

れませんが、併し乍ら私は此の貴い紙上や拝借して、禿筆Jを取らせて頂

きたいと思ひます。と言ひますのは、此の地}j・の方k!ま、飴りに天窓に

浴し過ぎられτ居られる様に思ひます。一歩門を出ると品の聾が聞ける
し、白き山々を見る事も出来るし、菜の花畑iI'児ることも出来るし、夏

の織にいたっては言令倹fこ歩、と言った様に、山あり、川あり、維の林

ありて、四季折k の風物に接するミf':b~出来ます。もっとも一歩門金出歩

とも、夏なれば、視のま為で寝ころんで自然の大旋風器の涼風にq欠かれ

つ治、ぉ月さん眺めてえーぞえーぞ会きめこむことが出来ます。けれ共

飴り可愛がりすぎた子供がその忠之を知らない様に、叉私共が太陽様のJ思

惑に浴して居ることは大したものすごが、その恩脅知らない様に、自然の

創物主の有難さ告知りませんo此の有難味をかんi'-る事は者[1曾lこ居住す

る人k程IJffiいのでありまして、彼等は日曜日となると、一政郎女引き具

して、郊外散歩と出掛け、問闘のl来毎味ひ、自然の風物令l守l虫して来る

のであります。そして大きな人々が花束ゃ、蝶k~遁ふて、一日をあそ

んで来るのでありますが、 l当然界のまっただ中に在る此の地方-の人kは

遁傍の一本の草花にも、能にすすごく品の昔にも、馬耳東風一向オ構ひな

く、足跡iに踏みにじられる有様であります。 私共は今少しく活眼~開b 、

て、自然界を見て行きたいと思ひます。今時は天高き秋。自然の何高燭

光のお月様の光を受けて、縁の下ではコホロギが、(riJひの薮ではクツワ

ムシ等が、品の梨l強面白くやって居ます。

さて、品とはでんな物か? と間へば、誰れでもが地面をはって歩く

芋品ゃ、電般に飛んで来る、小さい生き物であると言はれるでありませ

う。が併し彼のヒヨヒラと飛んで廻る蝶は?と問へば、あれは晶ではな

い、と言はれる方が津山 Cはないが、少しは居られるこ とと思ひます。

オホコフキコガネ在、此れは何んですかと問ふたら或る人の日く、品で

しょう。盈には叢ひないが、何んと言ふ品ですか?。サア、有も此の地

球上に於いて、吾当事人間と日 k字闘しつ‘ある品の名前は知らなくても

何んの類fご位の智識は持って居りたいものであり ます。日本人の常食な
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る米の質、稲の害晶の被害高岳見る時には、冷汗三三トの思ひをせ歩には

居られませんo{I[:るにそれ等の害患の名前を知らないのは恰も、自分の

l直|嘩の相手の誰れであるかや、叉自分は何んと言ふ園と1滅容 aをして居る

かを知らないのと同様であります。此んな調子の方々が私や初め、たく

さん居られることと思ひます。

私が此鹿に品と言ひますのは、節足動物の中の毘盛綱全体を指して居

るのであります。

毘品とは、 毘盆蓄や緒。けば

1六本の足-a有す1:，こと。 (l故に Hexapoda六脚類と言ふ)

2頭胸腹の三部に分れること。

3 --艶の鰯角と、一撃誌の複眼を有すること、何個かの軍眼を有するこ

と。

此等のことは、成品のみに就いてのことで、てe毘畠の金生涯-a通じて見

る時は、や為主主雑となりて来ます。自11ち毘品は盤、態をするからであって

一一卵、幼主主、踊、成金iC完全盛・態)卵、幼品、成品(不完全農態〉卵
成品(不嬰熊〉の知き経路-aたεるからであります。不襲態の物に方い

ては、 直ちに成品に依って何んであるか f明りますが、不完全鐙態にな

って来ますと、一寸匝別が困難となって来ますう例へはカメムシ等で見

ますと、小さい時分にはまずご羽が生えて来ないので、カメムシであるこ

とには間違ひないが、さて何んと言ふ名前の者になって来るやらさっぱ

り明りまぜん。恰4吾等が、オギアと生れて来ると人間には違ひないが

叉男か女かの、何れかのーツには建ひないが、(中には徴兵検査の時な さ

生れたときは男であったものが後で女であった りして、検査官令吃脅さ

せる珍事件もあります)終来-e.んな者になるか判り衆ねると同様であり

ます。不完全箆態の品.に於いては、勝来iま兎も角、雌雄さへ判らないの

であ ります。更に完全盛態の者に於きま しては、卵、幼晶、腕、成品の

四時代を経るのであって、71JJ入の嫌がる毛品から、美麗な蝶がとびすごし

たりして、何んな品から何が出でて来るやらさっぱり判らないのであり

ます。私は此の夏に、コスズメの幼滋-a日野先生から戴きまして、成品

までなしましたが、此の美しい縞の模様のある蛾に反して、見るからに

グツとする様なドス黒い体色の.cfこ、ギラギラ光る十数個の丸き斑紋の

ある、二寸に飴る幼識を見たなれば、その愛化の著しいのに驚かれるで

ありませう。又庭閤樹木の害品、才ホスカシパ(此の践は本校講堂に通

T'る歩道の雨担.uのクチナシにたくさんつきます)の、美しいすき通った
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調の所有者たる成品に比べて、その幼品の気持の悪さと言ったら、誰れ

でも額の上にシワ会寄せられることでしょう。

卵。卵は成品の前身であることは、早御承知のことお思ひます。が卵

が先か成品が先かの問題になって来ますと、一寸迷さ'るを得ませんc昆

品の卵の大いさは、瀬微鏡~用ひねば見えない様な小さい物から、直径

一分位の物まであって、千差高別でありますコ形駅に於いτは叉大いな
る異鼎iがあります。ITII~、物、楕闘の物、奈川長い物、卵色に於いては、青

色のもの、次色のもの、褐色のもめ、卵殻が丸裸のもの、毛~被れるも

の等々枚暴に謹なき程であります 。 ~卵の方法や揚所に於いては街ほ更

面白く、水の中、草の葉の上、木の中等。そして私共は唯r、本能の二
字毎以って説明して居らのでありますが、成識は必歩、幼品.が卵から出

ると直に食物にありつける様な所に産卵するものであって、ァグハのミ

カンの葉上に産附けるが知きも3であります。 何故に彼等がその様な

事~ .;-るかと考へて見ると、唯?と不思議、前fl雄、と言ふより他仕方-ない。

(生態撃者は趨化性で説明するが)斯様な所謂、本能の制jに依って都合良

〈行かない時もありまして、私はトンボが、足跡の二三時間経ればカラ

カラになる援な少ししか水の溜って居ない所に、産卵して居るのを見た

ことがあります。トンボは水さえあれば、それが何分間の後は乾いτ、
佐子は死んで終ふがきう Lょうが、そんなこ tにはトントお鱗ひなしに

卵令産み下して居られる。彼等は我子は、すこやかに育ってくれるむら

うと思ふのか知らないが、他から見れば馬鹿だなアと言ひたくなります

毘品の行動。それは私共に、毘品に吾人に分るが如き言語の盤せ得さ'る

限り、不解のことでありませう。否言語が護せられる様になっても望ま

れないことでしょう 。何故かと言八ば、君、共は如何に親しき間柄と離も

自分は結局自分一個であって、他人となり得なく、且つ叉自分の心は他

人の心でないからであります。況んやそのがi身の毘識に於いておやであ

ります。

幼品。普通人 k が品と言ひますのは、幼指\~見て言ふのであって、彼

の芋品の如きは代表的の物でありますの卵から荊った幼品は、才旬:さん

の心附に依って、生れると直ぐから、 美味しい軟らカ、い珍I味にありつけ

る。幼晶の時代は営養の時代であって、生れると直ぐから口令動かして

居る。 何んでも彼でも自分さえ食へば他のものはさんなにならうと、一

向才構ひなしであります。それでそれにiil歯した機官が盤達 して来て、

第一lこ口器で、衣に消化器であります(後に述べ司ます成品のそれとは大
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いに異るのであります〉そして叉如何に母親の本能の力が都合良〈行っ

たからとて、そう何時までも同じ所に食物はありません。結局自分で探

さねばなりません。そこで移動器官たる脚の護謹に叉見るべきものがあ

ります。大抵の幼畠が、胸脚、腹脚、尾脚等霊完封の脚:a持って居るので
ありまして、!x.脚の先端は爪そ有するか、叉殴着性となって居ります。

それは木の葉や枝の様な所舎はひ廻って居るから、勢い強い風でも吹け

ば直ちに墜落卸死の変目'l>見ねばならないからであります。成品の品種

に別けられる様tこ、幼晶も叉匡別する事が出来るのでありまして、今ま

での分類は成品のみに就いての方法でありましたが、此れから先は幼品

も入れての分類が初まるだらうと思ひます。そして叉多〈被害するのは

幼品の時代でありますから、幼品の研究なることは大切なこと s思ひま

す。

踊。幼畠がたらふくつめこんで、極度の大きさになると踊と言ふ時代

がやって来ます。此の時代の寄否に依って不完なるか完盤、態なるかが分

れるのであります。前にも一寸言った様に、幼盆の器官と、成品のそれ

とは大いに、全く根本から異っておるのでありますから、それぞ組織が

えやしなければならない。成品器官形成のための休養時代。それがI1!IIち

踊の時代でありますn l1Jnち幼晶体は全部 ドロドロの液献となって、それ
が成品のそれに組立てられるのでありますの踊は外から見ると、全く死

んすご様になって、一寸ふれた位ひでは微動だにしないのでありますが、

その内部に考へ及除して見るとイ彼等は来るべき成品の時を夢見て、心

中は赤い燃ゆるが様t.J，焔令以って充されて居るのであります。

成品。成識の時代は、幼晶時代の管養の時代に撃すして生殖の時代であ

って、生・殖さへすめば、大部分のものが死んで終ふのであります。朝に

は紅顔の少年も、タには白骨となる、我が人生i二比べ、られるものがたく

さん在って、彼のカグロウはその好遁例であります。が中には大分長生

きするものも居て、若し吾等人間に比べたなれば80:a越えて倫ほ、若い
者令しのぐ元気の在る人の居らられるのに相官するであ担ませう。がjへ

1-;(かの甲品類は、見るカ、らに元気そうで生命も可成り長いのであること

は恰も若い中にウント錬えた色の黒い叔父さんが元気で、長生するのと

同様であります。かの夏の真盛りに、締8'木蔭で、聾高らかに、鼻歌l県

ひ、重患の邪魔する蝉ゃ、花から花へとヒラヒラと飛べる蝉等の生活の

華やかにして生命の短きは、恰も吾がtlt-l>ば欠 ~Jたることなきもち月と

よんすご人の、祭華のはかなきに比すべきものがあります。ヒヨヒヨと花
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畑~とべあ蝶.::e見るとき、それは君、共に成る言ひ知れない、|暗示ぞあた

ーへるものであります。彼等が何lこ心なく、又は何にかの心あってか、花

から花へと、終日告おそぴ暮した果ては、やがて秋草と杭並べて初霜に

埋まるのであります。斯く考へるとき、主主護にすすごく品聾lこも、或る楽

しみと、大いなる人生への暗示がある ことを知ゐ3であります。

- 1930. 10. 8，ー

れまらん』に付いて

A 二制 時 f憂

去る春、私が某先生と純物採集に行って一大失態を演んぢましたo其

れは 「ばらん」に付いての事で有ったのです。恐らく、諸君は此れに付

いては充分御承知の事とは思ひますが、未't:御存知ない人の3誌に、幾分

の曇考資料に成して頂7ごけはずまいかと思ふ傍、自分の如き失l攻守再び

踏んで貰ひ度くない溺に、いさ‘かf品見守記した理で有り三す。

私謹'土既に感ん7こ犠に「ばらん」は

瀬花植物、被子植物、草子薬類、百合科に属するもので有ります。的

ち色々な「百合」と科を同ぢくしてゐるのは釘論ですが、良〈其の名の

人に知られてゐる「スズランJと同ぢ事!の植物で有ります。言ふ迄もな
く、 j部は別に「ばらん廊」が有 ります。撃名は Aspidistraelatior. Blu-

me.で有ります。そして其の瑛名は蜘l昧抱蛋で有ります。叉別にーI/!Fl青

，~I;)耳闘の都が有ります♂黙し此れは瑛名では無いらし いので有りますの

又一般に「ぽらん」と言ふのは、馬|荊ら しいので有ります。け7ざし、其

の意味iま腐は大率大きいが、!樫しい、印ち下級の事を意味するものであ

るが震に、新〈 言ふの7こ加です。猫叉--~と言ふ庭も有る相ですが、此

れは琉球の方言に依るものとの事で有ります。宮崎では一般は「はらん」

と言ふ様ですο来歴としては7[;勝八年版の花底地錦抄に現れてゐるめ会

見ますと、支那南部及び琉球に!ボ産したものが、此れより少 し前1211ち元

i除時代にならない前に、日本に輸入栽培されたものとの事で有ります。

黙し現今では到る所の陰地ゃ、奮家の手洗鉢の下なぎに「なんてん」と

並び栽格叢生してゐます。そして此の時代は食物の包物にしてゐた外、

主として観賞用として栽培さ れてゐた もeですが、今では色k な美しい
草花が滋山有りますので、会く愛翫される範闘から臨糊されてゐます。
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然し昔と鐙らす3今でも活花等には少k用ひられてゐる様で有ります。も

っとも「ばらんJ の名耶の意味からして見ても、活花の初心者に多く.FI~

ひられる司王が納得出来る様でイぎります。

形態に付いては述べる必要はあるまいと思ひますが、 JI国序として少し

述べさして頂きます。業の葉iま根生し、長柄を有して必り、葉身は長大

で有りましτ、披剖駅輩長葉共tこ常緑で有ります。もっ とも、此の外に
星斑、島斑の入ったものもある相ですが詳で有りません。表皮細胞は蕗

分角皮化してゐます。そして前噛分令多少分越してゐる様で有りますo

前叉@皮部の輩、達した維管束が多数葉身中を縦走してゐます。 一根に五

六枚冬を経るも凋まない。卸ち多年生の植物で有ります。一年ι一枚生
ぢ、五六年にして枯落するもので有 りますο

四月の初め頃地下巻横行する淡黄色の節ある地下'!JftJ ら撒芽~生ぢま

す。砲は左右より二枚壁します。其の形は丁度竹衡の様で有ります。其

の琵芽の頂地下草の傍に花~生ぢます。其の形は壷y状てー、花梗は矩 く、

艇は八個、内商事紫色で、其の中に3容が有ります。中央のが雌:査で有り

まして、 其の柱頭は大き〈時としては全々雄蕊吾被ふてゐる事が有りま

すο 雄蕊は週常;八個で有ります。開花してゐないのは膝質性の光樺令有

してゐて、全体は寒天献に不遜明で有 ;Jます。此れは時と して、地上に

開花しますが常は土中で有ります。そして珍しい事には摘牛の媒介に依

って受精するのTご相です。此れから見ると|ばらん」のある所には慨し

て蛸牛の多い事も納得出来る棋な気が致します。

受精して後は深青色の四!援で、末端梢尖り、肌?浩組頂に蕊の痕のあろ

来質.a結びます。此れが翌年夏に至って初めて熱するので有ります。中

に四隔有ります。卸ち子房は凶室で有ります。此れを播くと 2妬位霊芽

する相です。然し遺憾乍ら私はそれ迄は質職してゐません。以上で「ば

らん」に付いては大体曾得出来たろうと忠ひます。が描不足の分は渚先

生にやfぃτ御研究されん事.a御願Lて、此れにてJ問筆致します。
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除 強 論 考

松 本 友 言E

目 ヨk
第一挙 緒- 百命

第二章 蜂(いなむし)考

I 本論

I!結論

第三 主主 除蜂論考

I 本論

(1) 非科康的方法(迷信的方法)

(2) 科墜的jj法

(イ) 商品 ~ffiì 

(ロ)油 類

。、〉火

11 市ふ再... f，~、g 

第四主主 綿 括

女 献

•• • 
第一挙 緒 己~íITì

本論-??草する目的に二つある、ーは蜂と普通に文献に出てゐるものの

意義会知ること、こは、その瞳ぞ蹴除滋防ずるに如何なる手段が用ひら

れたかといふこと を知るニ t、このこつである。第二平に於て前者令、

第三挙に於て後者小目的や果きうと試みた。然しτ是等の論考は、現代
に於ける除睦法令論じたのでなく、明治維新前のそれに就て論じた。

現在用ひられてゐる嵯と、明治維新前用ひられたる睦とは、その包含

ある意味に於て差異があ乙、この差異;j:明にしゃうと努めたが、動物接

的形態昼的論究に依らす3文献に依って結論づけ、その結論~艶稿として

第三章の論を準めたものである。貧しい記録ではあるが、何等かの意味

に於て毒考tならば幸甚である。倫 1-2の文献の借覧-??許されたる日

野先生に謝意を表す。

第二学 嵯(いなむし)考

I 本論

「五雑組」に、[相体、嵯鴛子所化、故宮大水之車、魚法子於陸地、翌歳

4 
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二本得郎盤而鋸嵯突、雌雄既交一生九十九子、故種類日繁、案史倖所載、

鋼、 向有摂備金峨盆賊等名、臨云、食心食苗各異同一種耳」と記載されてゐ

司，

る。これによれば、!臨は魚卵より化生し、種類は色k あるが、要するに

喰害する部位によって分たれたものとしてゐる、まさか魚の卵がノ1<~得

予翌年睦になることはあるまい。「大卒肢記」にも「金斯臭腔、或目、魚

卵所化毎、章生育云云」とあり、腔臭あるによって魚卵より化生すると

論十るあたり、 iSTろ滑稽である。1-倭i英三才闘曾」の峰の記載会見るに、

「本綱嵯亦金額大而方首、首有五字診気所生倣天飛、性畏金聾、一生八

十一子、来有遡者名妓胸、ー名蜂(音延)不因牝牡腹中陶治而自生、故日

岐蜘。爾I並立さ註云、睦惣名也、食蔀心臼眠、食葉日袋、食節目襲、食線

臼鐙」とあり、我園に於ても卒田翁がこの!lL!'，に就ては爾雅集の設に賛成

してゐろ。上女中の金額とは即ちイナムシ類、或はイナゴ類といふ概括

的の語であるやうに思われる、何故かならば、議(シユ〉といふ字は、嵯

の字と同様、瑛義ではイナムシ、或はイナゴとなってゐるからである。

金に新令つけて、金Wrと云へば、これはハタオリムシ令指し蛙類に包括
せらる‘一種に過ぎない。

[毘品草木略」に依れば、「金の類亦多、爾罫j;云、皇金、響、草金云云J

とあり、皇金とは才ホイナゴ、草金とはヅユムシのことであり、金の字

義~旋〈見てゐる" r本朝食鑑」に依れば、「皐金駅小方頭長角、修股曲
脚而極痩、調青身青褐色、有斑文善跳害稼、常在田間草野、五月根羽動

股、至冬入土中、野人農児茨食之、謂味香而美也、此種最多」と出てゐ

るつ然らば、 皇金又は阜金と云ふのは如何なるものであるかと云ふに、

倭漢三才悶曾の鮮を借用すれば、「皇金(和名以一奈一古一高一目、俗云

以奈古)綿名也、有数麗草上者臼草食、在土中者目撃金、重究極皆類蜂而

大小不一云云」とある、以上によって考ふれば、嵯と金とは殆んき同一

意味に用ひられ、睦の中に皇指i其他色kの種類が含まれ、然して金品の

中に於ても、その住む揚所により様 kな庖別が用ひられてゐることが分

る。蜂と皇金とは、共にイナゴとは読まれるけれ共、その意味は異なり

蜂が最もJ1liい内容を有したものと考へ得られる。

「和各紗」にも爾雅集i主に云螺縫笠盤~あけ、嵯締名也と論じてゐる。

「除睡録」に、「螺目安霊賊の図生~嵯といふ、イナコーの類也」とあり、こ

の回生に劃して貝原盆軒は次の様な説明や附しておる。

顕一皇金の集}鮮を以てみればイナゴなり、心~食ふとあれ共イナゴ、の

稲~害するは心のみに非する、葉も童もくらへ共其害はかへって少
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なきかと~fj;ゆ c

勝一俗に云ふ宮脇措1なり、"!1r.葉の筑を吸ひて害4をなすなり、防ぎかた

は、松明にて焼き、叉itl:lにて除くべし。

霊ー売品といふ、 是れ孟なるべし、 是はよ くできたる胞に生づること

多し、此品の付たる穂の巴前、くされか‘りたるl抗争抜いて是令

みるに、根の間に白きはt:"T、識あり則ちこれなり 〔中略)柏葉の

新に出か ・りたる時抜いてみるに白き根生じて右のはすごか品は見

へ歩。

賊一議に似て小なるを言ふか、稲粟等の色rrjを食ふ故にm聴するに至り
て枯穂となる。

筆者是ぞ按歩るに、

iJ!Rとは、卸ち螺品のことで、{憐麹類限措1料の二化及び三化~良品等:の拙稿

で今でもさうでるが、農民の聞には二化、三化の冨別は明でなかった、 こ

のこ とは方言そ調べてみると分ることであって、fナム シ、カラムシ、ヮ

ヨムシ、カレホムシ、ヵラクダシ、スムシ、ス事ヰムシ等二化に も三化に

も共通に用ひられてゐる c後波書公沙穆惇に 「蓮弘農令、鯨界有限晶食

様、百姓f皇催、穆乃設鹿謝日、百姓有罪過、穆之回、請以身稿、於是暴

雨、既望号而摂品自舗、百姓栴白神明」とありj良品なる語之より出てゐる

騰とは、 有吻類の内の害晶、浮塵子類、特に横這科に厨するツマクeロ

ヨコノfヒ、ィナツ"'7ヨコノfヒ、ョツテンヨコ/¥ヒ、フタテンヨコ/¥ヒ、

及び其他の慌這類を指しておるものだと考へる or俗に言ふ質感品なり」
と採軒は述べてゐるが、 九州地方、 山陰地方及び東北地方ーに分布する民

間惇承の中に賓椛品に闘したものがたくさんある。自11ち賓藤賢』告の亡霊

が化して!睦tなり稲令書するのナごといふのである、熊本地方-に於ける質

盛晶と呼ばれるものは確かにヅ?ク'ロヨコパヒに建ひない。「鶴林玉露」

に fH卑災犠見於大兵之後、或日乃戦死之士寵魂所化」とあり「関際筆記J
に「中華の人も亦いふ、!睦品l式戦死施魂OA七する所なりと、いづくんぞ
知らん」とあり、質脱品の陣説は支那物ら しく 思われる。臓は叉騰 とも

か h れ「小雄」に「去其狽騰Jr沙穆熔」に「食葉日勝」とあり、叉「部
品疏」に「勝嵯也」等あり、勝なる語是等より出でたものであらう。

~ と は稲の棋や喰害する害品、郎ちネキリ ム シ、又は根白血~意味 し

ずウムシ、ュ リミ ミズ等を指じてゐるものと考へる。主主又は盆 とも記さ

れる。

賊は郎ち替にして ri'iijを食ふ」といふのは、必rしも節のみを喰害す

ぜ
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ろものではな〈、 表節の部分に多〈集まる習性がある所より新〈言ふの

であら う。筆者(ま聾とは椿象額を指してゐるもめすごと思ふ。椿象は主と

して穂首、 重節に群集して養液を岐J&し、枯胞となす害品て'ある。
「背広需疏」に「李巡白、眠、言其姦冥冥護ffl知也、償貸無厭、故日!崎、食

1良、放臼j位、税取高民財貨、故云孟、目、皆政食所致、因以鴛名也、健

錦文墜目、此四種晶、皆眼也、官不問」とある如く、上述の摂勝孟賊は

皆蜂(或は危〉と組踊されてゐたのである。

Il結論

明治維新以前一般に用ひられた蛙は稲の害品全体、的ち「栢畠」の義

であって現在用ひられてゐる蜂より-rっとその包含する内容が康いもの

と解すべきである。故に第三主主に於て述べる除蛙論考は、上越の意味に

於けるj症や劃稽としてなすものであって蝶品も浮塵子も梼象も皆一諸に

含まれておること令、ことわっておかなければならない。

第三 ii1: 除蜂論考

I 木論

(1) 非科書律的防除法(迷信的防除法)

科翠文明の護蓮しなかった時代に於ける除睦方法は、その手段に於て

現代の科署!!Jl>基礎として考察する時、既にそれが諜であると考へらる‘

所調迷信的なものが多かったことは事宜である。古代人の思考の基礎Tこ

る信仰或は信念と云ふか、自然現象に劃する見書きなる信じるカ毛筆者は

否定するものでは決してないけれ共、その手段たるや之吾容認すべ〈飴

りに非科恩的なものある令認めざるぞ得ない。

「日本書紀」一番に「大己責紳輿少彦名品111致1)一心経管天下突、復錦繍

見葺生及畜産則定其療病之方¥也、 {51鋸雄鳥獣毘晶之災異則定其禁厭之法

也、 是以百姓至今成蒙恩韻者突」 と出てゐるが、この大己責面市左少彦名

紳と御二方の定め給ひし「毘品の災異を援ふ禁厭の法Jとは果して如何

なるものであったか判然せねが「古語拾遺」の記録によって考察するに

恐らく是と同一禁厭め法ではなかったかと思ふ、郎ち問書に依れば「大

地主面11I笹田之日以牛宍食入子時大畠神之子至其田l竪饗而還以駅告之御嵩

f耐震怒以蜂放其田、苗薬密、枯損似篠竹、於是大地主語lt令片座肱座占其由

御産品lt答日、 質吾意也、 宜以、腕柄作持持之乃至其葉掃之以天押草押之

以鳥扇之若如此不出去者宣以牛宍溝口作男童形以加之以苦子窃淑央桃薬

及控斑置其11呼、仰従A敬、苗築復繁年穀豊稔是今神i低官以白猪白馬白鶏
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祭御議制1之縁也J とあり、瞳~除く禁厭としては「廊柄i (アサオヨ)ぞ

以て持.(カセキ)を作って、これを持妙、其の葉を以ってこれ令掃へ、

天の押草(抑草ハ議シ玄曇ナリ一成形固設ー)~以てこれを押せ、烏扇を

nてこれや扇け、若し此の如くして出去ら十ば牛内を臼て溝の口に置き
男重~~~作てこれに加\(東北の謹土に男輩のJ~~路傍に置ものあるは

太むかし睦虫を蹴除しの泣習にして俗に弓削の遁!鏡4同日るといふはみすご
りこ となるべし一成形闘説農事部三一〉哲子(ツスタマ)窃似(ナルハ

シカ n英挑(クルnの葉及び搬をその畔に斑き置け」と敬へられ、
新の如く賀行した所が篠竹にも似たる苗葉が再び繁茂して稲は豊かに稔

ったといふのである。此の如き禁厭のカが裁が品Ip代時代iこ行われたこと
iま認むべきであらう。 場

「清和紀」に、「貞翻十六年伊勢の園に睡災ありし時伊勢神宮に奉幣し

て災蜂の去らんこ é~臨る。此より以後j豊島或 I~蝶に化して飛去り、或

iま小峰の鋳刺殺されて一時に消輩せり」と見へてゐるが、総ゆる自然現

象はーに紳の蹄理の然らしむる所であると深い信仰と畏怖と会懐いてゐ

た古代人は、!睦災の揚合も是を面1I1の怒と考へ、直に出I1への総令捧けたの

である。この古代人の思想一信仰は筆者は非常に大切なこと t~t考へる
が然しながら紳への依寄争以て高事終れりとなすことは、異質の意味に

於ける耐Iへの依容ではないと思ふ。前こ‘で注意して然るべき事柄は、

rj前総したる結果峰品或は蝶に化して飛去り、或は小峰の潟に刺し殺さ
れt一時に滑輩せり」の記録であって、醤時の人は幼品が踊となり羽化

して飛去るのも、紳のカと信じ、刺殺した小峰も品1I1の使徒と考へたので

あるが、これは嘗時の人々の現時智に原因する妄信に過ぎない。然しなが

ら「小峰の鋳に刺し殺されて云云」なる女は、筆者按十るに、確かに、

螺畠が寄生峰の寄生令受けて死滅したことを意味するものであって、害

晶が天敵のため害せらる‘有様や観察した我国に於ける最初の記銭fごと

考へる。観察t~けはもっと早く鋳されたかも知れぬ、何故かなら事質は

必余しも女献と一致しなければならぬ理由はないから。島津藩に於ても

田に蛙つきたる時は霧島紳宮に泊rr臓を捧けると十の中七八は轟の害やま
ぬがれてゐた、このことは「皇孫傘始高千穂峯に降臨の時散米(ウチマ

キ)ゃなして雲霧の害や排ひし故事によれり J(成形岡説農事部三〉と記

載されてゐる。

支那の輩仲静の祭法に「螺勝E穀~賊害する時、害食tこ遭ふチI'I~蕗の内

清潔の所に於てミれを解し、 ζれる?穣ふ」といふことがあるが、薫仲野
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は漢の入、ょく夫人の理令設〈一我閣に於ても、この祭法が行われてゐ

る。「清和l紀」に、「貞観元年大雨あり、備後権介、藤原山i袋、陰陽博士

滋岳川人等を謹わして、大和国吉野郡の高山tこ於1・祭躍や修せしむ」 と

みへ、貞観二年に於ても前年の場所で、同じ祭趨が取行わせられて盈災

を解除せられん事を蹄ったといふ記録が「清和記Jにあり、この祭例は

陰陽寮に於て高事の仕事をしてゐfこ。

寛仁二年丁巴八月、 11J城、銑津、近江、丹後の諸国に蜂晶が笹生した

際も泰憎のことぞ定められ、読経すべ‘き由が官符を以て諸国に仰せ出さ

れてゐることが、「日本紀暮Jr小右記練抄」等に見へてゐるの「糸束記」
に「数千め烏近日目畝に相集まり螺轟~食ひ失ふ、是れ奉常

のこ t定められ、並に読経すべき由官符を以て諸国に賜ふよ

り以来食ふ所なり」と、奉f持、読経の効験額著なりしことが

想われる。此の知き駅態であったがために、制1澗:や寺院に品

すもの多く、面rl'枇からも盆除札が寅出される
やうになり、その御札ぞ田に立て‘おけば、睦はおそれ喰害

する能わ守、3l..よc費生しても烏や小峰のために喰殺され又
は刺殺されて死滅するものとして閑として是に依存してゐた

らしい。この習俗は現在に於ても雄事してゐる、C左園は宮崎

牒本庄町銅柄紳枇の議|徐札〕倫除蜂の紳式も多駿接客してゐ

る宮崎懸の各地にある品祈念或は詣1前稿、品供養等、住吉耐1枇

の御田植祭の制1式も「競津名所岡舎」によれば「昔より僻わり

て天下の蟻や稜ひしりぞくる艇なりとぞ閣へし」とあり、五月

二十八日の御祭例は世間周知の有名なる晶除紳事なのである

「宮崎高等農林製校壊報第二控」所載、「野の人」事、日野

巌先生の「御守り札の話Jに依れば、氏が蒐集された 400飴の世寺の御

守り札の中、議除けの内容を有するものが 1.5パーセントぞ占めてゐる

tいふことは、科墜の琵達した現今に「て向来Tごこの方面の智識の震建

普及の徹底してゐないことぞ示してゐるものといふべきである。

.街各地に昔から分布し、現在iこ於ても貰行されつゐある地方もある品

設りの行事の知き(宮崎高農墜報第十披拙著「品設り考J妻照)農民の
最大なる鰻品阻除の方法だったのである。

以上述べ‘来って蜂害から脱しゃうとしたのであるが、此の知き中にあ

って、現在の科撃を基礎として考へてみて、理屈に合ってゐると認めら

る防除法が絶無であったとは言われない。悲惨な蜂災の苦しい経験から
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生れ出た方法や叉は支那の接聞の影響によって生れ出7こ方法等が、後世

に至ってからではあるが、一般農民の聞に賀行されてゐた。以下それ等

の方法に就て述べてみたいと思ふ。

(2) 科撃的防除法

(イ)綿論

迷信的防除法の盛な時代にあって、諸種の薬剤や合理的主認めらる‘

手段を以て!睡-l>除かうと、賢際始めたのは、恐らくは今より 200年この

方の事に麗ずるものと考へる。

「徳川政務掛録の内の差掛出掛申渡留」に、|天明八年七月、幕府より

御代官に令して日く、頃者森雨の後俄に暑気'1mきがため所により品付等

あり tきく、品防の儀は夜分畔にて火-l>焚き或は毒荏を流す当事其園々に

よりて防ぎ方之あり、油断は有閑敷と!iiffiも品付留方は鯨油会凡そー畝に

2-3 滴つ‘打そ‘けば品去る由、鯨~Úl之なき土地は暁天に風上より石

dJ(-l>ふりかくるもよし、叉根品なれば用水により石友を流し入れば畠去

る由なり」とあり、毒荏、鯨油、石友、それに火力J使用せられたること

が分る。

「農稼業事」上巻ー〔寛政五年)に、「陰陽不順にしていもち晶喰は此ふせ

き'なり難し、愛に至極の秘体あり、百姓は先づ是ぞ防んため需要伝作る

べし、是郎ち病-l>去るの一策なり、此菜-i:>常にかこひおき、いもち品付

たるも能煮出し用ふべし、また其{盈岡へ入置諸k の1L毛にかけて高の品
喰J犠まき等や殺しj離や遁なり、叉団地には、登貫目ばかり俵に匂み田の

水口に掘入、上の方会聞き埋むべし、如何となれば、田地は旋くして蕎

婆からも(三字讃めすつぎる故なり、叉畠には苦棟の葉もよし、是も五

百匁飴り俵に入れ前の通り上の方や聞き埋めてよし、このこ品にて去ら

ざる畠甚?と稀なれ共若去らぬt見ゆるならば鯨の油&用ふべし、(中墨)

鯨の油念にと溢のはさ'る所にては種油もしるしなきに非歩、先是や用ふ

るもよし、叉盈生やることの多き土地にはたばこの童を多く集めて苗代

地にこしらへの時分右の童五分ばかりに切り苗代の地に多く入れかきこ

なし置のち種子ぞまくべし云云」この記銀にて蕎妻、苦棟、種油、煙草

が使用せられてゐたことが分る。

「培養秘録J(天保十一年〉に「芥'子の泊糟f;1肥養に用に t志願る劣と!i!i~

も別l二殺晶の妙効ありτ此亦一個の奇物なり、芥子の泊辛競苦烈一段の
水田に此や二合許瀧ときは稲晶を忽ち嬰にす信に珍重すべ・し」と見へ芥

子のも油も亦除嵯に用ひられたことが分る。問書享第十九卒、熊家猪の脂

モd
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ロ~煎取法の項の終に「草木の次に革JI して山間等水寒冷作物不熟の聞に

用ふれば陰冷の害や除き稲作盟熟の妙劫や秦L、叉よく諸品を殺す」と

見へ、街問書、海骨の油のi蜂下に、その主能として臼<r殺品の妙効あ
り、故に水田の稲晶や生じたる時は其田上下の水口令塞き'置き一段の旧

に此の油二三合許つ‘田の水に司法ぎ、或は訴の類を以稲晶を掃ひ落すと

きは、品水面に浮びたる油に落て皆悉く死す、一息にして稲品~殺室長す

」とあり、熊や猪や海骨の油等も嵯の臨除に用ひられたことが分るであ

らう。問書には在lì~立 t して辛字放第一番より第九番まで詳細に諸品~掘

り除くの法令示して初心の農家に便してゐる。

以上引用しずこる諸文献によりτ明なる如く臨除に用ひられたるものに
は、火、油、 毒荏、石友、 需要、苦練、煙草等が用ひられたのであるが

この外苦撞汁、「嵯を幅除するに食盟主F用ふることはff~1代に始まる J (石

坂橘樹著 日本農業史224頁)よ もぎ、百部根、苦妻等の煎汁も用ひられ

たといふことである。此の如く様々な品によって臨除したとは言へ、就

中、最も象重されたものは、油類、及び火であったのである。故に制l類

と火の使用を説明する必要あり、夫々別にして論守る方が便利である。、

(ロ)油類

題なき晶一卸ち螺品の幼虫や根品等の駆除には種kの品が用ひられた

ことは前述したが、中でも稲l類がその王要なものであった。その油類に

は鯨油、種油、綿貫油、油桐、芥子油、石油、其他熊ゃ猪や海骨のJJ旨泊

があった。釘論f自は麹のあるものにも用ひられた。

種油ゃ油桐や石油等は我園には古くよりあり、除品剖として用ひられ

たことは考へらるゐ、油桐は主に江州、越前、駿賀、岩見、出雲地方か

ら多く出たことが文献に見へ、石油は天智天皇七年に土人が越後にて採

り献としたことが日本紀に見へてゐるが、これは主として燈用とし、除

蜂に用ひ始めたのはそれよりT'っと以後のことらしい。 r石炭の油も殺
品の効あり」と「農家備要」にIBてゐる。

鯨i自は捕類の中でも最も珍重されたものであって、鯨油会採る方が果

して何時の頃より始められたかは不明でめるが、之が除品の効ありとな

し早くより農民聞に用ひられたことは興味ある問題である。 r稲田の害
治駆除に鯨油令使用することは、記録によると享保十七年(1732)であ

る」といぶことである、 μ 、ふことが日野最先生著「植物病理原綱要」上

迩48頁に記載してある。 V1J射出会農業上に早く用ひ始めたのは九州、iであっ

て.肥後には交政八年尾形氏豊後より{事ふといふことが知れており、本
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州に倖わり北国に及んだらしい。本弁|にては初め主として菜種油が用ひ

られてゐて鯨油は脇島用とされてはいなかった。畿内惑の商家では鯨油

の債段の上るのをきいて、九州地方の嵯災-i'知るといふ;伏態であった。

「除蜂錬」に、 In皇や去るに用ふべき油は鯨油-i'最上とす、五島、卒戸 、

熊野、其他伊)穆より出づるもの正良鯨油にしてその効蓮なり」とあり、

児島知水の「農稼業事」に詳はしく鯨の種類まで掲けτ農民に指針金あ
たへてゐる。然らば鯨柑I-i'昔の農民は知何にして使用してゐたかといふ

に其事に就て次に述べゃう。

「凡そ一反にー升づっと積り多少見はから ひ田に水を八九分にはり置

稲葉に接べし、方も日勢強〈水湯の如くなりし時亥Ijよい諺ゃうは小さ ぜ

き何貝にても竹にて挟み、貝杓子の知くなし或はきせるの大なる火.IIIlに

てもよし。能く分量舎はかり浦遁に傍べ‘し、すぐその人に額て捌きしな

へたる竹にて稲の葉ぞ水中におしたほしおしたほし幾遜も洗ふべし、是

卸ち逃るゐ品を殺すなり 、叉篠のほうきiこて稲葉にくりかけくりかけす

るもよし、此油にあひては!膜婚菰部その外いかなる!睡にても忽ち死に去

ベし、残る所なく洗ひ聾して後水令落し、叉新に水会入るべしJ (農稼

業事上巻ー)

此の方・法を以て現在の i主~[U騒除法と比較するときその大体の様式に於

ては一致してゐるけれ共、その個々の手段に於て、又その根底の考へに

於て随分懸隔あるを護見するであらうの 「日勢強く水湯の知くなりたる

時」接ぐやよしとすと述べてゐるが、これは大なる誤であって、油は水

温の低い方が憤散は早いのものであって、街且鰯WB!ま温度高き場合程そ

の臭気の後散も強烈であって、 ヵ、く ては伊塵子の類の逃~J去ゐのも多い

のである、故に拙さしの最も都合の悪いH寺j闘は水温湯の知き場合である

と云わねばな らぬ。昔は出来るナこけ暑い頃に注油して臭の高い程効果が

あると考ヘてゐたらしく、田に油令λる‘時期は「査は四ツ時より八ツ

時半までの中」とて午前十時より午後三時までぞ遁時としてゐTこ。現在

に於て もか ‘る考に捉われてゐる農民が多蚊ある。油の蹴散-i'出来る?と

けよくするために、昔は鯨油-i'田の畔にて鍋に入れて焚き、針I，~-i'おろし

・ て少しく煎炎の気をぬかし、そのilß の中へ酢三合程 G山七合に ~r し)入

れよく混和し、それ令田に入るれば、非常にtlllの蹴散が謹かで肢〈、 J昔:

に艶する効力も大きいと h、ふのでよく賀行されたといふことである。上

越の油の使用法は寛政以前!のものであるが、明治七年出版された佐藤信

淵の「草木六部耕麗法」各十四記載の方法を衣にあける。
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「拐なき品の禾に生じたるを除〈は甚すご無造作なるものなり、其の法

先づ田に71<.を瀧佳て五六分に満しめ、上下共に水口守護きて水の流れき'

るやうにし、一段の田に鯨泊三合飴も議入るときは、須央にして其の油

田の水面に充満して浦田の水盤じて白き色の光守護するものなり、是時

長き生存を以て禾の傷まさ'るやうに輩葉や撫蕩し、其の品~掻ひ落すべ、し

禾品m創出の中に落つるときは皆悉く死するものなり、鯨油の稲品~殺す

こと信に吉!~上の謹方たりと知るべし云云」これに依れば注油の時期等明

示してないけれ共反醤i主油量等飴程改良せられたるものと考へらるる。 、

明治三年遊先の「農家備要」初編答之二のこぬか品の駆除法として日

守 < r回毎に火金焼き、或は議j皇杯いへる事あり皆よろしくす、然るに
今西洋の敬へに由れば先づ水面に泊令浮べ、その後煤~とり水にとかし

水節(みづっき〉 様のものを以て措tイすたる研一体に稿禾の真上よ り振謹

〈時は飛散たる盆も再び稲禾に取付くことあたわ守して死するあり、飛

去るありて能くl掘りつくすものなり、且つ煤は柏禾の障とならT'、反て

糞(ニゑ)となるもの也、叉飛識のみならす=餌嵯其他何れの品をも除き

去るべ‘し」と河野大人lま新式の法会設いてゐる。(第一園妻照〉 此の法

は何虚の国から輸入されたもので、果して如何なる原理に基づくもので

之るか説明に苦しむ、然して貰際農民に質行されてゐたかきうか八十才

以上の故老に接する度に聞いてみるが未't:.に分らない。

aルー噌 %:.'ta，f:.勾古参2包

服、油は腕品に用ひられたのみなら?、一種の糞にゑしとして用ひられ，
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てゐたらしい。水上の旧の持主が油各注いで識を殺し、*~落せば下の

方の田の中にたくさんの品の死骸が流れこむと;??に苦情が出る有様であ 4 

ったが「水下の田に去りたる回の品流れ入て迷惑する等云事有べし、油

にて死したる晶なれば決して害することなし、却って水下の旧に付たる

識字は去りうせ油は肥となるなり」と官時の島喜患者は記して油の使用令

奨めtゐる。又「常の年蜂見へき'る時にも見計ひて泊三四合づっ三度程

入れたるがよし、嵯生す3る年には嵯ふせ7J'、生ぜさ'る年には養護(ゃし

なひ)となり云云」と或本に見へてゐたこと伝記憶しておるが峰が生じ

ゃうと生じまいと ißl~i主いでゐたことや思ふと、如何に常時泊が重賀が

られてゐたかど鏡われるではないか。ff，ì 、 {ltJ~入れた凹の稲は出穂が揃

ひ、若し晩く油や入るれば出胞の頃肥しとなり稲は若返るものであ るか

ら成可く早く入るべきものであととか、或はj主泊した田の米は~[B き'って

ゐて質が良い等盛に奨励された事が梅川末期jの農苦:に所々に護見せられ

る。

筆者按i-るに、油を入る時)聞は決して梢の生育の時期によって決定せ

らる‘ものではなく、品の経過駅態によって決定せらるおものである。

例へば、稲が1'-をゆすぶってみて、大きいウンカが水の上に落ちるならば

この様な多化性の害品に於ては最早その時は衣回のものが護生しゃうと

してゐる時であるから、その時注油しでも、大きい品は殺しえても卵は

死せ9-'¥直ちに卿化して再びj主制1しなければならないやうになるもので

決して油令、肥~Sj-的見地に立脚して田に入るべきものではないと考へる

抽や入れる時期がl出れば出穂別に肥料分となり稲を若返らすといふ考へ

は又誤ってゐるものであって、油の肥培作用によるものでなく、それは

捕令入れるために水田に人が立入ったため根会切断し、新棋の護生にf-I"

ふ養分のl虫l肢が促されたために成熟作用が遅れるものであらうと思ふ。

この問題は今こぉでは論外のことであって、唯拙が肥養となるものであ

ると嘗時の農民が考へてゐたといふことを知れば足りる。

(ハ)火

蛾類や浮塵子や椿象等の様に麹があって飛ぶことの出来る品は油を以

て釘論蹴除してゐたものであるが、ここで注意すべきは火の使用である

火郎ち明り令以ておi~誘殺することは何時の頃より始まったものであ

るが分らないが、 tat詮りの行事等より考へる時、可なり古くから宜行さ
れたものらしい。(品設りに就ては墜報第十号，~~妻!聞きれ度い) r五色糸
」に「稲につ《晶令指とし、ふ、此品~除かんと思わば火にて焼くべし、
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此品ことの外火ぞ好みてみな火の中へ飛込むものなり焼ては埋め埋めさ

へすれば立ところにむしゃ去るべし」と見へてゐるが、何も品が好んで

火の中へ飛込むものでなく、 ~n~論嘗時の人謹lま品の i也光性.:æ理解して ゐ .

たものではある注いから、たど経段によって火iによる害品脇除が生れ出

たものと云ふべきである。今、此では品設りの事に闘しては論じないこ

とにするが、現今各地の農事試験揚や一般農家で宣行してゐる誘蛾燈に

就て一言して置き度いと思ふ。

今でこそ大阪の農村にも屯気が引かれ誘蛾燈も電光によるやうになっ

てゐるが、電気の護蓮がなかった以前iに於ては石油ランプであり、その

両iiは焼火去であ り、松明であった。(第二図書照〕 佐藤信淵の「草木六

部耕種法」谷十四や見るとその有様が詳設されてゐる、郎ち「穀類令書

する諸品令除〈法は大略幽詩に設たる如く眼笠鉾の三者は其の名最も高

し然れ共問梶(ワカナへ〉を害するものは此のみに止らすコ、間組有利l策界

災火と糊維にl泳すと云ふと雌ざすも、 J二/I!この三品そ除きたる法今是を許

すべから手、唐の開元年中に山東の諸州大lこ、!睦ありて童生百里の問一朝

に地を縦ひ禾を食ふ時に 、挑良薬議して日〈、 “束、~1!災火" (筆者註“災

火にとってあたふ")此れ嵯令除くの義なり、乃ち御史(おめつけ)Je 

mして:I1litl卑使と し、夜中に火令燃し火の惑に坑や掘り且つ焚き且つ産め
遁守分て雌ぞ殺し、!M'o十四高石を捕得たり、蛇害此.:aHて息、り読し是れ
古の退;法なるにや、然れ共今挑崇が法の如くすれば羽ある品のみは飛て

災火に入る者なれ共趨のなき品は宇カ、火にλ ，ノ1， dv~

る料得ベけんや云云Je齢、憾の法は 札/タ級協
火の迭に悦掘る等は容易でな く宣行されに 附働協

くいから衣の様な具合に して誘殺するがよカ、 協 2 加
らうと焼火装之闘を示してゐる。 必沼 ν/協f/iLf9;タラ

国4伝説明して臼く、 「此の抗の上に厚i仮令

打ちつけて土令塗り上に肥松類岳連宜折てこ

れぞよく並べ置て火金つけて燃すなり、止との

杭会田の畔に立つる司王二十問許に一本づっに

て宜しJと、ー町四方の面積lこ四五本や立つ

るならば羽ある品は火中に飛入りて大抵死ん

でしまったものだといふ。焼火蓋は正に今日

の誘蛾般の原形でありと云ひ得る。

II 結

革

本

丸

h
g
例
外
品
句
妓

ヂヒ̂
01111 
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古代より除鰻法は迷信的手段によりてなされたるも今より凡そ 200年

以前頃より弐第に薬物令用ひてi掘除する法始まり 、殊に油類t燈火によ

.る臨品の法が護建した。

第四章綿 括

1 睦とは稲につく掻の綿名である、螺品も浮塵子も椿象も根切揖tも総

て雌の中に含まれていた。然して部jー的隅除法-であった。

2 禁服、 i]Jfi龍等迷信的駆除法がイrtk盛て'あった、護符会立てる風習が

古く j;、ら行われてゐた。

3 薬物.a用ひて繭除するやうになったのは今より凡そ二百年この方に

属する、薬物としては、鯨油、魚~rn、業種~[ß、綿貫ì~邸、油桐、石油

芥子 t郎官、苦控汁、稽~~、苦棟、毒荏、石次、煙草等であった0 ・

4 この外燈火誘殺の法P行われてゐた。

5 主主l吋11I代時代よりl掘嵯に用ひられてゐたといふ。

6 石油は主に燈用で腕艇に用ひ初められたのは鯨~11 より後代に風する

もののゃうである υ

7 鯨~rllが使用された記録の始は享保十七年75 とせられてゐる。

8 t.主油方法は大体に於てその過程は現在と同様であったが、量、時期

に於て差異があった。 1311ち反嘗ー升齢も用ひ、水温最も高き時がよ

いとされてゐた。

9 油の蹴散を促進さす矯酢が混用されてゐた。

10 油は稲に劃して肥培))あるものとして主主重された。

11 現在の誘蛾燈の始漉形は焼火蓋である、衣μ石捕ランプ、 電気と盤

遁した。

12 蜂識が寄生峰のために被害せらるる υ、ふことが貞観十六年、今よ
り1055年前観察せられてゐた。

(昭和五年十月二十七日脱稿)
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馬鈴薯の種薯の再度

使用r京加、て

賛含 S Y 主主

普通の栽培に於て馬鈴璃の繁殖は、専ら塊撃による管養繁殖に基〈事

は周知の事置であるが、馬鈴薯のJ&;穫に際して、栽培の頭初に於て種子

著 として植付けた古薯令検するに、使用した穣薯の大さ、栽培地の土性

栽培中の天候等によっても異る事は釘論て'あるが貯戴養分の全部や新植

物の生長に給奥し輩くして、 真正に原形を11:めぬものや、内部は海綿献に

なって、僅かに原形金止むるに過ぎないもの等種k のy状態のものが見受

けられるが、中には外観上(成分上では釘論大きな鐙化があるに相定な

いが)植やj.醤時と鐙らない様な、緊密な内容ぞ維持してゐるのも少くな

い。此事笠は一年生の諸君ゃ、馬鈴薯のJ&穫に経験の~!lH、人が初めて馬

鈴薯を牧践する様な揚合に、良く新薯と共に吉い種子事迄念入りにJ&穫

する事が多いのでも分る。而し一旦種子用に供した事は外観が如何に立

抵でも、とても食用には供されないので常に故郷されてゐるのである。
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自分は之迄馬鈴薯の1&穫に携はる毎に、此種の古種子薯に就いて何とか

利用の方法は却!H、ものかと常に考へさせられてゐたが、此1i穂子薯奇抜

の耕作に再度種子用に使って見ゃうと思って、 咋年の秋作の1&穫の時集

めた古種子薯在、無雑作に肥料箱に入れて、作業室の角に貯戴して置き

今春再び種子薯として植付けて見た。其の時の古郡子薯は、普通の整会

除芽;z，行ふ事なしに長期間貯蔵した揚合の様に、fJJ:i芽がヒヨロヒヨロに

-11\1びて品!日い伺技 (stolon) の先端に新しい小さな塊~が形成きれてゐたの

を、其f在成る可く傷付けない様にして植付けたのである。植付後の結果
は、新芽のイlド長も・速やかで、藍葉繁茂の;伏態 も決して新種子惑のお~に劣

る事無く、寧ろ優る位であった。備五月舟日試みに新種子磐の移転と、古

種子薯の株と少各十;tj<宛聞取ってI1文量密比較した所が、ヨ欠の様な結果や

得たのである。

[ /1 1 ~ 1 :l /4 / 5[6[7/sIÐ/ 刈計 !LJ121fi
個数/71 Dj 71 71 61101 101 61 61 71 75[ 

ï!î種子製/il!~重盆ittI 1~~140012ß5:246:230i290:30512051245 !250:25ÐOI 3，1.53 
!個数121 21 31 51 '11 2[ 61 3J 1[ O[判 365.75 
重量|立!30い*051刈7011201701151 01 665[ 23.3D 

卸ち政;量に於て古程子惑の方は新種子薯の約四倍lこ近く、一個卒均重

量に於ても古種子襲匝の方が透かに大である。五月叶日と言へは馬鈴薯

としては比較的早期め1&穫であるに係ら守、古種子蒋匝がwrる成績少示
した事は意外であった 。 此成績は、唯一回のしかも極めて少数の材~qfこ

就いてのものであるから、此結果丈けで古種子薯の利用位値令直ちに断

定する司王は毛頭出来得ないが、今後の試みに於ても、同様な成績が得ら

れるとすれば、古種子薯の再度使用が可能なのみでなく、或は早取用種

子蒋として濁特の利用値1直金有するものかもしれないと想ふ。但し古種

子惑が前の場合早期と多量の生産ぞ示したのは、萌芽の-1r11びたものや其

櫨植付けたものであるからして、 普通栽培の時に行ふill!芽の度の準んすご

種子事令用ひた一つの場合とも考へる司王が出来るから、此{ji置は敢へて

古種子署なるが故に表れた現象でないかも分らないが、それにしても舵

芽法丈けで~~'Hlt芽のもの‘四倍にも推賞する生産;z，同時期に政める事は

困難すごらうと恩ふ。不幸に Lて今春は生育末期に於ける調査令或誤りか

ら不明にしてしまひ、春作 C得=られる笹の古種子惑に闘する試みも出来
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ゃにしまったので、其後の之等の事に閲する賓料は少しも持うて居ない

のすごし、倫此事に就いては堅匿!な古種子薯の残存歩合や貯灘中の腐敗と

貯蔵法等種々の捺件に闘する考究が必要であるが、今回は只幹事の方へ

の責逃れに、何も書く可き種子無しの自分が第飴の一策として、ジヤカ「

4モのしかも古種子に就いて、 些キmな観察を響いて見たに過ぎぬもので
ある事をお断 りして置く 。

震義樹に救はれた話

賛合 目 野 銭

恐ろしい大地震、大火災の齢焔も全く おさまった大正十二年九月六日

の事、私は上野の正に立って焦土の束郡を吊った。

;焦土の原、 Tこだ焼け崩れた壁と練瓦の煙突がもの凄く聾えてゐた。

その荒涼たる焼跡に私の眼令驚かしたのは、 浅草の観音堂?ごった。

青黒い森につ為まれて、高い屋根がほこり顔に頭-i:>bたけてゐた。

惹きつけられる心地して、 浅草へと$-i:>運んだっ

本堂の前に行って見ると、童文高の人は「さても霊妙なる翻tlt昔の力、

我等にも分ち輿へたまえJt.、しき りに念じて居る。

一寸八分の盤。1;の11も恐ろしいものなるかなと、頭ゃあける と、鳴くべ

き哉、ィテフの大木が黒歩んで過き'し日の苦闘を訴へて居た。

自分は、涙ぐましい感謝にみちつ‘、樹を撫でて叫んすご。

「堂令救ったのはお古ijである。決して一寸八分の金併ではない。君、はお

前に感謝する」

焼け残った観音堂に妻詣者が殖え、多額の饗銭が坊主令喜ばせる時、

Tこすと、このイテフは、歌k として、 又新しい芽;a.ふいてゐTこc

ζフ 正フ fづ
] 

浅草の観音堂そ救ったのは、その周園に植えてあったイテフの楠のお

蔭't::った。
砥に五重の堵は危かったが、その技ゃ葉が軒令覆ふて、 猛火金防いずご

ので漸く Iめかった。

僻法院も、シヒやその他の澗葉樹に助けられた。

湯島天市11もイテ フやシ ヒの助けによって、 奇麗的に助った。

後楽聞は、圏内の砲兵工廠の大火災のために、猛烈な火に襲ばれたが
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被害は少なかった。

庭園樹のお蔭で未努F71<.のたてた唐門も無事ナごった。
溜徳:亭の焼けたのは、附近の?ツ、サ クラなきが燃えて、却って焼失

や助けた傾がある。

防火性の国樹のために附近の家屋は類焼や売れた。

芝公園の東照宮の助かったのは、シヒ、シフカシ、クヤキなごの大木

のお蔭だった。

また、 浅草の松浦伯民11が大海の孤島のやうに;不思議にも焼け成ったが

これは庭闘の肢いため t、東西雨側に植えてあった、マアパシヒの防火

によったものらしい。

ζフ よフ ζフ

けれきも、庭闘樹のために全誠ぞ早めた修!のあるのもある。

南国公園なさ-は、サクヨ、カへデ、クロマツなさが主であったために

却って災をなした?

後楽園の滴徳亭の焼けたのも、サクラのためすごった。

被服廠なきも、防火樹が捕えてあったならば、あ・いふ悲惨事は無か

ったらうと、残念で仕方がない。

序に、附近の電燈曾祉の中へも、避難民が揮lU居たさう?とが、これは

防火壁が、高かったので、すべて無事だったと言ふことである。

ζフ よフ よフ

イテフは、水を吐いて、翻音堂や守ったと言はれて居る。

兎に角、よく火~防いだ。

それに、火に耐えるカも強く、九月二十日頃にはもう新しい芽やふい

てゐた。

併し、一般には、この防火力 t、耐火カとは一致しない。

葉が火に焼けても、すぐ新芽会出すものがある。ヤナギやシュロはこ

の類である。

シヒやカシはなかなか葉が燃え落ちない。

防火力の強かったのは、ィテフ、カシ、シヒ、モッコク、タラヤウ、

モチノキ、ヵウヤマキな-e-で、ヤツデ、アテキ、?サキ、サンゴジュ ~F

t立、形は小さいが火には強い。
防火力の弱いのは、?ツ、スギ、モ t、ナヤキ、カヘヂ、サクラなき

である。

蹴括すると、針葉樹は火にl脆〈、澗葉樹は火tこ強いと言へる。
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シヒ、カシは防火力はあるが、耐火力はない。

ζフ ιフ ζフ

あの大震災、大火災で教へられた事は多々あるが、樹に敬へられた事

も少くない。

第一に防火樹である。

その苦い経験から結論すると、樹の種類ゃ、高さ、や密度なきは、そ

の土地土地で多少酪酌せねばならないが、イテフ、ヵシ、シヒなきを先

づ第一締に置くのがよい。

さうして其の内側令、アアキ、ヤツデ等の小喬木にしたい。

この防火樹は出来るだけ大きくして、その効力令充分登輝させねばな

らない。

無暗に、装飾的に刈り込むのは宜しくない。

ζフ よフ ζY 

また、火除地としての公園は、一高坪位ないとよくない。

今度の火事でも、小さい公菌は大r~全滅して、多数の死者を出した。

殊に哀れなのは、今戸公園で、この公闘は、去る四十四年の吉原大火

で多数の焼死者や出 /.たので、特に火除地として作ったものであるが、

公園の狭いためと、樹が小さ i樫木だけであったため、今度も避難者が

全部焼死した。

叉、如何に民fくとも、隔の狭いのは却って危ったら、正方形がよい。

この地に更に、 lPI:い危険のない土地、{9Jjへば墓地、練兵鵠なさが連続

して居ればー暦部合がよい。

閣内の茶屋、四阿は、時には火を導くことがあるから、なるべく避け

るか、或は防火設備や施したい p 。

深川公閣の如きは、圏内は腐かったが、茶屋なさの多いために、却っ

て火を導いて全滅させてしまった。

街、公閣の一部には、 砂揚巻設けて、貴重品ぞ一時埋援するやうにし

て置けばー居よい。池も亦必要である。

乙y ζフ ιコ

大火災で東京市の街路樹二高四千八百四十八本中約一高六千本会焼い

てしまった。

スJカナノキやコリノキは、耐火力の強い木であるが、あのやうな大

火事に遭ってはとてもかなはない。

神田の佐久馬町や深川公園の一茶屈の助かったのは、この街路樹や生。
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墳のお蔭である。

其他の所でも防火の効そあらtました倒が砂くなし、。けれεも並木は道
路の幅の狭いためと、電信柱のために、充分効力の護揮出来なかったの

が遺憾である。

常都会復興するには、是非、速い先の事令念頭において、;藍~~I\J.炉蹴U，

電線をすべて地下に埋め、街路樹の戚長在盛なら しめ、 加lふるに火除地

としての公園の設備を完全にし、 J将来の地震に際して、荷-ぴ遁般の悲'惨

事会繰り返さないやうにしたいものである。

附記 この原稿は大正十二年の大震後まもなく書いたものであるが、

そのま‘箆底に越してあったのや、過日偶然之ぞ見出したから

鹿物利用の意味で掲けることにしたの

内容に多少訂正すべき個所もあるが奮原稿のま治にしておく。

一昭和五年十月三十日記一

動物及び植物の方言漫談

A III 金 丸 量定

3ii来郷土研究といって、地方々々の風俗習慣、言語、産業献態等色k

の方面より郷土や研究しゃうといふ傾向が措んになって来た。今年の夏

は宮崎鯨の各所で郷土資料展lE曾が聞かれて居り、此の十一月からは榔
土 といふ雑誌が盛行され、郷土研究を専門にやって居る朕態であるc此

の時i二宮り、その一方面である言語、郎ち方言、殊に吾k O':商賀柄動物

名や植物名の方言そしらべるのも、興味ある事であらう 。然c私は今各
地の方・言令研究したわけではないから、ここには只私の村に普通ある方

言会紹介して、此の方面の研究者の妾考として記述するに止める。

動物名には今j菌例令見出し得ないが、植物に於て慰名をつけるのに、

風名及び種名をその閣の方言からとったものがあゐ。例へは Prunns 

Mume， Thea Sasanquaの如きであるといふのは宮津先生の講義で聞い

たものである。蓋し方言にはその名会示すに頗る適切なものが存在する

からであらう 。

さてその方ー言の由来毎考へて見ろと、ヨ欠のJ僚に分類する事が出来るが

先づ動物に匝#Jするものから述べる事にしゃヨ。
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1 鴫墜に由来するもの。

フクロウ (方言ボツポへクセ)

之は御承知の通りの動物で、フクロウがなくと衣の日は晴天であろと

いふ話は小単校の讃本にも出てゐる位有名なものである。之はノリツク

ホウセとI!鳥くのすfといふが、私の村・ではその鳴聾によってボツポへ クセ

或はハセクセポツポとlI!Ji.んでゐる。

キンパへ (方言プンプンペ)

路傍の犬の糞、人糞及び便所に好んで集る雌Tごがそれが何かに鳴いて

ー費に飛立つ時は、そのプンプンと云ふI!鳥聾は飛行機のプロペラーの昔

を遠くに聞く様?と。

クツワムシ (方言ガチャガチヤ〉

秋になって夜の世界舎にき'やかにするのは何と云つでもクツワムシで

あらう。その聾はガチャガチヤ。

ク?ゼ i (方言ワシワシ〉

セtの類中て'最も大きい、叉最もさわがしい蝉で私の村では最も多い

種類である。

マツムシ (方言チンチロリン〉

モズ (方・言キチモズ〉

i関薄暗い頃、及び夕方自暮頃には必十モズは鳴き、お寺の鏡よりその

時1闘が正確だとは村人の話ーである。

2 暴動に由来するもの。

川ンメウ (方言へヒリム シ)

ハンメウ ~~ïRへようとして背や座すれば尾端より白煙と共にプスとい

ふ放毘した様な昔吾輩する事は誰しも経験する事であらう 。

セキレイ (方言イシタタキ〉

背は黒色で腹部は黄色の鳥であるが、地上或は屋上で、その長い尾を

上下に動かしてゐる有様は何かたfこいてゐるとしか思iまれなU、。

3 ~~駅色に由来するものc

カワ tナ (方言ナガ tナ)。ウ リペヘ(方言アカベ〕

4 迷信的信仰に由来するもの。

カマキリ (方言シヨロウ"Y')

盆の頃にカ 7 キリ.:a捕へると父均二等がそれ巻殺すとシヨロサマが来ぬ

といって捕へる事を戒めた。盆には先祖めmが自分の家に蹄って来ると
いふ考へがあるが、その先祖の謹をシヨロサ?と呼んで、シヨロサマに
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乗って盆になるとシヨロサ?は来るのだといふ迷信がある。蓋しシヨロ

サマは人聞にとって有利な昆虫であるから之を保護する目的でこんな事

を言へてゐるものと考へられるコ

迷信的昆虫の保護の例は外闘にもあって、例へはフフンスではテン ト

ウムシを聖母のぜ使と考へ前I1の牝牛又は聖.母:の家畜等と稽して之に決し

て害を加へない。叉濁逸ではテントウムシを家をやかれ子供4甘やかれた

母親に例へて、ぞの同情によって保護しTゐると云ふ事吾北尾先生の昆

虫の講義で聞いた事会記憶して居る。倫叉ヤン+やトンボをも私の村で

はカマキリと同様の考へて保護しゃうとしてゐるが腕白小僧はそんな事

には耳やかしさうにもない。

5 棲息、揚所に由来するもの。

カラスガヒ (カ-言 tゾグ〉。アラダイショウ (方言イエヘピ)

G 彼等のなした結果よりするもの。

浮塵子 (方言カラクタシ或はサペ〉

ウンカの類は稲葉や軟かに して倒伏せしめる、その結果から してカラ

クタシなる名栴は出たものと想像せられる。

街前越の彼等の五件動に由来にする方・言にチヨコチヨコ虫といふのがある

之はウスバカグロウの幼虫で、砂.:a掌に載せてその上に此の虫をおく と

尻岳地中に入れはじめ、それが掌に謹すると貰にこそばゆ くて仕方・がな

い。此の尻で押す力も大したものである。

7 方言によって特枕したもの。

アメンボウ (方言アメフリペペ)。シシ fガヒ (方言ススメグ)。

ホタル (方言ホタル コ〉

以上の外きんな理由からしてかく稿ずる治、ははっきり しない方言が惇

11Jあるから、それ.:a次に記載しゃう。

コホロギ (方言ギメ〕。ヤン"v' (ヤンモ〉。 コガネム シ (イゾロ〉

カプトムシノ;幼虫 (ツチボ)。二十八星テントウムシノ;幼虫(ヤ?

ガリ)。麟 (イヤリ)。シロアリ (キジヨ)。クモ (コプ)。カへ

Jレ (ぜキ)。トノサマガへJレ(カタシ ロピキ)。ガ"v'(トク ロヒキ)

トカグ (チヨカンギリ 10 タニシ (ミナ)。

~に植物名に閲する方言伝動物の場合とほ俗同様の順序で述べ‘て見ょ

っ。
1 感動に由来するもの。

セキシヤウモ (方言ウナギモ)
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之は御承知の通り雌雄異株の水中植物で溝や小川の流水中によく生や

る植物で此の授精は頗る巧妙に出来てゐる。此の薬が流水に洗はれて動

いてゐる様子はその大いさ、色等はウ ナギがゆるやかに水中ケ泳いでゐ

る;f:~長子に{以てゐるや

ヰミウ tンクヲ ぐ方言 トピシヤゴ)

ォ、カセンクワの種子のTt!ll裂ーする事は飴りよく知られた事宜1:が、その

鋸 トピ シヤゴな乙名栴が出来てゐるものと想像せられる。

2 形駅に由来する もの。

キクラグ (方言 i ナパ〕

キクラ グの形は知何にもその軟かさ形が人聞の耳に似てる事は疑へな

b 、。

キソウメシタナ 「方言セン コナパ〕

形駅色合共によ〈線香に似てみるが少し短い。

3 用途に由来するもの。

ヅルウメモドキ 〈方言メジロ tカン〉

此の賓は形が知何にも tカンに似てゐる。皮は褐色のirで中は赤色で
ある。之ぞとって、トリモチやつけ目自主?とるのによく使はれる。

テ4カカツ'ラ ぐ方言ゼンシパ〉

テイカカツ'ヨ の棄は大*IJ小判の形に似てゐるが、子供の..V'ゴト遊び

に之の葉を使って銭の代用とする事はよく見受けるであらう。こんな事

からしてゼンシパなる名稽も起ったものと思はれる o --ttンとはゼンが際

音便によってニ ガンと盛ったのである。

サカキ 〈方言ハナシバ)

サカキ~紳前に供へる事は私の村ý:'けの習慣ではな いらしし、 。

4 方言によりて特化したものの

ダイ コン (方言デコン〕。ダイヅ (方言デコン〕

此の地方ではグイといふのを大抵デとやっつけてしまう 。グイク(大

工〕会デクと云ひ、ダイジ(大事)やデクといひ、ダイプン(大分)や

デープy といふが如きである。

以上の外植物名の方言にはツバキをカタシ正いふが之はその果賓の堅い

事から由来しτゐるものであらう。八重の椿をヤヱガタシといふ。
イヌピハ (方言ムシコプテ〉。ヱピツ')レ (方言ヵ・7n。ノ、マスグ
(方言コプ シ)0 iゾソパ (方言 ピキのハカマ〉。ピキとは蛙の事ーで

ある o tクダミ (方言ドクダンソ〕。ナタ?メ (方言タチヲタ)。
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ハマボウフウ 〈方言ハ?ギリ)。タカモノハシ (方言パレン)。シ

ョウロ (方言ダゴジロ)。ハツタナ (方言シュロナパ)。ナパとは

キノコの事を綿栂してナパといふ。ヵヨタチ 〈方言イゾロク'ヰ〉。

等方言がある。

Sequoia 物 一諦

林三 M F o 

このー編は世界中で最も大きく且最も気高い樹木卸 Sequoiaとしτ其
の名は永久にほろびないであらう所の、チヱロキー印度人 Sequoyahの

物語である o アメリカに於ける植民の首初チヱロキー印度入は南アパラ

キヤン山眠地帯に住んで居た。此地方は毛皮献が非常に多く棲息して居

たので利にさとい白人は早くもこれに眼そっけ、忽にしてチヱロキー人

の領土はヨーロヅパ人にきんtさん侵され、こゐに毛皮貿易が盛に行はれ

る様になったのである。これ等の毛皮令目的とする白人はのらくら者が

多く、彼等は嘗座の食と宿舎得んが婦に、つまり方面のためにチヱロキ

一女と結婚するのであったが、其の結果として突然彼等白人は子供一一

白人とチヱロキ一女の混血児一ー とチヱロキー女会捨て・その姿をくら

ますのが常であった。

彼の{iJ11印~字の終る頃、これ等白人の一人がチヱ p キ一女と結婚 L 、

其の女に子供令宿した催、何鹿へとも知れ宇その姿~r官 L去った。其の

生れた子供の名前lは白人の父の名を取って、ジヨーヂギストと命名られ

たが、併し;其の珂:親はもっと 01-び易い名をセコイヤと其の子や呼んt='-。
其の子供セコイヤは青年と成るに及んで、土人仲間には珍しくも静思令

好み、他の若者謹の様に徒らに騒ぎ姐らうともせ歩、勤勉なる情:親の側

から離れたがらなかった 3 その土地の土人仲間では男よりも女を劣った

ものとする習慣があったので、 多くの若者謹は彼守一一母と共に働く一

一軽傷し、あまっきへ其の生避を遁じての彼の最も良い持性となった落

着舎も侮蔑した、彼れが一人前になった頃英、。11、田班牙聞に於けるこ

の地方の貿易そ濁占せんとする競字は質lご激烈令極め、多くの立振な毛

皮はあらゆる困難と戦って入此の地から運び去られたのて'あった。

併し食慾なる白人の歩&につきまとふて不幸はあわれむべき彼等印虞
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人や悲しませること大であ り、:7-1フル銃は軍に狩にのみ用ひられするに

今や戟ひに堂々と用ひられる様になったのである。鉛と火薬は今や必需

品となり彼等土人は其れ等会得んが婦に白人に取入れる様は賓に憐れな

ものであった。白人は叉の「火の水」……彼等土人は酒金火の水と思っ

てゐたのである……を豊富に持ち込み、赤色人種の滅亡は最早短日月の

問題て'あった。彼セコイヤも同族と共に大いにその「火の水Jを飲ん?ごの

であうた。鹿が運悪くも或日の事狩をしτ居る最中にセコ 4ヤは一生駿
者になうて了った。其の震に彼は最早騒き'廻る事も出来する、静かにして

ゐなければならなかったので、勢ひ彼lま沈思黙考する様になり、其の結

果こ・に野盤人としては始めての大事業が成されんと Lて居7こ。彼は手

先の仕事が非常に器用なため自家用の粗末な遁具や作ったり、叉は銀最!日

工が巧みなので、其れで裕福になった。彼のこの仕事は非常に巧で北方

アメリヵ、印度人の何人と難も彼れには及ぶ者がなく、遠近から人々が

彼の細工や見にさへ集って来る程で、非常に有名になったので彼は以前

同族から侮蔑されたことを全く忘れて了った。人kの眼には此の白人の

夫に捨てられたチヱロキー女の生ん穴子が、偉い者に見え隼敬をさえ排

ふ様ーになった。自分の製品に銘金入れるために、彼は其の名前会書かう

とし、賢くも一つの鋳型を遣った。今でも時k 法外な値段で彼の細工に

なる品々が、散らばって居るのを見カ、けるそうである。こうして細工物

に力をそ与いで居る聞でもセコイヤは同族の末路や絶えす寸前む事を忘れ

なかったのである。チヱロキ一人は白人が紙に書いτ通信する事の出来
るのを羨んで、其れを何か紳様の特別の御許し事で白人専用のものであ

ると思ひ込んで居た。併しセコイヤは考へ抜いた末「紙に語る事J一一

通信一ーは何も偉い魔術でも何でもなくて躍に心の作用に過ぎなく、自

分等でもやればやれる事7ごと考へっき、其れで彼は同族にもこの術金行

はせること守一生の目的とする様になった。

白人が1::ん7ごんt入り込むに蓮れてチヱロキー入は其の土地そ維持す
る事が不可能になった土地は奪取せられ、剰へ彼等は住み馴れた其の地

や無情にも遁ひ立τられたのである。この悩み会北部聯邦悶盟に訴へて
も取り上け・られ歩、約束はきしをし破棄せられ、 全く土地を奪はれて後

始めて彼等は白人のわなにか治ったことに気が附いたのである。武器冶

持って立つでも到底無駄であった。チヱロキ一人11彼等自身の破産と職

手の無用-I'認め文明に瓦向ふ唯一の途は、彼等自身が文明になることに

ある令覚った。
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セコイヤは白人の優れるは只其の女摩守使用する脳カにありと L、同

族の憐れな運命令数ふために之を催ふる事を決心した。是れ彼れが四十

ir..査の時の事である。セコイヤは直ちに銀細工師や辞め木の皮に粗雑な

不思議な文撃を書き続けた。そして書いてゐない時は深い物思ひに沈ん

で居る彼や見て、同肢は不思議がった。再・び彼は人々からのけものにさ

れたのである一一銀細工師の紳伎に依り彼令あがめた閉じ人々に依って

然し海のでんよりした光の様にセコイヤの心は「文字の無い」暗黒の中

にあっても絶え宇光明会見つけて居た。最後に非常な努力の十二年後彼

は最初のチヱロキー・アルフアベット〈女字)必完成Lた。

今日の我kに取つてはvこの偉大なる成功は、彼が自ら話す言葉以外

には何も知らないの眼に一丁字の無い野盤人であったと云ふ密~~思ふ時

始めて理解出来る o チェロキ一語が意味深長であったために彼は賢く も

白人の言葉が役に立たぬ事告看破して、猫自のチヱロキー字音守護見し

た3 然し之れには一つの欠知があった一一彼はチェロキ一躍語の一つ一

つのシムボル在工夫した。@f1其れは一種の象形文字の表現であったので

ある。其の結巣として三年後に肱文字通り数千のシムボルぞ作った。が

蕊に至つで彼は知何なる人と雌もか通る多数のシムボルを記憶するの不

可能なるぞ箆り、其の事を1.1-:めて、言語の基本邸構成を研究しfさしたc

wrくて彼は構成の根本たる昔脅登見し、更に研究の結果其等を六筒の母
音と七十二の子昔とに短縮する事を得た。然しますと三十七昔が残ってゐ

た、ブ己も其れは咽11侯昔であったのであるが、彼は其等-i'別種の漣績に依

って表現する事に成4みした。其の結果は墜界-i'驚異せしむるに足るアル

フアベットとなったのである。彼は白人の表現以上に豊富な表現の言葉

令護明した。然もそれが八十五の文字で表現されると云ふ事は何んと偉

大な成功であらう。セコイヤの鐙明せしものが績昔のアルフアベ、ツトで

あるに比 L吾入のものは文字のアルフアベットに過き'ぬ。彼はこの偉大

なる事業令一八一二年に完成し、其の後同族に教へた。彼等印度入は熱

心に之令墜び、一八二三年には書く事が出来る様仁なり、然も上謹は容

易でめったので、数ヶ月の後には完全に書き然も流調に話し得る様にさ

えなった。次でセコイヤの隣の種膝、アルカンサス、チヱロキ一人の所

に至り、彼等が白人との接鮒を極端に嫌って居たに係らす寺、彼の新しい

然も偉大なる成功であるところの読み且苦;<事や庇え込ま しめた。一八

二三年セ コイ ヤは、チヱロキ一議曾から其の功接会賞讃せられ、彼等の

大骨長ジョン、ロー スより銀l博を奥へられた。五年後にチヱロキ一人は
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彼'i'代表としてウアシンメンに建った。一八二八年彼は時の政府より一

生の年金やおくられることになった。

今日に至る迄攻府では女皐上の年金は誰にも奥へてないのである。一

八二八年二月二十八日始めてチヱロキ一新聞が護行された。これでセコ

イヤが文字の登明に苦心せる時考へて居た事が質現された諜である。

斯くてチヱロキ一人は漸く文明化し繁栄したが、藷に大打率が生じた

一八二九年この地方に金鑑が装見された結果、再び白人の入込む所とな

ったのである。

候約は破棄せられ、領土が匂園せられた。かくて十年間も悲J陸・なる戦

が縞いた後チヱロキ一人は tシシヅピー河の封岸に遁はれたのであるが

其庭も安住の地ではなかった。彼等は彼等の新しい家-T得んが嬬に才セ

ーシ印度入と戦はねばならなかった。アルカンサ九種族も叉彼等の来る

事を拒み其の鋸に戦が起きた、かくして彼等は共々域亡への遁程-T辿っ

たのである。迭にセコイヤは今や八十二哉の老躯ぞ以て其の中に割って

入り問志討会中止せしめ、チヱロキ一人やー園家として結合する事に努

力した。普通ならば人聞は八十二最もの高齢になると人生の段落がつく

と云はれるが、彼セコ 4ヤは益々元気で遠く印度人(J)中にわけ入り、文

字の普及に力を蓋した。文字の普及に劃し彼の土蓄え雛き慾望は迭に彼ぞ

西方の種族の聞にさえ入込ましめた。そして何鹿でも彼は赦迎されたの

であった、と云ふのは彼は彼等と 閉じ麗族であり、叉彼等と同じ赤い皮

膚の人間であった治、らである。

彼セコイヤは沈み行く日巻遁ふて、西方・へ西方へと険しい山遁を青年

の情熱と勇気伝呼び戻しつ b準んた‘6 コロラド砂漠や過ぎ、非常なる困

難と闘ひっミ謹にメキシコ、シイヨス山脈に辿り着いた。然も常に一人

で。此庭で彼は彼の同族の{専設金額りに北メキシコに於て、古く失はれ

た祖先をさがしたのである。惑に彼は力量きて或る淋しい星月夜最後の

野宿の火の傍に震へる掘と疲れたる頭を肢へた。タモリパス閣のリ才グ

ヨンデ川から程遠からさ'る所に棲む食慾な野献が拶1:1聾彼-T見出 U.こc其

の結果彼の骨ばかりが蔑され、然も其の骨も漂ふ砂漠の砂の中に埋めら

れたのである。 彼のアルフアベヅトも亦嘗て築えしチヱロキ一族の繊亡

と共lこ忘れらる可き運命を荷って居る。只彼の名前?とけは永遠に蹄くで

あらふ。何故とならば科穆左記録の決定する範圏内ではあらゆる樹木の

中で最も気高く且も大なる Sequoiaが此の孤猫のチヱロキー、インデイ

ヤンの名前から生れて居るが故に。
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(附記)

セコイア (Sequoiagigantea Deene)は北米才レゴン、-カリフオルニ

ヤ地方に穆蒼たる大森林ぞ形成 し針葉樹中世界最大の巨木として知られ

俗に"m界爺"マンモスト リー(Mammoth-tree)とも都せらる。西部及南
部欧Y'i'lでは風致樹として植栽せられてゐる。樹高七六米一一一九米、直
使六一一一米、樹皮l;t.繊維質談内桂赤色、表皮は多く帯紫色、枝依短小

霊卒なり l峡谷混潤なる盆地に生す o播種及f市木造林可なるも、一般に人

工造林成績不良なる由、生長頗る迅速にして樹齢二000年に及ぶ。一

般工作用材、塀材、箱材、水槽樹、水道木管材として用ひらる。

- (米材の莱より)一

夜間昆虫採集記

(英一) 下北山にて

畜 1 松認l' 1:圭男

自然科.m-4を墜ぶ-i日々は抽象的な智識-a得たのみで、満足すべきではな

い。抽象的に得た智識ぞ更に具体的に体系づけるこそ民の嬰問でなけれ

ばならない。兎に角理窟は止めて私の体験した夜間昆虫採集記の概略を

掛って他日の思出と したい。

時恰も硫夏の候、夕涼みに縁側に出て見たくなる6月より9月迄が夜間保

集の好季、他動的な青年時代{ま家にくすぶるよりは、否縁側に出るよ P

Iま、より男性的な;岐にまで進みたいものだ。

この時季、この時代正に吾々の要求に漣合したりである。血蛾ゆる若人

吾々は突然夜間採集守思ひたった。

早速中島先生に相談を持ちかける、飴り突飛な吾々の言葉には先生面喰

lまれたと見えた。

何故こんなに不思議がられるのかわからない、兎に角承諾芯得て、持基差

する道具の準備にか為る。

大急ぎで準備も出来た、さう これから 11住出費令待つばかり750出震は夜

8時ときめられてゐるの7ごから準備の終った 5時から正に 3時間あるのすご

からたまらない。

何んすごか初めての1セ間採集Tごと思へば落ち着いた気持で、紳妙に夜の 8
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時に待つ事は到底出来さうにもない。

いらだっ気持令おさえつ‘稼侃i行錯と して輩擁令しゃう と思って肢にな

っても一向罵分は落着かない。疲ようと努力すればするはず益々以て眠

られなくなって来る。困ったものt:."。

かう思ひながら天井の板の目令静かに獣え恩ひに]此ってゐると丁度小嬰

生時代の事や思ひ出さす3には居られなかった。さう明日は遠足t:."と言っ

て夜もろ くにi眠らないで、明日 の天気告訴ったものすごったが、その一夜ー

の明くる事が如何におそいと思った事7ごったらうか。

然し今日この年齢になって、ニんな忠ひそしてゐる、飴りに大人気ない

様な気持がする。

7ごが誰b;何と言つでも嬉しいに相濯ないo誠にー時間千秋の思ひで夜の

来るのを待った。

かくして吾kは楽しく待つ夜間探集も 、彼等昆虫に取り ては、 再び蹄tら。

ぬ肱路に立たねばならぬ第一歩に外ならぬのだと思へは、飴りに人聞の

無情な事会，思ふと同時に、最*1聖な科撃の祭壇に捧けられんとする犠牲者

に罰する感謝の念に溢れた。

タ閣は衣第』こ迫った、電僚b~ffilt 、光線'Í'吾々の眼前に投けかける、時計

は 7時字、今迄漸く耐えしのんでゐたが、こんなに切迫したら遠慮はい

らない。

さう準摘すこ!!

正服着用は飴りに賀樺で充分な働きも 出来ぬ7ごらう、破れ目良に、ありあ

iませの古帽子と胸J祥姿となった。

おい! M君 y君行こうぜ、I宇ぶ諜にも何んだか元気が満ちて居る「今

すぐ行くよ」これ叉元気な盤、これは失策飴り いそいだ毒瓶を忘れたぞ

駈け込み肩にかけて出て来た姿、それはJI~.に夜間探集者型t:."った。官象定

の場所に集合、蓋間用意しておいた持曇品は「アセチレン燈」これに入

れる「カーバイト」も揮山持ち、 あや しけな採集幕一一これは白布一間

角位のものの左右2側に棒を結びつけたものがよい一一

それに大型の毒瓶に青酸加里や津山入れたもの及び肢口瓶等である。

タトに臓密採集用具止 して、 糖密一一県砂糖を水にとかし少量の酒会加え

たるもの一一捕虫網、ピンセ ット等も 七つ道具の中に入っτ居る。
最早準備は贈って出立った吾々一行は所謂百鬼夜行其のものでおる。

折角と 目的地なる本校の演習林ぞ目ざして出掛けたが暗くなって、合う'

も困ったものに。何百馬鹿な、大切な大切な懐中電燈ぞ忘れてゐる事に
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気がつく、之令忘れて行ったら糖密採集は出来なくなるのt::、早くとり
に踊れとの先生の御注意で y君飛んで蹄って持って来る。残念、電池が

古くなってゐるのか明りが悪い。懐中電燈は電池の新らしいもので明る

いものがよい、これらも先づ準備して然かるべきかと思ふ。

異様な服装の一行は淡い月の光に照らされ乍ら、前に投出すおかしな影

や眺めて勝手な熱~吹き乍ら目的地に近づいて来た。夕涼みに出てゐる

人々は我々に向って異様の眼を光らせる、多分何鹿より来たりし何者か

と思ったに蓮-ひない。ポリさんにでも出過ったら推可されたかも知れな

U 、。

民の正体は只々制1之令知るのみであらう。

毒蛇の襲来~恐れ乍ら目的の山に登る、間闘よりは賑かに虫l'が聾をカ、け

る、多分一行への敵迎の言葉であらう。漸くにして体には汗を流し乍ら

目的地につく事が出来た。

採集揚所は?

燈火採集の理想的場所は前庁は展開し、水田巻ひかえ、その凹の中には

JII が流れ，~ llJの傾斜も緩なる所、更にその山の頂、否傾斜の中腹でもよ

い、をこに松柏科の森林があれば申し分なき理想、地、特亡上の如く松柏

科の森林ある事令選んf理由は、その最前方・の 2本を利用しτ持委Lた
採集幕を張らんためであるe

一体夜間採集には火に集る昆虫を採集する方法、所謂燈火採集法と、更

に糖需に集る昆虫令採集する方法的ち糖密採集法とがあるのである。こ

の糖密採集方・法の時先に選んゼ松柏手:1.0)森林否林木が役立つめずfcそれ

と言ふ、その利用法や知何に。

こゐに私iま糖密採集準備法令公開せんと欲するのである。

林水10本程を選ぴ持書した糖密~地上ー尺位の所へ 1尺位の巾で塗り廻

し、若し小木なれば地上 5寸位の所へー箇所と、更に上方へー箇所7--8

寸位の巾で周閣へ塗附する、塗附する時には飴程注意して糖糖会経済‘的

に使用せねばならぬ、随って地上等へ落してゐては不経槙きはまる、車

に鰹漕上のみなら歩、高一地上に落しておくと「奴」木に昇って来ない

で地面にあるの令なめてゐるから、いくら待てご暮せを木に昇って来十

我々の自には留まら宇と言ふ結果になってしまふから注意が肝要記。

これで糖密採集の準備は完了。

あ溢! またしまったぞ、燈火採集の方ーの幕は彊っておいたのに一番大

切な光令灯さないでゐた、これは失策、失策とかねて用意の「アセチ ν
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ン燈」取出し服のポナットより?ツチ令取出じ、ばつとつければ暗幕は

忽ち破れ、青白き光は四園々照らす。この「アセチレン燈」守地上1.5尺

2尺の所に幕が焼けては費だから大幕より3尺程離しておく。これで糖密

採集、燈火採集共にその準備は終りそ吾fJ-たわけ。

間もな く来るわ来るわ「飛んで火に入る夏の虫」とはよく言ったもの、

命がおしくもないか入り範れて採集幕に群がる。

いや、これは人聞の勝手伝言ひ草、彼等は命も要る、更に自分の大好き

な物を見つけて飛んで来るの't:。
つまり「蛾JrコガネムシJrクサガメJrコゼ tムシ」等iま趨光性 photo-
taxis がありて、光に向って集って来るの't=:、以上の虫の外すべての昆
晶にこの性あるも唯光度の程度に差があるのである。こんなわけで最も

よく集るのは以上の品であるのこれ等が飛んで来て幕にとまる治、ら、そ

れを一匹も残3歩採集't:、この時熟練した人ならば「ピンセット」で摘
み得る も素人は仲k困難であるからこの時持って来た風雪口瓶を利用しで

ごしごし採集する。

取ねる主れる色k な品が、時間もたって来る糖密採集の方へも行かねば

ならぬので一行は二手に分れ、一組は糖密採集の方・4を他組は燈火採集に

従事する。

懐中電般会照らしながら恐ろしい雑草の中や準んで糖密の塗附しある木

に到着。

如何なる毘品が集って居るすごらうと、好奇心に燃ゆる我々は一刻も早く

見Tこい、だがこ h で注意、鈴り急いで明るい懐中電燈-$:直ちに照らすと

折角集ってゐTこ毘品が逃抄てしまひ、何等得る物なく窓手で蹄らねばな

らなくなる、目的令謹するには先宇沈着、徐々に電燈を近づけ二人位で

木の周閤令同時に見て廻ぉ、この時決して見る部分を分割してはならな

し、、全部の人が兎に角現線や束ねて検して行く事が大切充。 塗った木の

種類が多ければ叉特別面白い、釘論木によって集る毘畠が違ってゐるか

ら。

糖密採集でとれるのは「コガ ~'Jr沙iJが主なる毘患であるが、「ムカ
デJrグジグジ」までやって来て毘品の集合を妨けてはならない。
集まるこれ等の品は趨化性Chmotaxisあるに依るので人間のl味提やそ泊

る位強い香気令有する糖密に反応iして集まるのである、これ叉食を得ん

として命巻取られるのだ、飽くまで皮肉なめは入開花。

-~It、足~持つ「グジダジ」を採集するには捕虫網でなくてはとても捕え
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る事lま出来ない。自由自在に駈けて何時の間にか曇がくれする c叉「ム

カデ」と来だら一寸苦手't:、手に脳れたら最後口か尻かで直ちに毒や注

射せられるのナどから、強さうで弱いのは人聞なることや歴黙と現はす。

小さい「ピンセット」ではとても駄目、践を摘めば尻で、尻や摘めば鼠

で注射される、これがためにはごうしても特に大形の「ピンセット」の

力令借りるのが得策である。

J&獲があった事令喜び乍ら一回見て廻るのには少くとも40分位か・る、
念には念会入れで、注意に注意、を重ねて見ぬと兎角見落ぞしてならない

1回目の巡視を終りてより30分位置いて2回目の巡硯に出る、こんなに長

時間経つ聞に最初に塗附した糖密は香失せ魅力もなくなるから適宜更に

塗附すする事が必要である。

かくして集められた毘識は毒瓶の内に次第に多くなるから採集箱に整理

ゃしなくては忽らぬ、もし毒瓶の青酸加里がとかいと仲々死なないので不

便故多量にλれでお〈ことが必要にな争。
時聞は何時の間にかすぎて午前 1時頃になる幕に集る毘品も少くなるの

でそろそろ引上けねば‘ならぬが、この時かねて用意の菓子令取り出すの

't:'っ

一行は草原の上iこ無雑作に坐り園座を作る、日1て来るものは「キヤフ J

Jレ」氷砂糖一枚の幕令背景にー筒の燈を照してゐる所は見た事はないが

原始生活その儲の様な気持がしないでーはないが、何と言っても知る人ぞ

知る庭の情味がある。

愉快、愉快!! 草木も眠る此週満の頃、静寂なる山上に我々・・行の 1.3内

シツプJは止まない。

かくしτ我 b の第一回夜間採集は終る。
最後に準備品として一般に持曇寸?ペき用具を話してこの稿i2?終らう。

山に行く以上は如何なる障害に遇ふかも知れぬし採集幕張りの時必要7ご

から「ナタ」及び綱(アサで2問位のもの〕を持ち毒虫におそはれた時

の準備として、少くとも、アンモニヤ水その他自号令する事3尽きにしもあ

ら?で用心のため「オキシフノレJiパンソウコウJ~持妻するがよい。

働く時に渇をお俗、えでは充分能力金量揮する事も出来ないから水簡に水

. ~浦 して行くべき?と。

特に我々，の痛感せるは夜間採集すごから t言って必歩夜出護せねばならぬ

遁理はない少くとも董聞の内に好趨の地会探し準備高端整えて夜・の到る

会待つ程の齢裕ある様にすべき花、閣の中で場所;z，選ぶ事は困難である



衣に吾々→行及び採集毘晶の顔脚-I'記して稿-I'終るニと h する。

(2590. 7. 9) 

F1永淵忠夫 21 中尾享

昆品名

にいにいぜみ (2)……個体験

きまわり (3) 

おほくちきむし (3) 

せあかごみむし (2) 

きのこひけながぎうむし

ごみむし (13) 

ちゃいろこがね

せすぢごみむし

のこぎりかみき り

おほこふきこがね (10) 

合うがね (生)

ひめこがね (11) 

おほっちはんめう (6) 

おほながこめっき

Al 渡逃女吉

こめっきむし (2) 

おほざうむし

ひめくちきむし

あをめあぶ

あやくさがめ

くもかめむし

よもぎえt:cゃく・
くさ tJ、け・らう

ふとよこばい (3) 

ちゃばねごきぶり

はねながひしばった

あやをきむし

〈はがたむ L平 (1) 

しろこぶぎうむし (2) 

(其二)馬牽城副:にて

キ
幾 三 図 原' 霊 義

45 

七月十二日庁鳥先生、四本先生及ム年生諸君約廿名は柏田村馬祭域社に

第二回自の夜間毘畠採集を試みた。嘗日定刻午後五時に一同集合L採集

道具，~夫々分権して、それにテント、水筒等用意高端整へ繍々と出征で

もするかの知き勇壮な姿で裏門令出て向った。途中の家々の人謹は吾々

の異様な出立に鐙な顔付会して見建って呉れた。蓮路は舘〈 皐天にl丞く

偽くと一度び塵自動車が遁れば白塵蒙荷主遺りや員自に立箆めて目も

口も聞け得ぬ程7さった。而もそれが前からも後からもぶうぶうと頻繁に

やって来るので通行人(J)迷惑こそ推して計るべじt::。路傍には「うすば
きkん除Jや「τう」等が吾等の此行会迎へてくれるかの知〈廻りをひ
らひらと飛び交はしてゐたが、 εーして吾等は彼等に取つては恐しい踏
である事を自分は採集へ出掛ける毎tこ思つては一抹の同情を寄せるので
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ある c 途中で r~ 、ぶき Jす」や「とん k~'J の類を二三種採集して鯨遺伝

右に折れいよいよ小径に入り進むにつれて益々羊腸に入-り、皆初めての

路である吾々は惑に近所の子供に案内や乞うの齢儀なきに到った。

容易く臼暮方に目的地馬筆城頭に達した。惑で一寸と本城の説明令致

して置きます。 'Jlt城は昔宮崎城代印横藤卒左衛門尉種盛の領してゐた域
で仲々堅聞な城であったが丁度闘ナ原役に多く出征してゐたので慶長五

康子天十日朔日に惜しくも飲肥の伊東軍に破られて四離滅裂の様tなっ

たのである。それにも未t::少し原因がある、それは権藤の家老の椎野氏
は日頃不満そ抱いてゐたが時到れり正思ってか権藤令裏切ったと云う事

である。此話しは後日其末商である t云う柏田直純寺の寺主から直接系

闘等見せて貰って閉いた話しである。話しは此謹までに止めて、採集が

目的である吾々は一寸t絶佳な眺望4をする間もな〈、直ちに明るい内に

と採集テントを張り、或は宿管のアント等分業的にやり容易く終った頃

熱し切って燭々 t燃えてゐた太陽は最後の残照ぞ渇か彼方の西のきさ一面

に放ったま・落人の知〈夜のtl!'界の彼方へと沈んで行ぎ、そしτ静かな
夜の沈黙抗塙牽城頭にも迫り、活か下前方の柏田部落の燈古;~j々と淡〈

瞬いてゐた。そしていつの聞にか叢には可憐な「こほろぎ」もたtなる音

製会葵て・始めてゐTこ。準備は一段落を告けいよいよ白いカーテンの雨側

に陣取った熱心なる採集家建は、毒壷tピンセットを手に持って火を慕

って集る品会端から納めるのだった。糖密の;方も出来て近くの樹々に皆

塗って廻った。嘗夜は夜間採集には最も禁物とされてゐる生惜の明月の

夜t::った。月翻から言へば申し分は無かったが、月翻に来たのて'はなか
った。併し全然それを無硯したと云う課でもなかった。月古;，/:皇k C東の

本より昇るにつれて轟は殆~.一匹も訪れぬ様になった。其鹿でー問先づ

キャンプの内へ引揚けて、途中の農家より先生の買って来られた大きな

鍛個の西瓜ぞ幕内に運んだ、それも吾等が勝手に附近のや失敬せぬ様に

と先生の先見に依り求めて来られたのt::らうと察したが、其を運ぶ時誰
か踊って傍の崖に輔がし、西瓜は工合よく轄った末見るも無l陸な最後を

議~:t.、逸早く是が救助に向った数名の勇士は其の切れ切れになった磁片

を灯を持って字ひ探し出しては嬉し相にがぶがぶ食ってゐたのは嘗夜の

ー傑作だったらう。残りのや皆で仲よく食ったが大鐙美味しく而も充分

一同是で腹の虫がじっとした様な次第'f!.った。交代でカーテンの方や蹄

密の方・の採集~捌けてゐると容易く眠気が指しτ来てゴ・ロゴ・ロとテント

の中に寝た3 自分もー.寸と寝てみたが猛烈なる薮蚊の襲来じ依りごーし
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ても眠れが、是こそ正に毘品採集に劃する彼等友軍の復讐r:ったかも知
れないC 人聞の方は建に退却の齢儀なきに到り各自一枚づ‘幕や取りは

づして鰻に巻いて畑の陛問に障や狭めてすやすや?とi眠りに入った。初

論先生も葉一人だったの締結(賀の自分は矢張り眠れす3起きて此犠や眺め

た時さすがに00老将軍然として嘗時の満州の暁野の静かな夜岳連想せ
がにはゐられなかったo'

それでも矢張り蚊が食うと見えて眠れぬ入が一人二人起きて来て、迭

に拾人位に建し其入蓮とアセチレン燈を閲んで大珍漫談曾ぞ初めた。色

取々の話しに時め過ぐる会忘れた。斯くする内二人位の人ぞ除いて皆起

きて来て今度は畑の中央に火を炊いて営った時は午前二時頃である c謹

りは嫌に静かになり先生が其下は昔の首識り場?ごと言iまれた切り誰も下

の糖密の方令見廻る人がゐなくなった。高橋君等それなら「ロクロクピ」

が出ると言って決して動かうともしない。 。

亦此の閑かな荒れ果てた域社に其夏草の上に寝そべってゐる吾々は嘗

然誰か言ひ出し相と思ひきや早・速T君芭蕉の排匂令想ひ出して日<r夏
草や兵きもが草の跡」とか出鰹目言ってー聞を笑はした。前にも述べた

遁り此鹿は今は畑であるが威、、車地であった。其中宣言に冴へ渡った月や

翻ては亦誰か荒城の月を想はぬ者があったらうか。或は剣撃の響紹へき'

りし:往時ぞ温想し;良英輔た脅!~JfW、今や時代の推移は急激なる科単文化の

盤謹と共に匙聾津々浦々にまで蓮し幾百年後かの今 B今夜、此城~I~に於

て未熟ではあるが若き自然科製肝究家建が研究の一夜会此鹿に過すとは

亦何たる I ltの輔書きだったらうか。遠き昔~偲べば地下深く眠れる武士蓮

は驚J陪の眼を以て見上けてゐる事であらう 。感慨は漠然と輩きる事なく

畑の中央に火を園み乍ら先生の教訓~帯びた漫談に永い司慢の過ぐるも忘

れ早四時になった。そろそろ障る準備に取か治り一夜の慢の梶に別れや

昏抄て明月ぞ載きつ・しっとりと露ばん?と草路を或入は眼脅しばしばさ

せ乍ら遁具をかついてd引揚けた。途中でやうやく東の窓に商学球会照ら

してゐた。太陽は再び吾が北半球に燦たる輝き~以て訪れた、寮ではい

つも高〈揚つでから起床されると云う入建が久し振りに旭光刻印し、で拝

まれた人もあった様?とった。かくて大部分の人に取って初めて Jあった

印象深き夜間採集は終った。

蛍夜の採集毘晶及び嘗夜活躍された熱心なる勇士の御芳名~記して置

きます。

こめっきむし。あぞごみむし(3 y-!!)。せあかごみむし。おほくもきむし



48 

きまはり c0)こぎりかみきり。ひめこがね(2)。おほこふきこがね(5)。

おほざうむし。せずぢごみむし。ちゃいろこがね。ょっ除しりしきすひ

'しろすぢかみきり。きうがね。こまいまいかぶり。まめこがね。まえも

んじでむし。みかをめ、がん除'0 べっかうはごろも c しみ(2)。あやばは

ごろも C3)。ほそはりがめ。ベつj;、うはち。にいじいぜみ(3)。ほそへり

がめ。

Z 高橋、 A 谷口、 A 渡迭、 A 三錦、 A 上野、 A 柴田、 A 三戸

Z有馬、 A 大紳、 A 白山、 A 永井、 A 児島、 A 園吉、 A 安岐

Z 中野、 A 今村、 A 本山、 島田、 山崎、 の諸君で皆一年生百け

て'した。 一 (2590.9. 15)一

宮崎菌類雑記に)

賛含 重量 蕗 茂

5 カイメンタク Palyporus Schweinitzii Fr. 

ー本菌は種々な針葉樹や侵し腐朽枯死せしめる恐るべき菌である。形は

其の笹生の揚所によって異なるが普通菌傘は駿個重ってゐる。菌傘は表

問燈黄色、黄褐乃至赤褐色をなし時には褐色乃至暗褐色である。裏面は

大体に表面の色に似てゐるが僚黄色が「般に表面よりも優ってゐる。此

の菌傘の表面には組毛が密生して一見天窓級朕をしてゐる。柄は有する

揚合と有しない場合とある。郎ち斡に量生した様な揚合には商傘と菌柄

との匝別は出来ないが根に費生しTこJ様な場合には柄を認めることが出来

るC

子賞体は非常に軽いもので此の組織令切って見ると海綿賀叉は栓費で

色は補色やしてゐる。

ιtの菌は北海道ではエゾマツ及びト r'Yツのl根部から侵入して先づ最
初に其の心材や侵し惑には幹の心材に及び時として逸材会も腐松するも

ので恐れられてゐるが近畿地方から九州にかけても亦松樹の類令伎υ其
の被害著しいもので賂来特に注意すべき菌である。

元来硯賀菌類が樹木の材や腐朽せしめる駅態を Whiterotと Brown

rot に分つが前者はリク'ニンそ溶解し、後にセルローズ質物や越す菌じ

よづて起るもので3 後一音は乙れと反封じゼルローズ質物ぞ溶解し、リグ
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ニンを姥す菌によって起るものであるω本菌は後者卸ち Brown rot ぞ

起すものである。宮崎附近では宮崎神宮境内の松類に被害多いものであ

るが植物製教室保寄の標本によれば鰐城山で1927年10月23日採集せられ

たもの、宮崎螺児湯郡三納村で1927年12月11日に採集せられた ものがあ

る所令見れも本菌の分布は肢いもの と考へる。筆者は1929年6月268宮.

崎制I宮質物館前の松の棋に費生 してゐるのを採集した。

6 コフキタタ Phomes applanatus (Pers.) Wallr. 

本菌は普通学園形で扇卒であるが附近に障害物等がある と不規則な形

となるわ一般にサルノコ シカタと云はれてゐる。菌の中で普通のもので

ある。大さも登育中途のものは小さく僅に僅3cm位のものもあるが大な

るものは 30cm以上にも及び猿の眼.掛とな るのみなら守人間の眼掛け と

なるものもある。

本菌の菌傘の表面は鋳褐色で一見卒滑であるがよ く検すると微毛令密

生し叉不鮮明な輪紋を有してゐる。裏面は黄白色又は友白色である。子

賞には才iliを持ってゐない。子質体の表面は非常に硬いが内部は柔かくて

綿密な組織からな り濃い崎褐色令 してゐる。

本菌は whiterot '$:起るものでプナ、ナ ヨ、シヒ、 モtヂ・、トチ、ハ

コヤナギ、クヌギ、モモ其他種々の樹木に寄生する。

宮崎附近では普通のも ので1927年、宮崎市八幡品rl1祉で、 1927年7月28

日に瓜生野八幡で、 1929年9月15日夷守山で、日野教授により、 1929年1

0月13日鰐塚山で秩吉千秋氏により、 1929年宮崎郡瓜生野柏田で問問末

市氏により、 1930年2月12日宮崎市和知川原て'佐藤恕卒氏によ り、1930

年2月19日児湯郡都農町都農制1枇で淵通義氏により 、，1930年8月26日見‘湯

郡木域村石河研伐事務所で毛利伊右衛門氏によ り採集せられてゐる。 最

近9月14日筆者も青井岳に於て本菌令採集した。倫植物嬰教室には1929

年8月10日大分懸玖珠郡北山田村の公孫樹切株で秋吉千秋氏が採集せら

れたものも ある。

本邦に於ては安田篤氏が1902年、植物墜雑誌第26巻に菌類雑記(10)の

題下に本商の記述;z，行はれたのが最初のもので氏は明治43年7月栃木賑

下鬼怨川上流沿岸ーの倒木上て'採集せられ、前群馬、愛知の雨螺下にも産

する旨殻表せられてゐる。

川村清氏は本菌の和名会コフキサルノコシカナとなし1929年盛行の日

本菌類読220固に記してゐらる易が氏は明治31年8月、同年12月挑栂lこ寄

生せるもの..又明治41年7月に採集せるもの令所癒せら る泊と云ふ。
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最近慌木園臣氏は本菌が柑橘樹を授 L そのがj~ぞ腐朽せしむること&報

告した。氏は最初昭和2年4月16日[illl奈川螺足柄下都下曾我村大字別所に

於て古い紀州蜜柑の地際部に寄生してゐるのを盤見したが其後神奈川螺

足柄下郡前羽村で温州蜜柑、紀州蜜柑、柑子に同!瞬間郡片浦村で温州蜜

柑、紀小N蜜柑に、静岡麟庵原郡庵原村で紀州蜜柑に、静岡勝志太郡葉梨

村で紀州蜜柑に、愛知騒知多郡上野村にで温州、|蛮柑lこ、奈良螺で温州蜜

柑に、和歌山鯨有田郡箕島町で温州蜜柑に、大阪府泉北郡横山村でtlö'L~N

蜜柑紀州蜜柑に、 J1tf:島螺盟国郡大長村で温州蜜キIt，回青慌に、大分螺北

海部郡津久見町で温州蜜柑に、長崎勝西彼杵君11伊*JJ村・で温州蜜柑に、

本菌の子宜体を採集してゐる。これ等の司王質からして本高jは全国到る所

に分布し種々樹木~害するものと考へられる 。

7 ウチハタク Polystictus flabelliformis Klotzch. 

- 寵く扇卒で全体闘扇のJI?- ~ した窪iであるから誰人でもよく分る。蓋の

表面は滑で赫褐色であるが裏面は白色である。 ~Iま車IU 小で蓋の一端につ

き黒色で光俸がある。

宮崎附近で‘も度々見受ける闘で捕物教室には1927年5月6日、西都原で

日、野教授採集せられたもの、 1929年9月7日、宮崎市外清:武で甲斐玖貫氏

がカシに費生するや採集したもの、同年9月23日行騰l心で甲斐政質氏採

集したるもの、 1930年児湯・郡木城村石河内研伐事務所で毛利伊右衛門氏

が採集したもの、叉1630年9月14日青井岳に於て日野教股及び筆者の採

集 したもの等の標本がある o~JLtの菌は丁度小供の玩具にもなりそうな可

愛らしいものである。

.}11村清一氏は其著日本菌類閲読ぐ1929年輩行)23闘に骨って牧野富太

郎氏が土佐圏に於て採集せられたる標本毎回示せられてゐる。

8 ヒト クチタク Polyporus volvatus peck 

本菌iまー丸い小さな菌で丹波栗の震に似た形やしτゐる可愛らしいもの
である。表面は栗色をして光博があるが下聞は白色で 1方に空洞令持っ

てゐる。

若いものは此の闘い孔脅有しないこ tがある d 胞子は窓洞内にあるから

此の定洞会出入する甲虫の媒介によって停嬬ずるものであるつ

本閣は常に松の樹幹に費生ずるもので新しいものは一種の香罰金持っ

てゐる a

本医iは宮崎附近では各地lこ盛生するが1929年10月13日一秋吉千秋氏は
鰐塚山で採集ゼられた。前植物製教室標本には稲岡市、箱l崎紳宮の訟で
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1927年8月25日日野教授の採集せられたものがある。 }11村清一氏は日本

菌類闘設第37固に木菌令闘示せられてゐるが、氏は明治41年5月10日武

州高雄I.Uで赤松の樹幹に震生せる会採集せりと云ふ。白井及び原雨氏は

訂正j官補日本菌額目録 (1927年護行)の296頁に本産i令事け異和と して
Cryptopus volratus (Peck.) Shear.， Fomes volvatus Sacc. -2?言Eしてゐ

る。

'9 キツネノタイマツ Phallus rugulosus Fish. 

本菌は捨子菌類中、鑑茸科・に屈すεJf;iで長い藍と認と白い襲肢を した
以11高から なるものである。加j胞は童の基部にあって白色で楕固形を した

震である。護は管扶をな して紅色をしてゐるがその上部程度濃い色をし

てゐる。蓋iま鐘献で色は紅色でその上に黒い粘液を有する。非常に悪臭

令持ってゐるから賞。喰室に一個置いてもの臭はまたた く聞に臓がって不

快の気分伝起さすものである。

宮崎i場近にも建生するもので筆者は1930年7月、本校植物皐教室側の

土中に愛生せるを採集したが最近10月初日、 A 虫飼育室側の土中に護生

せるそ宮揮教授護見せられた U 此の10月26日採集の標本は重さ4gr.あっ

て脚胞の長さ2cm主主の長さ2cm.その中聞の長さが5cm.あった。

川村清一氏は其著日本商額面!設第91闘に前記皐名で記載せられてゐる

が此の Phallus厨の代 りにスッポン ーヶ と同様に Ithyphallusを用ふる

人も少くなし、。白井及び原南氏はIthyphal1usrugnlosus Fisch.の事名

を採用し、来日空;をキツネ ノエカキフデ叉はキツネ ノタイマツとして記し

ておらるる。

10 サン コタク(三鈷茸)Pseudocolus javanicus Penzig. 

本産iは矢張 り捨子菌類中の鐙茸科に属する珍ら しい形令した菌である

初めは1cm.内外の白色球駅のも のであるが生長すると次第に破れて想

い童を出すがこれは三つの腕に分れ更に先端が一緒になってゐるョ腕は

鮮紅色であって非常に美しい。子貰暦はl腕の内側に出来て粘披化してゐ

て悪臭を持ってゐる。

筆者が宮崎附近で最初に琵見したのは1930年7月、本校身内、竹林昆

本園て:其後竹の根元に毎朝多数に建生する会認めた。植物事教室保穿の

標本 も嘗時採集したものである。

川村清一氏は日本菌類園設第134固に氏が明治43年8月、東京市外目黒

で探集せられた標本によ り園そ掲けられてゐる。
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動物の色彩

A 11 M K 

吾人の日常眼に燭れるもの、卸ち鳥類なり、昆虫なりを通覧して讃嘆此

れを久くする事項のーは、それが如何にして、斯く麗Lい色を帯びてゐ

るかと言ふ事である。然して此の色彩の度は熱判事地方に近づくに漣れて

著しい様に思はれる('

此の色彩に付いては古来から多くの皐者が研究してゐるが、業の研究の

結果の一面としては、其の動物其のもの‘遁感性と見られてゐる。今此

の色彩に付いて少しく述べて見る事とする。

I 色彩は如何にして現れて来るか。

昆虫や~~~類の色は白色光線を構成する各種の光線の一部が、 ある物質に

I民放され、残ったものが反射して、限にl快9"る結果と して現らわれる揚

合か、プリズムで分光現象が起る様に、投光面の凹凸其の他に蹄因して

白色光線が分解された揚合に起るのであるの@[lち前者は色素の吸1&力に

依る化製的現象であり、後者は躍なる物理的現象である a今此の雨者に

付いて説明する。

1 化事的色彩

動物の穂内には其の内部fこると、外部たるとを聞はす3、多数の色素の寄

在するぞ認める事が出来るが、或る揚合には此れ等の作用によら今、

組織細胞内或は細胞間際の溶液或は組織ぞ構成する特種の化合物の吸牧

カに依って、特種の色彩の現われと事がある。叉此等の色は眼の位置や

光線のヵ-向に依って鐙化する苦手な く、遁i昌光線で見てきへも異なる事が

ないので、如何な る揚合も 同ーの色である。黒赤、褐色は悉く此れに麗

し、 1畳色 と黄色も多くの場合は此れに属するが、青は全くなb、。今主な

る色素に付いて記して見る とさkの様である。

a. Zoomelanin. 黒色色素、不定形の微粒子で、水、アル コール、酸

及びエーテルには不溶で、苛性iJlJ里てぜ煮沸して クロールで庭理すると溶

解し、破壊する。成分は大鰭炭素 53.59語、 7J，素4.69杉、窒素8.2%、及び

酸素33.7%である。

b. Zoonerythrin. 赤色色素、此め種の色素を有する鳥は紅鶴、鵬鵡

等で雷鳥類のl淘冠の赤色にもこゆ色素が在在する。この色素はエーテル

アルコール、及びクロロフ才 Jレムには溶解するが、酸や苛性加里には諮
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けない。

c. Zooxaotbin. 黄色色素、無水アル コールてe煮沸して抽出する事が

出来る液体の形で羽軸、羽枝及び小沼等を色づけてゐる。 i虫類や鴨雁類
の境ゃ脚に も多分此の色素が含まれてゐると思はれる。

d. Turaein. 1876年に Church氏が烏冠鳥類め紅色調中に見出した

もので、此の底の烏にのみ存在する。この色素はゾオメ ヨニンと同ーの

成分であって、唯5-8%の銅を齢分に含有してゐる丈である。この色素

は弱アルカル性の、例へば酷酸とアンモニヤの混合液で抽出する事がで

きる。其の抽出液岳協過すると金属性紅色令、或は青の粉末-I'残す。

e. Turacoverdin. 締色色素で烏冠鳥類のみ見出される。この色素は

銅を含ま守して多量の鏡石?含有してゐる。

f. 褐色、赤色色素と黒色色素との混合の結果によ るものである。

g. 白色、これは色素によるものではない。これはすべて前記の様に

物質内の無数の分子間隙或は気泡によるものである。白色調毛を構。j武す

るセラチンは奇襲色で、微細な網駅組織令な してゐるので、投射光線が屈

折され、 伎は反射される結果白色に見へるのである。其の他羽毛の光揮

は色には無関係で、調毛の角質の表面の粗滑によるもので、組であれば

多少光揮が少ないc鹿で、特種なる化合物の暖政力に依って特種の色が

現れると言ったが、其の色彩はある鍍物、又は化合物自身の保有する色

彩と同性質のも のに して動物惜それ自身の作用とは全撚無関係である 0 '

この事の遁例としては“へモク'ロピン"が脊椎動物の血液中にて、それ

に赤色を奥へ、へモチアニンが頭足類の血液に青色~奥へる様なものが

其れである。

又生存競走に際して一つの武器となる個有の色彩ぞ有するもの‘如きは

主として惜表に春在し、此等は最初から定められた色素を有するもので

カメ t'才ンの様な自由自在に色調を鐙化させる作用は管まないのである

そこで、カメ ν才シと同ぢく、タコ、ィヵ、の知〈迅速に慶色し得る能

力令有するものは、それ等の色素細胞は、皮貯の表而に卒行した卒面内

に慌たわった、放射駅筋繊維の中に害在してゐる。其の筋が弛緩してゐ

る揚合には色素の群が、皮膚の深部に存在する事となり、随って淡い色

彩令奥へるが、一旦それが政;縮すると色素忽ち表面に撒布されて鮮明な

る色そ有するに至るのである。又異色のこ色素細胞が皮膚下に重悪し、

相互の子渉に依って盤色させる揚合が有ります。此の例は、 車砲産食用

蛙の一種である RanaPlanCylの皮!自下には黒色及紘黄色令呈する色素
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細胞が重なってゐる。けすごし此れ等の色素制11白は交感品Illl，'í~の作用 tt依っ
て作用令起すものである。印ち、日光の刺戟に依って、前者が肱;縮1"て

後者が肢がると、憶は日中見る様に、結・色や呈し、此の逆の場合はl電所

に置いた様に、全身褐色会呈するのである。比の外、アフリカ産のカメ

レオンや、アメリカ産のアノーリスと"9'ぶものも此れと同ーの現象々現

らわすものであゐ。

2 物理的色彩

此れは艶象性構造色tも言ふ。或る人の設に依ると、色素と無色の上盛

物の特種の構造の結合関係に依る錦、新〈言ふたのであると。叉此れぞ

簡単に言ふと、分光現象を起す場合の色彩である。甲品の遡の表面蝶の

鱗拐、孔雀や峰雀の拐の色はすべて新る原因によるものである。其の鐙

践には異った方向から、それみ眺めて見ると、光線の射λ角が異な・るに

つれて限に映す3る色調が白から異って来る。ヌ;蝶の鱗粉をま霊過光料?で見

た揚合と、反射光線で見た場合とは色彩会異にするz此れには輩色と青

色は常に廊し、結色は比較的多くの揚合に此の類の光線、色、彩に廊する

ものである。此れ~Fの色彩 ?è有する羽毛は、一般に多くの揚合蓮池光線

で見ると、 11住含まれてゐる色素の色のみが現れて来るものである。絡色

或tま深緑色の色会有する鶴鵡?e1!iiの如き光線で見ると、其の現象を知る
事が出来る。

3 前述の雨者の結合した揚合の色彩

此れは金属色tか、主観的構造色とか、分光色Lか稿せられるものであ

る。これは光線の方向ゃ、観察者の眼の位置に依って色彩に鐙化会来す

もので、其の箆化lま虹に見る各色の順序に従ふものである。叉金属性光

を聾する部分等も凡そ一定してゐる様である o• 

II 生理的意義に於ける色彩

a. 刺害を1*はない揚合
此れはある種の深海魚の鰭僚に見られる。mに研謂“アルピニズムJ>と
言ふ現象がある。此れは全々色素のないものである。叉其の他、色素が

充嘆きれてゐる間|践に、?さ気が満た3れ、寄せ来る披に現れる白誌の慌

に、すべて光を反射させる事が其の原因をなすものである」叉此れと正

反劃の“メヨニズム"と言ふ事(わ全身黒色を呈すと現象の事である。

b. 刺益を奥へる揚合

動物には生理的必要の錦、色々なる色彩令現はす場合が多々ある。今此

れを用途に基いて分けて見る。
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ィ、隠潜色......保護色、攻撃色

ロ、警戒色

ノ、、 模倣色

ニ、 認識色

上の様であるが、今此れぞ簡車に説明して見る 止、 ヨ欠の様である。
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保護色……自分の色と自分の棲む周園の色止を同一にして敵の眼から

売かれようとする色である。其の通例としては、高山iこ住む雷鳥が冬期

純白色に鐙1炉るもの通知きである。

攻撃色・…・・自分の色と外国の色と金同一にして、 それに依って悟られ

歩に餌となるものに近づく便宜を得る色である。其の趨倒としては極北

の降雲深き地方に棲む狐の色が白色となるのは此の例である。然し上の

二つは、終局の船は何れも命令全ふする、 ~!]ち生命の保全と言ふ馳から

見ると全く同一である。

警戒色……有毒なもの、或は不快な味会持ってゐるある種の動物に於

ける鮮明なる色影である。他の動物は其の色彩や見て、金すべからざる

か、叉近づくべからぎるものなるかをよく認識し、 警戒~力/1へる事にな

るのである。其の例としては、悪臭や有する“クサガメ"がそうである

模倣色……他の動物或はある物樟令模倣した色彩や言ふのである。此

れは動物自身の意識が作用 して此の現象ぞ起すものではなく、同一環境

1こ生活する錦、同ーの方向に鐙異が働き、印ち此の揚合には自然掬汰が

倒~ ~者、偶然に色彩の一致したもの t 思はれる。

認識色……仲間同志の聞で判然と認識される鮮麗なる色彩令言ふ。例

へiまある種の魚類の如く、水上からはほとんで其の存在是認める事が出

来ない程である儒、特に仲間の聞にのみ見へる特種の色彩や有する如き

がこれである。

鹿てe我々は上の知き色彩ぞ雌雄に依って異ふのを認めねばならぬ、卸ち

雌雄の体の大小、形態、護昔の有無、其の強弱、香気の有無、霊光の有

無、及其の強弱又は霊光の部位の謹ひ等と同様に此の色彩に John Hu-

nter氏は第二衣性的特徴と命名してゐる。雌雄によ り特に色彩の異って

ゐるものは、テシドリ、極楽鳥、ゐもり、たなご、やりたなご、おひか

わ、つまぐろひょうもん、等がある。特に、おひfJ、ゎ、たなご、あゆ、

当事は生殖期に所謂婚姻色を現わし、非常に美しくなるから 、 雄~断然匝

別することが出来るのである。此の婚姻色なるものは一般に遁星と一緒

に出現するものである。然して此の揚合の婚姻色なるものは色素細胞の
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多少、有1!!~、大さ、形態の愛化等に関係ぞ有する。が倫外に色素頴粒の

運動、及其の生長にも闘係や有するのである 0 3..婚姻色は遁星土共に生

殖腺より分泌されるホルモンと甚大なる関係争有ιてゐる。郎ちヰミJレモ
ンの有~!!(:、多少によりて、其の色が出現するた、、しない tJ、、其の出現載

の多少か、其の色の濃淡に彰響するものでゐる。

以上にて色彩に付いては綱筆する。倫他の事lま諸先生に付いて研究'l'

乞ふ。

四国の最高峯石鎚山

A 111 ムヲヵミマツユキ

凡そ今まで私が書いて来たもの'l'讃まれた諸君わ、私そのものが山と

カサ 11 とかに何の閥心もなく躍と壊の問~うろっき廻ってウサン臭い目付

きで乞食や窓まれぬ人間ばかり見て歩るくか、さもなくば50加や100加

佐の書物令よんで書物の受け寅りの国字問題やヱスベヨント問題?とけこ

ね廻したり農業問題とやら枇曾問題とやらを知った撮りして書いたり言

うたりする様に思っている人が多かろう。

別にそう思われることが嘗っているとも嘗らないとも、またそれじゃ

困る止も困らぬとも何とも思わないが、 7こだ私が今年の夏休にほんのち

ょっと見て来た山のことを書ぎたい。植物止か動物に私等よりもっと専

門的な研究をされる諸君の喜孝となる所が出ればよいと願っている。

四国の最高峯とゅうのわ近頃まで態島の銅山花ろうと言われ、型、等が

中場時代に地理で習ったのもそう1:った様に思った。然し最近わ土佐、

愛媛の境界令劃ずる石槌l幻である oますこ私が中製5年の時に登山した時

にわ、やっぱり四圏第二位Tごろうと思っていたから、今でもそう思って

いる人もあろう。

まあ、山の高さわ石槌が高かろうと創山が高かろうと、それわ好きな

人の鼻の低さ程に彰響わなかろうから、攻のことやm:・いてゆこう。

私が始めて石槌に登ったのわ中謬5年の時であった。自鞄組といった

私等荷車週製生7名が相談してテント生活ぞ舘け乍ら一週間かかっτ目
的を'謹したもの。中書課の時Lこわ大野が原とゅうその昔陸軍の営舎が立て

られていた所で、何の植林もないクマササとススキの大草原を手始めに

~ 
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登山雄行令ゃったの7ごった。私等と同じ郷里ぞもつ人k わ多分大野が原

や知らない程.なノロマもあるまいが、此鹿にわま7ごまI:IH界に紹介され
ない描物が津山にある。私等ーが中製1年の時に着任した佐賀出身の植物

の教師が毎年 2.3回余つ踏み分けて新植物令輩見することに努力してい

る。まだ九州等にもそうした所が多いことわ多いらしいが、交通と治、人

口とかの関係上回園地βのそれ程にわないであろう。ともかくも大野

が原の植物界についてわ、それの研究に努めている事主諸君がウント興

味やもって取り掛られて欲しい所と信歩る。若し御研究の便宜にもなれ

ば愛媛鯨立大洲中翠校山下幸卒先生宛照曾されれば何等かの御妻考にも

なろう。臓からの補助令得て新らしく見付けた植物についてのパンフレ

ツトを作った筈である o私にわま?と建って貰っていない。

大野が原とゅうのわ石夜岩の一大量地ゃなすもので、約一里四方もあ

ろうと思われるクマササとススキ野原の中にわ、鹿々にスリパチ朕の凹

庭が多い、地質感で一度わ習われたことがあろうが、雨水の鋳に長酸石

友金生じて岩盤に穴があいたものである。そしてその中にわ、穴の深さ

が測り知れないものがあるとのことで、その昔松山歩兵22聯除の耐寒が{

習地として管舎が建てられていた頃にわ、兵隊さん蓮がその民=原で演習

ややったそうすごが、その度に兵隊さんが行衛不明になったりして、今で

わ営舎も底止されている oたぶん、その石茨岩輩地の凹庭に落込んで行

街不明になったもの7ごろうっ

ともかくも、大野が原tわ植物界からみても、またそうした地質的

に見てもなかなか面白い土地らしい。因みに、大野が原輩地のす3っと

下方にあたる小屋とゅう部落の近〈に羅漢穴と稿する洞穴がある、地

方の人々の話によると、それが大野が原にあるスリパチ朕の凹鹿の底と

穴つヂーきになってるの?ごろうと言う ι羅漢穴わなかなか奥行が深くって

越中庭kに、私等の身体でさえ川ラパイになってやっと通れる位の極〈

狭い所も二三所あるが、奥までタイマツ令明して行くことが出来る c中

にわ石初があるが、昔ほ~.にわないとの話、今までに探索に入った人k

が折って蹄ったとゅうことすごった。私等が行ったのわ、中皐4年時代に

夏休に行ったのと、石槌山に登るテント緩行の手始めに行ったのと 2度

私等が中事時代に石槌に登ったのわ、この大野が原から、宇っと渓谷

を下って行って、落出とゅう盤電所のある所から耳堂守経て、阿国八十

八ク所の謹揚とゅう石屋寺を経て面河や登ったので'あった。その途中で

同行の連中の中でわ弱った者が出来たり、足が傷くなったりして閉口さ
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せられたこと巻思い出すと、然し今となれば懐かしい。苦痛とゅうもの

は後から省みると愉快な思い出となる……と誰かが言ったが、まさにそ

の通り。あの時にわ、 出道の石ころの多いE庁舎、而も干支の7時から 11時

までも、一歩誤まれば谷川え落込む恐ろしい思いやして2里か3卑か行軍

したものだった。

岩屋寺とゅうのわt 私が見fこ所では何うも大昔に於て河の底か海の底

?とったのであらう 。寺のある山わ全く石ころぞセアン トで固着させた様

な岩で出来ているc そしτ、大零の時や暴風雨の時にわ、よくその岩が
壊れ落ちるそ「である c その岩IlJの中腹の凹〈壊れ落ちた中に大師棋の

像、が傘置しアてある。そして、岩屋寺全体わそうした岩山の上に立つであ

り、而も大きな杉の森に固まれている、査でも街、何't::か気味悪い程暗
い。小理屈から言えば何らか知らぬが、精制1の落着きと静Z誌の中に~l ゆ

る人間l味。〕温かさ舎と体験しようとするにわ、いかにも例数ら Lい気分

を起させる境地である。寺らしい寺わこう Lた所に見出されるのであら

フ。

寺の話わ別として、この岩屋寺にも既に高山植物の数種が見られる。

今でこそもうこの寺の争っと下まで自動車が行くの?とらうが、私等が行

った時にわま7ごますご自動率も近つけe1;.位だったので、いわゆる人を得て

IItに現われない未設見の植物が多いと、私等の中皐校の植物教師が話し

たのを控えている。

i 中製から来られた諸君の中には、国語読本で読まれたi方があるかも知

れないが、高野山等の様な大山の悲林に居るといわれる1!J11法{曾とゅう烏

，tJ;、この岩屋!心にわ鳴くとゅうことである c

，大野が原から此鹿岩屋山一帯にかけての山谷川にわ、俗にゅうアメノ

ウオとゅう‘ハェ、アユに似た小魚が居る。岩屋寺で呉れた岩屋山記とか

言う印刷物には、鳥類、昆虫、植物等が書き抜いてあった。頁数~徒-ら

に場取るこ正になるから、その名告書くことわ無駄でわなからうけれε
止める。

更にこの岩屋寺から諜谷の川沿いに上流Iこ登って行くと、面河(オモ

ゴ‘と言う)に来る。或わ諸君の中にわ今までに何かで見られたことがあ

るかも知れぬが、ォモコ"わ、此鹿に言う石槌山の麓の渓谷にある名勝地

で、以前に毎日新聞か何かで行った日本百景の一つである。漠流に沿う

約一里半ばか りの間ゎ、岩山が*の作用で巧妙に調刻されたり、水質と

岩石との化接的関係からか、 美くしく色きられている。そのそれぞれの

~ 
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Jrrに知何にも遁醤した名前を小]0けて立札がしてあも o釘論岩角や木の

根を越えてわ登って行く様な谷川沿いの道7ごから、この一大自然の美観

が全国に紹介されるのわ容易でわなからう'宮崎でーわ霧島山を国立公闘

にしたいとゆヲ運動金起したり止めたりしているが、この才モゴーもまた

石槌lfiー若手と共に園立公園の候補地として出ている。

私等が中準時代に行った時には、 φ 才モコザの~原とゅう所で泊った、如

何にも山奥らしい汚ならしい宿が二つある。折角あれずごけの景色を控え

てお り乍ら、あんな宿でわヵ・ツカりさせられるの

もう此の主主 りから既に高山らしい気持がして、夕方なご高山特有の霧

が来て雨が偽ろ除ろする c夜な台、担、等が行ったのわ夏であったが、躍

具.te注意して用意しないとカゼ4日1<。
大野が原からオモゴ訟で、 3日聞かかっている、遁わ悪いし幸に天候

わ普かったが随分と苦しい肱を経て来たものすごった。

然し前途わますごなかなか。オモゴから岩角 t木の根会踏んで登る坂路

2畢、石槌山の頂上までわ何うしても3時間わかかる。コむも、私等が中号車

時代に行った時にわオモゴカ、ら石槌の頂上まで遁路.te設ける途中だった
から、今でわ才モコー・からも梨に登れる犠になったろう。

いわゆる原始林、大昔から一度も斧や入れたニとがないとゅう高山特

有の森林初中の遁巻、息やはがませ乍ら登ってゆく。風盤りな烏の程。

1瑚木地帯岳登り抜けると、山わ一帯にク γ ササで被われた所に出る。

石槌の頂上がすぐそこすごと言ふ様に見え始めると皆大元気になる。然じ

そこからま百一里以上もの山の峯惇いに行かねばならない。阿蘇に査ら

れた方、或わ霧島でも普いが、ああした相首高い山に華られた方・わ御荘

知であらうが、目指す岳民上が見えすごしてからの峯沿いに歩るく遁の長い

こと。事質わそう里程のない所でも如何にも遠い。見渡すと右も左も超

ーか彼方に低い山k の頂がみえる所、高山ならでわとても味わえない妙味

縞物とか昆虫に特別に注意深い眼.teもって登山される方々にならもっ
と揮山獲物を集められるのであろうが、私得;が中製時代にわまだそうし

:た気持わなかったし、初論、木や草の名なさ分る筈わないφ 高山にのみ

鳴くとゅうミヤマセミ正カツコウの聾、及ぴ夏の其盛りにも荷わらがホ

トトギスやウグイスが盛んに鳴いていた?ごけしか記憶がない。

頂上に着く迄に私等ゎ、 3、生額の珍ら u、植物を採って用意して行っ
た雑誌に挟んだ豊山の記念として漉そうと思ったからであったU

ともかく私等が中製時代に石槌に主まったのわ、出費してから 6日目に
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頂上告極めたわけで、その聞にわ随分と見るべきの、書きたいものもあ

った。石槌の頂上tこ登るにわ約70間程の鍛のクサりを 3つ登らねばなら

ない。主』わま?と高い山に登ったと言った所で、この石槌や除いてわ、阿

蘇と霧島のみで何れも火山性の1111.ごから、石槌に比べれば問題にならな

い。火山にはまた火山特有の趣きがあることわ充分承知わしているが

失趨乍ら登るにも極〈楽なもの、鍛のクサリ令侍って査らねば方法がな

いとゅう様な所ゎ、まあ珍らしい方すごろう c釘論、クサリわ急峻な岩壁

に掛っている。手をしっかり握っていないと、足わ極〈滑り易いから子

が離れて落ちてしまう 。殆んき助からぬとの話。

荘、わ今まで、中墜時代の思い出や辿り乍ら石槌聾山の路守番いて来た

所がこれわ、何れもまナご殆んさtltに紹介されていない地方だからわさ'わ

さ'普:き足したわけである。この石槌の頂に査るに 3 つの遁が~る。その

一つが今私が書いた才モゴから登るの?と。長々と書いたのもその大体ぞ

知らせたい希望の一端7ごった。もう一つのわ松山市から横河原を経て登
るもの、これが一番長I~tごとゅうことである。私わ遇ったことがないから

分らない。残りの一つが私等が中墜時代に行った時に下った遁ーで、今年

の夏休にわその道から登って下った所。

此の序に、石槌山正言ふ名でl呼ばれる一帯Lついて書きたい。いわゆ

る石槌とゅうのわ、此の頂上の天狗が岳必意味するもので、この南側わ

植物も生え、横木が原生のまま誰が手入れをするでもなく、立枯れたの

や、高山特有の樹相や示している。初論前に書いたクサクから登らねば

南側からでも頂上えわ登れまい。それすごけ念、峻ナごから。天狗が岳の頂上

の北側わ岩骨が恐ろしく現われた大絶壁1::。植木なきないのわ言う迄も

なく、草もクマササも生えていない。これ1:けの高山で、若し晴k した

秋の天気ででもあれば、四方の眺望わ質;こ絶大なものに建いない。大坂

の河口や面rll戸等がかすか東北に見られるそうである。私が行ったのわ中

墜の時も今年も夏休で、その上霧が、とゅうよりも雲がかあって四方や

見晴すことわできなかった。今年の7月28日、私がこの天狗が岳の紹頂

に立った時にわ、恐ろしい程の探い霧すごった。不思議なことにわ今を去

る3年前、中毒喜時代に登ったのも7月28日Tごった。偶然の一致とわ言ふも

のの質に面白いもの。偶然とゅう機曾脅かつけば、今年私が登った時iこ

これこそ偶然ではあらうが、何も別に相談したわけでも何でもなかった

が、頂上で私等の中感絞の後裁か 6名が登ったのと出合わしたことすご。

こんな高山の頂なんかで母校の登山部の連中と一所になるなんて誰が後
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却していたらうか。荘、等;の中撃て'山岳部とゅうの令作ったのわ私等が 5

年生の時、やっぱりその第一回石槌登山岳ゃったのが始め?とった。そう

した閥係令もつ校の山岳部の連中と、ちょうき此庭石槌の山頂で出舎わ

せたとゅうのすごから面白いでわないか。

私ゎ、その山頂で一所になった後輩令連れて母校の山岳部のこと等を

聞き乍ら、静かに霧の彼方や見つめた。釘論あたりの何底も見える筈わ

ない。所bf不思議なことにわ、いわゆと何k 主義の連中がまさにこの通

りでわないのか? あたりも何も見歩に霧の掛った障で騒いすごり叫んすご

りしているのじゃないか! 一度霧がすーっと晴れたら、熱にうかされ

た様な霧の掛った障で騒いでいる狂態が可笑しいであらう。まあ、そう

した連中わ一年に2回ゃ3回わ高山に替ってみると女子b、。

こんな事を考えたり、珍らしし、草花・を探集して日記の閉に挟み込んだ

香の好い美くしい花もあるし、 ZIJ段美くしくもない木0)葉もある。その

中壊の連中もそれぞれ草花令採集していた。

所が、 草花位ならそうもないそうだが、樹木を折ると、採集するにし

ても営林署がやj;、ましいそう記c規則づくめで行く人 k'tごから。私が採

集して来た草花や木の葉ゃ、宮崎に蹄ってから松田正雄官に、サクヨウ

止して役立つものだけ2、3種ゃった。私がそう揮山持っていた所で死滅

するに過ぎない、植物探集令熱心にやっている松m君に渡しておけば何
等かの機曾に役立させて使って〈れることがあらうから1:。調Itなもので

も澗:舎に立ったら鋸さねばならないと言う人もあるけれε、私わ別にそ
う言つる人記.にも反劃わしないけれき、植物の探集令私より b、まてま7ご

懸命にやってる人に利用Lて頂〈方が串間的に見ての道徳であらう。
中J患の時に登った時にわ2時頃から頂上令下 り始めたし、今年わ午後6

時頃から下り始めたc その上に今年わ中壌の山岳部の連中bf、もう今日

で3日とかの旋行主績けて来たとゅうので弱っているし家のあるー里位

の所までわ下山しなければならないと、石のごろごろする急峻な小路令

あせって下ったもの't::。懐中電燈令明して、足の傷さぞ気にしながら夜

の9時頃までWV'たものだ

中身異時代に行った時も、今年の夏も、そうした都合で時間がとれない

震に、石槌止ゅう名前で呼ばれる石槌蓮峯の峯から峯-T渡り歩いてみる

こtわ出来え長かったι 天狗が岳の頂上にわ石槌権現とゅう神社がある。

釘論、紳是u:ゅうよりも石室がある。

此鹿に一週間の隈-T得て、いわゆる石槌連主張-T峯から峯え渡って夜管
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し乍ら地質 ìÍ'験べたり植物を採集した り 、昆虫~集めた りして基け ば

石槌に閲する山の侍読も充分lこ聞くことが出来ようし面白いまた大切な

肝究がものになることであらう 。同じ地球上iこ生えていながら、時と人

とlE得i'して文化の枇曾に紹介されない未後見の植物や昆虫色f随分と多

いとゅうことである。現在までに分っている植物官けは、前記0)荘等の

中星島の山下幸卒氏宛に間合されると知らせて央れようし、植物標本も都

合によれば分けて央れるかも知れない。私笥:ゎ躍に、登山とゅうそれTご

けの、健康と痛快.，味、そして雄大な山の気~ 3宣う て登っτ行く方が主で

貨のλった植物採集な-e.するわけでないから、，事術的の記録を霊表する

等ゅう柄でわない。

景色?とけとしてみると、石槌わ秋10月中旬頃が最も好いそうである。

全山のもみじした大景観こそ、いわゆる本地で、知った様な援り会して

J裂者ぷる人々にわ味も分るまい一ーと石槌の山の入わ私に話して呉れた

夏でも寒い位750磁に暴れ始める t叢山者に とってわ危険である。時に

よく遭難者が出るそうである。 l心の美会見、JlJの51士を味わい、山の雨'11秘

と語らい乍ら 111から山を分けて行くのも、男性の痛快味でわあろうが、

そこにそれfけの箆悟わ必要である。石槌にわ猿もおれば野猪わ言うま

でもなく熊も居るとゅう。露管して山を採して歩るくにわ或わこうした

ことも考慮しておかねばなるまい。

君、が今年石槌に登ったのわ、菊間町之勤務班として滞在している問に

一日の隈舎もらって、天候が少k悪かったけれを濁 ，)で登111を試みたの

すご。 出穫する前じ、危険かも知れないとゅう搬な話もあったが、停車場

にわ「暴風雨のおそれあり」と警報が出ていたけれ合も、とをかく知事

で登山で雪Tこ。少々危険でもやって見ること750

此の稿令書き乍らも、再びあの頃を思ひ出してくる。少々な困難なら

登山令する程の気持なら突破できる?とろう、岩の根岩の11j、木の根71ての

角入り交った坂路を手t足{e巧みに動かし乍ら山に登る所なで、そう梨

なものじゃない。 11毘がないとゅうv理由も立とうが、大きい山に登るでは

なし、机の上ばかりでIJjの圏、日本を考へようとした研で、ォイそれと

気楽には行くまい。文句が言ひたいなら 111に位も毎年毎月登るが女子U、と

言うてみたい様な筑がする。

記事の中にも出しておいた様lこ、ますご飴りtllに知られてゐない此の地

方の植物や昆虫等が、こうした記事やヒント tしてtltに知られる時が来

るのを望んでゐ右。何時だったか、-これは私は飴り知らないからこの;/i
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面の得意な人と一所に研究されるとよからうと言った所、或人は、村上

君もそんな事を云ふが君は何も矯はせぬじゃないかと云って央・れた人が

あった。果して何うかは今は分るまい。私わた打、私が趣味令もってや

っていない方面でも、若し注目に値する様なものわ、それぞれの方k に

知らせて利用したい、それが良蛍の皐界の遁だと考えている。撃界にも

それだけの友愛と言うか相互研究の責辞l を提供してその遁の人k~励ま

した り便宜令奥え合う推量が欲しい。個々別k に狭く締め切って研究す

る様なことが如何程日本の製界を鍋しているかわ、感界の先進闘が立紙

に物語っているではないか。 … 2590. 11. 29.間書館にて…

北
J 、 生

A III 金 え 議

1. Leaf-cutting Antsときのこ 。

時と して熱帯地方の窓の申告歩いてゐると、自の前に遁路~絞切つで

ゐる緑色の線令偶然見つける事がある。たちをまって観察するとその鈍

色の綿は動いてゐる事がわか り、倫綿密に調査する と、 それは揮I.Uの臓

から成ってゐて、 蟻は緑色そした木の葉の一片を背にのせて運んでゐる

のがわかる。それ等は L巴af-cuttingAntであって、屡k アンプレヨア

ント umbrellaant e稽ばれる、 n、ふのは木の葉の一片ぞ運ぶのに背
の上にのせて蓮ぶからであろ。

臓は或種の木、恐らくは濯木であらうが、その葉会かみきって、 彼等の

誕の中に運び込むの?ごが、二三分足ら十ですっかり木の葉巻カ、みきって

しまって、その謹木を全くはナごかにしてしまふ事がしばしばあゐ。蟻等

に諸々の葉をかんてーパルプとなし、 橡めそれとk敷く錦仁締麗に しておい

た揚所にそのパルプをひろ妙、この上に麟は洋菌tJ，)菌締を植える。

今や蟻の接働者君は絶えす3洋菌の州n令注意、して管理し、目的以外の菌が

出来ればそれ少取去るから、植えた所のきのこの殆ん合純粋培養をやっ

てゐるのでる。Leaf-cuttingAntの育てるきのこは、Rozitesgongylo-

phoraであってきのこ型の洋菌である。けれをも此の蟻は Rozitesgon-

gylophoraに洋菌を産することを許さない、洋菌はその所産であるのだ

が。
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先祖代々恐らくは何百年かの問、此のきのこぞ栽培して、一一丁度人聞

が多くの植物会栽培する様にして、生産物ぞ得る様に一一異常な植物生

産物を作ってゐる。その生産物Lいふのは幌棒の桜な上部のでばった菌

締の癌からなってゐて、ハボタンと稿ばれてゐる、といふのはその形質

がハボタンといふ野菜に似てゐるから である。菌締からなる川ボタンは

蟻の食物として役立つのである。此の蟻が洋菌-'I'栽培するのは人が野菜

を栽培するのに似てゐる。

2. 共生者としての白蟻と AmbrosiaBeetle 

普通 whiteantと11乎ぽれる白蟻は Leaf-cuttingant がやるのと似た

方怯できのこ令栽培する。けれきも白蟻iま木の葉で作ったパルプの上に

栽培する代りに排出物の上にきのこを栽培する。数種のきのζが白蟻の

巣の中にあることから白蟻の換は Xylaria，COl1ybia， Entoloma，その他

の種類の換と見分けがつく 。白蟻lま菌締-'I'食べて生活してゐるのである

筒此の外幾分似てゐる所の共生的関係が ambrosiabeetle ときのこの

間にある。 ambrosiabeetleは樹皮に穴を穿つ甲虫とは異る所の材金穿

-::>Ef:J;;である。彼等は木材の中にトンネルを穿ち時には只一本であるが

或時には枝分れ令してゐて、それ等のトンネルの中にきのこの菌締ぞ植

える ο此の甲品によって栽培されるきのこはますご知られてゐないが、洋

菌よりも下等な麗類のきのこであらう 。甲品iま菌締-'I'食って生活し、し

ばしばきのこは非常に繁茂するので全く トンネルを封鎖してしまい、甲

品は中に閉ぢ込められ、大盤早〈食ふ事が出来ない錦、出口~得なし、罰

として死に謹遇する事が知られてゐる。

3. Leaf Tubercle 

アカネ科特に Pavetta厨に属する或熱帯植物は小さい樹鹿乃至小癌令

有してゐる。その葉には窒素庖l定釧菌が居るのである。それ等の Bacte

ria は豆科植物の筏癌に於て見出されるものと大農織の近いもので、彼

等と寄主植物との闘係は色々の黙に於て似てゐる様に思はれる。それ等

の植物の芽は常にヂエリーの様な物質を含んでゐて、その中にはいくら

かのバクテリアが脊在してゐる。バクテリアはそとれがま?と芽の中に気孔

の開孔ぞ遇って若い葉の中にはいる。そして直ちに活物寄生となり、幾

分かの葉の細胞を破壊するの't:が、 葉の組織による小殖の形成はそれ以

上バクテリヤの侵えを妨ける様に考へられる。そしてパクラリヤの多と

は主主に消化せられ葉の細胞によってI虫放される。パクテ リヂが植物の芽

の様な生長鮎に常に脊在する以1::，ま、彼等は亦それが鋳花や程子に 6穿
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在する。種子が震芽した時、パクテリアはかくして直らに幼芽の生長貼

に容在する。故に之等のバクテ リアは根癌バクテ リア正異るものであっ

て、商前i者者Lが一生涯寄主体内乃至答寄:主体

は彼等の生涯の一部分を死物寄生 として土中てe過すο

試験の目的で殺菌された種子から生長した PavettaJ誌の植物はかくし

てバクテリアから売がれて典型的の窒素不足を示す。それ等の植物にバ

クテリア接種するとやがて遁常の健康駅態ぞとりかへす。 此の事総種子

植物が窒素の供給やバクテリアに仰ぎ、バクテ リアは恐らく寄主な しで

は全然生存し得ない以上、此の共生闘係は雨有横体に劃して貰際上飴儀

なくされる様になってゐる。

以上は W.B Mc Dougallの PlantEcologyからとったものである

前二つの共生の例は最後のものとやお性質の鐙ったものであって、前二

者i'Antagonistic l1utritive disjunctive Symbiosisといひ、最後のもの

ぞ Reciprocalnutritive conjunctive Symbiosis e.いってゐる。

- N ob 14th 1930-

大島採集放行記

ttl _ 
JP<. 鈴 景 ?交

八月五日開車が加治木に若くと島田君がトランク令下vjτ捕虫網の棒
会突っ立て泊眺めて居fこ、五六日曾はぬとJlP，校に居る時のやうに直ぐ茶

目も云へ11.い、大人しく頭を下け・る、初めての人に曾ったやうな風の目

つきが面白Vからせ9>1こは居られないのだもの。

友j童i'得て今迄の退屈li何庭へやら、間もなく鹿児島に着〈。船出は午

後の五時Tごと云ふので、せがむ妓館の者を断って波1r.舗に行き荷物i'預
砂利:のステッキ令打振って先づ最初に終梼食堂へ、三十銭t!.のに事笹山の

御馳走! 波多にこんな所に来た事のない田舎者はペコペコ頭を下けた

が後から這入つ1来る摩生速に置に堂々たるもの、頭等下けなV.、自分

が買ったのだから頭等下ける必要は無いt云ふ風lこ見えて、自分等が頭

金下仲たのが小恥かしくなった。 1さ高農の体面に闘はったかも知れぬ と

心配する、で今後は大様々態度を取ら うと決心してtI1ろ時は後ろも向か

がに帽子やかぶりながら「ヱへン」と l族主1/:ひ会して娘さんの「有難うご
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ぎいました」の聾も後ろに山形屋へ。

仕方のないもので此鹿の入口に来ると叉口に来る t叉時時せ予には居ら

れない、思ひ切って靴のま‘こんな締麗な庇に上って「それつ!Jと云

はれたらそれまで。見て見ぬふりで他の見物人の上り具合令見箆えて!

エ4ツ」と靴のま‘島田君・に先んじたのも男らしい。

見終って二階の休息室に行くとピアノがコンコン云って居る、やがて二

十位のあばづれ者がピアノに向ふ、なぐり飛ばしたい程虫が好かぬ、虫

が好かぬのは本気の沙汰ではないが兎角嫌t:o
やがて喉の梅干しの所&つまみ上け、て、ゆすりながら聾令出すやうな歌

ややり初めた、頭金惜裁良く振り立て通居る、島田君も大の西郷品質の

バンカラ?とが之会見て嫌な顔も出来ない、ニヤリとする西郷さん.可℃にこ'擁ま

ぬが仕方が5
しカか、し;其誌奴が私の足に引掛つた時「アツ街御l充下さい」と感惣に頭る争「下tけ予

Tたこ時、意外t:つた「こんな嘗り前の心心、1根長がお前にもあつTたこの2かb少、」そして
考へさせられた「入生E十年! おのれに強カか、れT花ご! tを.. 'んんな聾でも歌

ひfたこけりや歌へ、誰もとがめる椛利はない、自分の好きなやうに振舞っ

て己に劃する人の気持に構ふな、人生五十年?ともの、唯其の中心となる

べき「御売下さい」の心根さえ忘れなければ結構t.:'Jと、此底に二三時

間守護して愈々出舶の港へ。

元気良く乗り込んで見ると大入満員である、少しの間際に胴凱ぞ置〈と

加員らしい者が「それは前からあったのですか」と指すカ、ら「し、いや」

と答へる「あなたもいけませんね、少し聞があるとすぐこんな事守され

て」と頭からけなす、男の体面!悪しき令悪しきとして上に行ったり下

に行ったりしたが一向良席が見付からぬ、終に看板上に席を定むべ〈飴

儀なくなって Lまった、何しろ初めての旋行、しかも舶旋の事とて苦痛

はおろかとても面白い。

加の舶に其の夜~迎えた夕闇せまれば雨模様さえ加はり、月はお伝ろに

淡い光を中天より投けて居る、星彰一つ見えない嫌な夜t.:'、眼を閉づれ
ば波切る昔1 耳をかすめる風! さながら嵐の夜t=.'o
少し疲搭そ斑えたので整服のま‘地{1の甲板に慌になると板の冷気が全身

に停る、しかし耳やかすめる昔が無くなったので唯被切る普のみが聞え

て室内から夜の嵐を聞くやうな気持になる。

何時しかうとうとと小字時台まさろんだと忠ふ頃「ハツ」と眼がS昔めた
寒気がぞっと身を製ふ、何故か騒がえり一つ打つのも、指一本動かかす
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のさえ出来ない、恰も摩法にでも掛ったやうに、し;かし此のまーでは風

ぞひくばかりTごと考へてふらふら立ち上る、舶はさっきより大分ゆれて

居るやうすご、護身用のステッキそ便りに後甲板に出ると舶はやはり元気

に水~蹴立てて進んで居る、尾をなす水泡が白く月に照らされて淋しい

叉慌になりたいけれをも寒い、暖まりたい、此鹿は?止思ったのが紺べ、

りt材木止の問、腰蓬まで這入って、かがむやヲな所があるかと足でさ

("って居ると誰か「あぶないぞう」と云ふ、身投けでもする止迷惑?とと

云ふ聾で見渡すと何庭其庭にごろごろして居る、防寒具は持って居るが

彼等も快くねむれぬらしい、ボートの下にも行った、或機械のグツク製

カバーの上にもねた、 寒気と しぶき様の冷雨の錯に度k艶まれたが終に

東天が自み初めた、もうねむれぬ、益治ゆれる中をよろめきながら唯俳

網する、苦しくなって来て到頭吐く、思び切って又紬に腰ぞ下して思ひ

切って歌ふ。

校歌、草津ょいとこ、向笛ー盤、磁の鵜の鳥、楠公父子愛別の分れ、え

つさえっさ、出加の港、池の鯉、太郎さんも次郎さんも皆お出で、知っ

て居る限り、出て来る限りの歌は全部歌ったが中でも良い聾?ごわい t思

ったのは「潮の岬に燈呈あれき」で、恥かしくなったのは「一本切りや

四本」であった。

九時が廻る、飛魚が飛ぶ、三尺位の鼻のとがった魚が時に白い腹や見ぜ

て勢良〈‘水案内をする、一晩中曾ふ事の出来なかった島田君が青い顔は

して居ても微笑でやって来た、吐いたと云ふ、歌へば治ると云ふので叉

歌ふ、愈k熱くてたまらない、彰に絞はる、提める t早十二時、本宮に ー

昨夜の苦しふは影も形もなくなって快々の情にたえぬ。

「あ‘見えて居ます、あの雲のやうに水卒綿に長〈黒くたなびいて居る

のが大島です.1尋ねもせぬのに童文へてくれるおぢさん、彼も嬉しいのだ

らう。

右前方-l>1汽加が走る大島行t::.、さあ馬力争かけてくれき・ちらが先に脇け
つ〈か。

こんな遠い所に.IfII.を分けた姉さんが来て居るのすごな、あおあの雲のやう

に見えるのが大島! 加は目掛けて務進する、姉さんの顔が浮んで消え

る、何時迄も湖毎去りたくない食事も取りやめ750

此の迭で和歌でも出そうな場面?とが一向それも出ない、そこで「此の切

々の情をI朱ひ得るこそ詩人なれ」と片づけてしまう。

来た! 来た! 来た! 山も大きかった、港も大きかった、やっぱり
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家も津山ある。

鮮舟で掛橋に下りた、海に向って立った姉さんの顔を見るのがむそろ L

ぃ、チヨ ツと後ろぞ見る tパラソルがやって来る、愈々と思って廻れ右

・「挟告とらえ肩や打ち」悪友の交り巻、こう誹ってあるが班、は 「姉さん」

と云って肩に手伝あけ・たい衝動に阻られた、し:かし日本男子の薩摩武士

西郷最寅のさつまいも、とてもそんな女々しい無f慢な振鮮は断じて出来

ゃう筈がない。

氷-a食はしてもらったが午後の三時tて飯が出ない、ふらふらするタも

今朝も査も何も食はなかったのでi位輩がしそう?と、でも我慢せざるぞ得

なし、。

其の一日、日本金艦隊をJ&容しても飴りあり、 ひとたび其庭に這入らん
か、何れが出口か入り口か見分7これ歩、 1!!~1暗に出ゃうとすれば篠 ki母内

に深入して袋の鼠となるかも知れぬと云ふ恐ろしい要塞! その司令部

のある古仁屋まで二十里、兄さんに蓮れられて自動車ぞ飛ばす、塗中マ

ング，ローズ、モグマへゴ、"Y')レハチ(アヤへゴ)アルロー ト、 コポムの木

パンの木等ー津山見聞したがそれぞ書いても一向面白くない、何と云って

も自 ら親しく見聞きする鋸に膝行するが一番良いと思ふ。

でその古仁屋に兄さん と一緒に出張された四五十のおぢいさん謹があっ

たが、何と女にぬけめがない、出張は開放で我家の経摺攻め、脱攻めか

ら一時のがれたと云ふ形、まさか叫が攻めゃしないだらうが兎角掛ーが狸

に見えるのかも知れぬ、嫌な事.置をまのあたり見せつけられt、自分の

機微に鰯れて其の意ぞ強うしたと云ふもの。

又其の或一日蹄業諸君所-a訪門し此鹿に虫けら三種.:a得、それに就いて

少々記すれば、

1 イエJむミキリ

天牛科に屈しトラカミキリ大にして背部に針でつおいたやうな多数の黒

馳あり、黒褐色合は♀より大にして燭角も長く又胸部赤味を帯びて透明

で一銭虫と云ふは初め徳の島より渡来せる蛍時一銭にて買ひJ:tt，L.矯な

り、叉俸の島虫とも云ふ。

乾いて居れば木に匝別はなく喰ふが、飽をかけたものより荒けづりを喰

ひ易い。

大島は借家をしたが良いと云ふのは家が十五年間は此の虫の錆にもてぬ

から'C'ある、切虫に食はれて居る所を大島特有の大風にやられたらびし
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ゃんこになる。

2 カンシャコノfネカメムシ

象鼻虫科に踊し、うっかり之巻琵表する とカンシヤがたたられるから渡

表しないのだと糖業誌習所のおぢさんが威張って居たからリンネ曾に護

表しゃうと一生懸命考へて居たら外の事は忘れた。

3 アリ モドキずウムシ

権象科に底しカンシヨの害虫で外に何とか云って居たが之も忘れた、但

し其の名 もゆかし、丁度蟻の親分の頭やまるめて引きイrllしてl腐を作った

やうな怪物。

(1)は二三の本に記載があるそう であるが (2.3)はま花ないと云ふ事?と

から珍しい気がするが、 見れは一向面白 くない。

1Ji.に自分が面白い色思ったものを記して見ゃう。

九州以北全部は奮北地帯(締北区)車部琉球は東洋地帯(東洋匝)なる

事は一般製者の認むる所で北方系動物分布上の南限 と i'~.h系動物分布上

の北限とは屋久島正大島との間なる七島謀[!が境界線ならす3やとの説あり

例へi;ill高乳類令見るに狐、狸、イタチ、テン、ノウサギ、猿の如きは屋

久島や南限として大島及附近列島には見え9-.、ヰノシシは本洲九州産の

ものと匿別せられア yiノクロウサギは大島と徳の島のみに産すればな

りc

衣に大島特産動物及び妻考 とすべき動物をあく¥

11市乳類
アy iノクロウサギ大島徳之島特産

オキナハキホズミ (才キナハクナガネズi) 南方

爾歯目ネズ t科1I~のものなるほ越には産せi~'沖縄大島のみに産
する

トグネズ iC偲稲〉 大島産量溜産と同種なるが未定

(ヲタセデネズt 大島特産
食虫目 1・ガリネズ t科{

(テリヰデネズt 大島特産

鳥類 大島特有のもの五種あり、中一種不明なり。

議目鵠和 アy iヤマシギ h

鳴禽目鵜科 才ホトラツグミ!大島特産

鳴禽白鴨科 アyiヒヨドリ j

Jレリカナス ()レリカ シドリ〕 大島徳之島特産 Ul界的珍種

目曜虫類
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(有毒蛇 ?ムシ一種
九州、四圏、北海道 i

l無毒蛇七種

マムシ、シ 7 へピ、ヤマカガシ、ヂムグリ、ヒパカリ全容は本州、九

州及朝鮮に見られ之是の南限は屋久島、口之永良部島なりと云ふ。

tエラプウナギ 近海

蛇頭目ヱラプス科{ヒロヲウ fへピ 近海

1セグロウ tへピ太2p:洋印度洋

以上海棲有毒蛇

iハ プ 沖縄徳之島

?ムシ科(ヒメれプ(クワ)(コハ〉 沖縄健之島

lトカヨハプ 賀島特産

ヱラプス科ヒヤン 大島特産

以上陸棲有毒蛇

tマツタプ(アカマタJ 沖縄大島(十島村々除く〉

無毒蛇(オナジャー 沖縄大島

lヵヨ系へピ 沖縄大島(十島村会除く)

@!l!M5?目アガマ科 アタカ-.(キノボリトカクJ 沖縄大島

カナヘピ科アタカナへピ 沖縄大島

雨棲類

ヒキガヱル、トノサ ?ガヱル、ヅチガエJレ、 ア刃ガエJレ、カ ジカ等は

大体屋久島を南限とし大島には見え歩。

t 才ヅトン ~}I~ 大島特産

無尾目ア潟 j.iヱJレ科{ニホンカジカ 自中之島至長崎

!ァ オ yll 蛮鱒沖縄大島

(シりタンキモリ {I仲田大島
有尾目ヰ毛リ科 i

(トグヰモリ 沖縄大島

植物

暖地分子は多くは奄美大島にll:り飴勢僅かにひいて屋久島、種子島に及

び之より以北は漸く其の数を減9-'るも、備本州中部に至るもの少からす3

之は地質時代に於ける気候の交替によりil'Tj北の聞に牧来せる最後の盤:化

金保容するものなり、

屋久島及種子島に止る分子は衣の如し、

カ.ジユマJレ、モダマ、クサトベラ、ヵキパカンコノキ、ヅキイグ、

ヒメムヨサキイソマツ、イ .>}-~ククサギ、
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さて、それから鯖る段取りになってチップの効めを知賢に感じた、そし

て来る時聞いた披切る昔は下守歌と問えチップなる本のはJI訓告関係では

なく質金であると思った。照国語111耐:に妻奔しそれから四時間の後全く二

十日聞の旋行は終った。 - 2590. 9. 29.ー

三 の研究感察

賛舎松原茂樹

近頃私の取扱勺た事項に就いて書いて見ることにした、而し何れもま

?と手の就け始めで纏った結果ではない、従って取扱った事項に就いての

感想主思って読んで戴き度い。

1. 私は確かmi披に Halma氏の Cattingに就て柑橘類で行った成績
守紹介し従来遊表された葡萄の成績と併て極めて興味あり且有益な仕事

であった事や申述べ、ておいた。

そこて'私は無花果に就いて私の行った Cattingの結果とlIalma氏の

となへる方法郎ち棚献組織との関係に就いて調べて見た。私の行った無

花果の原種は衣の品種である。

White Genoa， Brown Turky， Black iskia， California Black，在来種

白勢一披 ViolettDouphine等である。

而して其の結果は Halma氏のキ11橘に於けるが如き明瞭な成積は望み

得ない司王令知った。

而し特に棚i伏組織の厚いものは矢張盤根力も旺盛である事丈は事賓の

様である。

2・ 読菜の根の生育に就いて。

近来農作物園勢方面で重視されて居るものに根の生理生態的方面の研

究がある。

私は新奮二つの穂子の利用取扱等に就いて11毘や利用して色k取調べて

居る。、

奮種子lま例令遊芽カは同じくても其の利用慣値に於て甚 しく劣って居

るJJiは周知の事であり、其の原因も亦津山ある事正思ふが、 私の取扱っ

た範固に於ては棋の{rfl長カは決して新種子に劣らないが、肝心な担収長の

数が、grpく其の成長力が甚ナご鈍い事が生育力を弱め利用債値.a臨)くする
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ものではないかと思った。

而し之に就いてはまt:.:他の畳表を見ない し私の行った放も砂いから判
然とは述べ鄭:し、事や御l新りする。

3. 護粉の護芽iこ就て。

震研の事iま11&用植物墜上極めて重要であるが其の一部の護芽に就いて

もイLpk故知れない程重要で、質職>e要する事がある、叉従来笹表されて

居る事も頗る多い。

護芽のj状況を知るには登芽試験や行ふが其の琵~:!'f床でも従来行lまれて

居る物に;#(の様なのがある n

1 純粋な7J<.

2 甘諜蹄液を用ゆる もの

3 甘族燦波に謬lf又寒天をカ11ふるも の

4 甘諜糖の外に柱頭の片又は他の薬品を用ゆるもの

5 甘藤稽及寒天>ei也の近似物にて代用せるもの

G 箪に物理署!;I，s9に水の供給制故好に制限する工夫会な したる もの

以上の様であるが尚之等の液の濃度と植物の種類 との関係も重要であ

って、あきの知く 11主位の甘藤助液でよく護芽するもの、花腕豆の如〈

40度の濃度を要するもの等ある。叉瓜類の様に7J<.で付紹撃すに花粉の破壊

するものもある。 -

之等の琵芽試験-$?行ふ揚合従来は24時又は之以内で検査するぞ普通と

して居るが今年私の行った内で瓜類妹に南瓜の知きは2生時間以上せねば

完全に霊芽せぬ事そ知り得た 3 叉花粉の大さによっても護芽に湛蓮があ

って大体に於て大粒のものは護芽が遅い様に思はれた O 之等の事は今後

輩粉をA理的に取扱ふI時に充分考慮しなければならない問題と忠ふ。

里子 外 日 記

A U S. HAYASAKI. 

朝である。露が未ずご光ってゐる。迭に体菜の畑があって大壁害虫に荒

らされてゐるのである。何が新んなにしたのすごらう 。調べてみゃうと思

ってュツク Fそこに坐り こんt::o
あらためての菜の葉巻見ると種々の形式会以て食(!1ftられてゐる。大少
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の孔あり或は表皮の膜を越して食はれたるもの等あり不定形の無載の舶

がある。何がεうしたのかサツパリ見蛍が付iJ、ない。政麗の昆虫が居る
様1:'010匹のきるはむしが葉柄の間に集ってゐるにもっと小さい甲識の

類がゐる、名前は知らない。さるはむLの幼虫がLがみついてゐる、う

すべにやがの幼虫が2匹ゐる。

少許すると 5るはむしが1匹葉柄をノコノコ登り初めた。 2回ばかり

中休みをして葉の先にやって来た。盛んに antenna.>l>動かす。彼tま食ふ

ベぎ揚所.>l>求めてゐるのである。ア チコチ t破れた葉の表面会さまよっ

てゐたが終に食ふべ‘き揚所を見出したのである。そこによって穿たれた

か知らないが小さな孔がある。大いさはさるはむしの頭部程である。食

ひ始めた。孔の上lこ頭をっき込んでなめてゐる様である。口器は釘諭阻

幌口であるが、人間的に見ればまさしく頭.>l>1rl!べてなめてゐる恰好であ

る。段々孔が大きくなって体の牢分程にもなると念に位置金換へるべく

身動きした。今までは孔に向って真直の方向にゐたのであるが今度は少

し〈斜めに位置し右側の肢を孔の簸及び裏而に掛けて再・び食ひ始めた。

孔の級金けす3り落す様に食ひ下すのである、丁度寵児が桑の葉を食ふ様

である。大分孔も大きくなっゎ 1同に食ひ下すー長さは体長のi一位で
ある。彼の身惜の 1倍牢にも謹した頃、彼はくるりと身4円|いて葉の裏

にかくれてしまったこの間何程の時聞を要したか分らないが5分間も食

ってゐた様に感じた。それから如何するのかと思って、充分集会付けて

裏にかくれた彼の行動を覗てゐると孔のすぐ近くで身動もせ歩休んでゐ

る。そLてしばらくの後、彼は排出物や旺門より出した。それは1滴の

無色の波賠と共に 2塊の不定7肢の腰朕物質である、そして 1分間の後に

波胞は蒸琵して腰状物は乾燥して葉面にくつついてしまった。彼の糞は

大して目立つことはない。従勺て葉面令よごす程でもない。 liJ、し後に

なって知何に重量色するか分らない。或はその迭に散在する黒褐色の斑臨i

と同ーの物となるかも知れぬ私はそう考へた。糞.>l>排池して後は更に動

かな〈なった。

最早苗・分は動くまいと思ったので、こんきはこちらから動かしてみゃ

うといふ気になってチヨット葉に樹れた。ところが彼は瞬間に肢や細め

て直倒さまに落ちてしまったコ同時に今まで気が付かなiJ、ったが載匹の

きるはむしが 1時にバラバラと奨の表面や輔がって葉柄の聞に落ち込ん

でしまった。彼等は葉柄ーからはい上って葉巻食ってゐたものである。地

上に落ちたのも葉柄に深く鞠抄落ちたのも皆縮み込んで身動きもしない
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しばらく形勢-7見て動き出し姿勢是正すのである。一一新うして彼等は

身~護るのすご。 ところが葉而に依然として残ってゐるのは他の種類の甲

虫ときるはむしの幼虫とである、さるはむしの幼虫は容易に落ちそうも

ない 。 他の甲虫の 1 種とい~、のは名前が分ら歩残念であるが、

より小型で且つN:1ll長く縦に僚があったよう?と。こやつ令動かしてやらう

と思って棒のさきでっついてみたがなかなか落ちょう tしない。だが念

に遡ぞ出したかと思ったら何底かへ飛び去ってLまった。

轄がり落ちぬものは飛び去るのである。飛ぶことの下手なものは輔が

り務ちる o考べてみるときるはむしの身閣は隼球形でよく輔びそうであ

る。

今1個残ってゐるものがある。それは連続した2粒の糞である。誰の

糞?とか見首はつかないのであったが後になって Iうすべにこやが」の幼

虫の糞なる事が分った。この護は常に 2個蓮翻して排拙されるのが原則

である。彼の直腸が如何なる形態令なすか或は知何なる機態があるか未

?と研究してゐないが兎に角2個連績が本摘である。初論1個のこともあ

るがぞれは例外である一一故にこの2個連績の糞令葉の面に霊見したな

らその植物には必ら歩彼の在在を知りうるのである。この揚合葉柄ぞ見

てみれば2匹の「うすべにこやが」の幼虫がゐたのである。彼は夜中に

葉を食って査問は葉柄にかくれてゐるのであらうと想像してゐる、そし

て彼の食った撞は大形の太い線で現はれる2さがそれであらうと想像して

ゐる o幸ひに夜の彼等の行動争観察し得れば面白いと思ふ。

一表皮や越して食うのもやっぱり「ぎるはむし」なるごとを付け加え

ておく 。 N ovembro. 14a. 1930 

副業ミしての草履表

事E含中 村 議

各鯨に副業主任官が置かれるやうになってから農家の副業も飴程規則

立って来た。宮崎勝でも本校の第一回卒業生崎村君等副業係で雄んに活

躍ぞられてゐる。此の稿も先建問iJjに依願せられて草履表として債値あ

る稲葉の漂白法研究の一端であるが、引き鰻いて官験して見たいと思っ

てゐる。現在迄谷地で奨励指導した副業の内手工業に闘するものとして
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は薬品IU工、竹細工等が最も普及したものと思ふが、農家 Eしては粗製品

の生産は中間に居る商人に繭されて面白い結果を得られなかったので近

来一歩進んで多少工業味ぞ加へた手工業の指導を志して来たものである

本勝でも先般から薬草:裁培や花升類の栽培の事で本校に意見令聞きに来

られたが多分本年度の鯨舎にかけらるべき準備であらう 。

扱て稲葉令漂白した廊裏草履表は相官古くから用ひられてゐるが宮崎

勝では極く 最近講師令高知懸から招し、て南那珂郡0ノ婦女子に三タ月程製

作法の敬授をせられたのである。

先般依頼せられたのは稲葉の他に椋捌葉の漂白であるが、後者は此後

利用の方聞がよ ほ合成くなることと思はれる。

漂白法として惇授せられたのは菜の米の軒き'汁に浸しておくとすl中の

有機物殊に澱粉賀iまヂアスターゼ等の糖化酵素に謹ふて糖分となり、混

在せる乳酸菌によりて乳酸醗酵を起し:矯めに汁は5刷、酸性液となる、此

の酸が色素ぞ酸化するのであるが続いて硫黄嬬1盟会なす、此れ量生する
.5?IT荒酸ガスの作用息uち水とi斑イ流階ガスとの作用てぜ護生機水素を出し強烈
なる漂白作用をなすのである。乳酸の働きは酸化作用で.<:f!研酸ガスの働

きは還元作用である。

現在行はれてゐる径揖的の此の方法は多少黄l来会脱し得ぬ嫌ひがある

ので化接的の新方法を研究するのが目的である。

私が試験的に行うためでは過酸化水素水での諜自は最も理想的のもの

で殆んで純白に近いものであった。其他、捜素ガス、臭素水、漂白粉、

攻52盤素酸曹建、過マンカン酸加里、 当事も可なり良い成績であったが、

知機酸、有機酸-i?直接に用ひたのでは、齢程水洗-i?完全にしないとすぐ

黄色となる様である。これは酸の磁齢のものが蒋-び作用するのとき気、

日光等のためである。此等の害-i?除くためには酸液から引き上けたら直

ちにアルカリ性の薬品殊に次斑硫酸曹建液に浸して後水洗すれば可なり

良い結果を得られる。

私は挫機的にやらねばならぬ此の試験法令農家の手で危険なく而も設

備の簡躍必要馳とすると思ふので、柑橘類中の拘嚇酸(落果の利用)で

の試2換をして見たいと思ってゐる。、

何様漂白法は本揚の高知懸の技師でさえ他iご良法ーを授けられなかった

ので一朝一夕に成功する tは考へられないが、今一歩進んで諒白は相官

にして淡青色(盛表の新しもいのの色〉や帯ばせた方が期日:111球右衛:びて良

ろしからうと申しておいた Q 此の色素の事も同時にやって見たいと思ふ
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有志の墜生のカを借りる司王b~ 出来れば相蛍に効果のあること・思ふ。

題目に示Lた通り今迄述べた漂白法よりも、現に此の様な副業もある

と云ふ事会御知らせするのが起稿の目的である 3

訣れる Annualringの定義

A 11 本 回 弘

受験準備時代首時の諸君には斯した問題も多少は興味~引くアごらうが

今日では返て耳鮒りに成る事と思ふ。夫れ程一般の者は幼稚な言葉般に

してゐる。

此の題はかつてリンネ曾の例曾に於て話したもので猫亦此鹿に拙文そ

も顧み歩稿した理由はそも那溢にあるか? 甚1::恥しい話7ごが質際の所

僕が年輪に就て昆の定義を知ったのは丁度今から二年商!の苦手である。蒸

暑い夏の或る日、国書館で何気なく植物研究雑誌(四巻四蹴だったと思

ふ)令康けてゐる L中程に小昨]情代が「年輪とは何ぞや」との題目の下

に四五頁Iこ渡て説明されてゐた。そしτ其の定義が今迄自分の定義とさを
く相異してゐる司王に気付きいささか内心片腹痛い思がしたo

担て年輪とは布くも中等感校li釘論、小墜校で植物叉理科の授業令受

けられた者ならばすでに解り切てゐる筈の事であって何等理窟t制、事色

無ければ亦難問な定義でもないのであるが、不思議にも新した幼稚過し

てゐる術語でさえ賞金得た解鰐令下し得ぬ者が多いのtこは驚かさ'る会得

ない。僕も夫以来十数人ι;友人又は先生格の入に話の都度尋ねて意見を
聞いた所、其の解答の早いのには感心するが、揃ひも揃て総ての答えが

蛍を得てゐない拙は有期sく思lまれない。卸ち日<r年輪止は秋材と春材
との境界で所謂あの梢k黒い税輪である」 と簡翠に方づけてきも特意そ

うにすましてゐる、司王質自分も初めは左様に考へてゐ1こ、叉中には「夏

秋に生す割る蹴密な材部である」と答へた人もあった、何れも似り寄たり

の答で1見御最な様に思れるが是は誤解の甚しいもので。

元来術語と云ふものは人の勝手に作ったもので定義は虹l何慌にもつく

し叉智識の進歩と共に其の定義に鐙更令飴義なくされる、場合は住k に

あろう o今日左旋、右旋と云って、 時計の針と同一方向に旋やる会右旋

夫に反するを左旋と申してゐるも、今よ り約240年齢り前貝原益軒先生

a‘ 
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の著した大来日本草叉之や改訂した小野師山の大和本草批正に於ては今日

の左旋、右旋とは全く E反撃すなる解認が下されてゐる。卸ち、左旋とは

日月、天、行皆、東に昇 jJ西に落つ之左旋なり、右より昇り左に落つ之

右旋なりと云てゐる、新した意思R輔倒の極端な例もある全く故意には愛

lまらせたく鋭的、ものだ、 特に此の年輸の如き卑近な術語の定義まで二三

にして置くと云ふ事は甚だ以て面白くない事と思ふ。

きれば異の年輸の定義とは一体知何にあるかと申するに自分は小南氏

の述べ、られた知く衣の解諮令以て定義とするのである。其れは「年輪と

は1年間に出来た材部にして厚みのある部分会云ふ」と謂ふのである。

夫れなれば屈に云ふ黒い輸の部分は年輪と申さ ないのかと云ふと、其の

部分は濁乙語で jahrayrengl(年界)又は jahresringerenge(年輪界Jと

名付けて年輪と匝別して居る。釘論此の界線(年輪界)が表れてこそ年

輪に一年二年の差別が明!僚となるのである。植物製者はかかる定義令下

して居るにもかかわらが、多く の人々が黒線(年界〕や年輪と名付ける

事は植物撃の見知よりしてもj降亦語率上よりしても少なから十注意すべ

き事柄と考へる。

此の誤義の起りに於ては恐らく中等感校に於ける誤れる教授法に依る

率、と叉書籍に諜りたるjfjlj，緯そ下して居る事に困るものと信歩、後者に

於ては過白書物のあら探しのJ様化.が圃書簡にある植物敬科書其他闘係主主

主将20加齢にJlaて調べたりした結果、其の定誌の匝々たる事には少なから

歩驚かさ'るる得なb、。此の内明確な前越の説明令下せるものは僅に田原

正人氏著及綿織理一郎氏著位のものて'次に梢々可成りと思はれるのが 4

加残りは例の年界(黒絹D.a年輪と指摘し、或は本主撃に燭れないで形成居
が知何、春材秋材が如何の止全く漠然たる説明や下しているに過ぎない

之は或ひは多分読者のすでに解して居るものと考へ肯定的、指導的な説

明そ下してゐないのかも知れないが夫れにしては飴りにも無責任極まる

ものと思ふ。中にも松本旗氏著「植物生物事Jiに於ては 175頁に衣の説

明がある……春期jに形成された組織は一般に其の細胞が大形で、 l摸も薄

いけれεも、夏よ り秋にかけて形成されたものは小形てず膜は厚く、且つ
織密に結合されて居るので、其結果第八十八闘に示す犠に年々特殊の輪

j替を現すに到る。新くの知く一般の植物にあっτは、毎年成長するにつ
れて、前年と翌年の春期に形成された組織との間に、明瞭な所詣る年輪

(Ann ualring) ;e生-t'るものであるc云k と堂k因説附で良くない手本
金吾々に示して居る誠に感心出来ない率直zではないか。新した書物は猫
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他に多々あろう 。而し今更ら乍ら年輸の、 定義がをうのこうのt特に口

角を突して詮義立や して此の貴重な紙面会駄賀する事は最も僕め好む所

では童話いが、日進月歩の現今、 19r壊の菩-物並に論説の出る毎に勝手な諜
語術語が出来、其の解課が匝k と成て現れるの:a見ては、植物壊及動物

撃の進歩、 普及上より見て甚t:af.ふべき現象と考へる。
今更喋々するまでもなく、術語は記述を倒壊明瞭なら しめんがために

用ひられるべ‘きであるのに意義が異なる様では却て不使は元よ り忠はぎ

る失敗:aまねく固となる、特に国字問題の聾かまびすき今日使用する者

は周到なる注意令要す、敢て年輪一個の問題ではない。 (1930.6.18.)

宮崎リンネ曾 UJ各史

松 本 ・山崎

第二十三回例合

期日 昭和4:tp5月26日午前7時臼

場所合併教室

プロ ゲラ ム

1関舎の僻 Z2入江沼・

2含事業報告 A3秋吉沼・

3新幹事投勝 中村先生

A2本田君-

F2 1jト山~・

4議自主(植物淑察) 宮海先住

月茶話曾

6期舎の商品

概要!! 
本日l:t本年度線曾1...釆ね例舎やr:日催

す。叉新入含員の歓迎7leb含んで腐る

校長先生の後拶終り宮湾:先生室主羽商閣

の宮崎に就いて話された.気{民主植物

後育以:mmち冬地の植物さ暖地のLの
呉るさ云ふ議演であつれ.始めに新入

撃曾負に ~H して舎の起り について説明

わりさ.講演概要扶:の刈JL.

A. 木の習を芽.之l:t冬地さ南Pill'::の

著 しくikH交に依りて俊芽成長の呉ろこ
さら述べ其の例さして EuclJJgktuo.カ

〉ノザグラ、松の芽等に就いて詳細に説

明わりa

B 務葉.之l:t南図でl:t緋殊な状態

や示す.例へlてρ t"ノ木、 ，-h'~ジミ，/::1-

等l:t其の好例であろ J

c. :.ffi.花に就いては開花のi盟、速.
開花j拐の長短に就いて似jら司法ぐれIf商

圏l:t一般に早〈期間長しサ クラ.ャ

グ三ノサ守、ミスギク.アキノキリデサ

ウ等に就いて而白い認がめつれ3

D 庭木.二れl:t東京地方で脱〈植

ω られ且~I~~常に賞讃されて居る.宮崎

でl:t111に潔HlJ生Sてゐるのさ比較すれ

ば商白い現象でア ヌマキたその'WlJさし

て説明されれ。その外に多くの'WlJi長引

いて長\I~:聞に亘って言語演がめつ 1: ‘ 最

後に総括Lて線、ての植物l:t或程度迄現

今白分自身で野生ぜろものや冬地に移



して利用 し成育ぜ しめる事が出来るさ

忠ふさ絞れT、リ、舎が終るさ例の如〈

茶話舎であろ、茶菓子 1 :t ~1l末ながら L

互に打解げて正Ifi.きの研究談に花や咲か

ぜろこさ l:t木舎の主旨さずるさころで

ある、か〈して盛大に十時に閉合す。

出席者

校長先生.宮路先生.宮脇先生、日

野先生、中村先生.松原先生、中島

先!I..山之口先生.四本先生.松岡

君.秋吉君.松本君.岡原君.来君

大村君.ff禁嶋君、金丸君.乙丸主主.

久原君‘大7Ili君.宇都宮君、堀田主主

入江主雪.早崎君.炊江沼、f高島君、

紳嶋君.村上君、前回1¥..森本君.

佐藤君.日高君.加藤君.牧之内君

下川君.藤阿君、山本君、間安沼、

今村君.井上索、宕-l:JJ君.股淑;g・.

卒山君、小岡原君.登峻君.大刺殺

本山君主.三戸君.谷口君、高本君.

河野方、桐山君、藤崎君.尾崎君.

柴回君.中馬君.有馬君.山本君、

減君、宮崎君.関尾君.大岡原君、

)11畑沼..uti鳥君、池間君、伊際君.

藤田君、玉井君.IJ、回混.小河原;g・

山下君、波透君.液型基〈文)君.梶本

君.岩下il'.七校君.松田君.板橋

君.外十一名.計八十九名

幹事 互選により次の三君主任命さる。

中村先生、 本国弘君、外山三郎君.

第二十四回例合

期日 昭和5年5]23日午後時7白

場所合併教室

プロ 9・7'"
1閲舎の歯車

2総業の化撃

3毛髪

A2本間君主

中村先生

F2外山 君

'I9 

4患の繍角の色骨 A3田原君

5宮崎県芸に於げる虫の生活状態

中島先住

6イタリ ーの農業に就いて

井上先生

7茶話舎

8閉舎の静 F2外山君

講演概要!!

中材先生l:t葉の級楽に就いて御話わり

A. 炭素同化作用

ilJ 6COョ+6H20)ロー沙 (CIiH'2 
06 +602 )0 
E葡萄糖〉

(Ct; HJ206 )0一歩くCuHt005) 

-to正120
r2J C6COz -t 61-120)0一歩(CGHtO 
05 )0+oII2 0+6002 

而して次に超ろ反舷l:tilJさi2Jに於げ
るさ同様なり。

~O ち

くct;1-11005 )0 +oIIz 0=(4 HtzOo )0 
(澱粉 葡萄糖〉

此の間に diaslaseが作用して此の反Jlsi

が起る。

B ~実線三長さ血色素さ l:t根本的に l :t

問ーなリ、

今幸吉元素の絡会!伏態1.).0示ぜ11:次の如し

C C 

C-H H-C 
¥/  

「紫級素 Mg
/¥  

C-H h-0 

「血色素」

C C 

C C 

C-I-I H-C 

FJ 
/¥  

C-H  H-C 

C C 
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叉血色素11.globulin， Protein Ha巴matin

1~含有するが之ら分解すれ 11: ethyo ph 

yllin 私生ず。葉級素た分解する L叉

此物た生す。 ~n ち根本的に 11同じでわ

ろ。

外山君11.毛髪に就いて色有な珍しい有

金な話たされれ。冬毛瓦毛及ぴ毛髪の

色.形状‘遺憾等が主なる話題であっ

1~ 。

次に田原沼の虫の偶角に就て云ふ題の

興味わる誌であつれつ日現角の形!I先の種

類について次lこ掲げん。

a.級紙 キリギ守ス

b.連鎖!伏 毛/ロアグ

C.最高欣 バ~タ

d.I肘~欣 t;スノ、ェカケシロ

e.しゃくし吠

f. }うかん)f先 エジマム V

g.鋸歯欣 タマム V

h.l綾状

i.櫛吠 ゴメタキム V

j.雨!伏

k.称状 カイョ

1.施毛j伏

m.紙、楽!伏 蚊頒

n.扇状 ヨ -11"司、ムミノ

O. [;1さ欣

p.技j伏

以上の他|こ命名禰の附ぜられぬもの L

あり。

中島先生11演題の下|こ昆鼠さ気候に!測

して次の立日告議演わり。

A. f，f.1-七.~愛い地方 11.冬地よりIrt:イ七

回鍛が多u、、従ってこの宮崎11.1也よリ

もその扱種類も多いさ.

B :'l号越〈冬眠) 1変地11.越冬の必要

が~t.-、1:'げ昆虫類もそれに型せして割合

に無頓着な Lので似]へ11:M献の如さも部

いさマ ~ ~γ ムヨ/等に就いて説明わり .

叉地r.I'に入:6Lの11比較的浅い所で越

冬すろさ訴されれ。

C・l盛夏〈互眠〉 これは反鈎にl皮地

になる程織なりさ。

D 産卵 iiA気多く高湿なろt:め産

卵数他より多し 3

E. 生命

F.後背経過宮崎で11.期間が短〈

年内幾度L世代存続返す。

G. 食物 幼虫の繁殖が最bM是んで

作物等に多大の:m寄ら及す、以上色有

さ仰[iも盟主げて説明ぜらろ.

井上先生11.上陸の知〈イタワーの農業

た見てさ題して極有事喜怒っ 1~珍い、こ

さら面白く且つ印象E尽く言古され1:. J~~ 

業の全般にわれってj足業経;法方面到し

て詳細な資験談されれ。

出席者氏名

必附校長、総本先生-.'日野先生.松

原先生.遠藤先生.児玉先度、小田

君、村上君、秋吉君.大村君、松本

君.松崎君、成瀬君、児島君.松本

沼.大詰ljI君.山崎君、上野君.外山

君.入江君.藤田君.日高君、ゑ野

君、松田君、梶本君.岩下君、中島

君、安岐君、高木君、ヲl'上君.村上

1t.久島君、門岡索、岡原君、根岸

tl・.牧之内君.)11畑君.111口君.卒

山君.古川君、谷口君、黒木索、必

悶君、金丸君、尾崎君.岩切君主.矢

野tl"，早dl奇君.悶吉君.本山君、三

嶋君、宮崎君， m長烏君.松井君.住

吉君、 一以上70名ー

第二十五回例含

期日 昭和5年6Jl20日午後71待自



場所合併教室

プロ~・ 7 ム

1関舎の古車 AII本間君

2訣れる年'I¥'iiの定義lこ就いて

AII本岡京

2キノ寸の話 遠藤先生

4頼羊のlZ9肢骨燃の俊生に就いて

宮脇先生

5新入幹事の紹介 AII本岡君

6茶話含

7閉舎の歯車 AI山崎君

講演概要11

本閏君11:現今年輸の定義に色守な定

義がめって不正な Lの /''Tくない.が

これについてIlJlJ吸な正解た興へて 〈れ

1: ， 
遠藤先生11:我セさ開係の深い叉往骨不

科志の匁に脅ぃ一命1."奪!tれるキノコ

に就いて就中諜キノゴ数につLてお話

d)リ. その種類It次の虫nl. 

〈イ〉 ドクペニタク

くロ) ð<マゴ、テ Y~' lJ.'ク

(ノ、〉 ペニテYV'lJ.・-?-

〈ニ〉 テy?rダク

〈ホ〉 イ~ボ「γV メゲ
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意然消沈するlT!Ht濃厚なろ茶か
飲用ぜしぬ.乾燥}w，擦や行へlて

暫次恢復ぜ Lめ得ろ。

「注意」伶注意すぺ告こさ 11:食fIi)水ら

f次ぜろさかへって毒素私溶解ぜ Lむろ

放一府軍態にl償らしめろのであろ。宮

11品先生11:上陸の下に透明根本た示して

説明ぜら る。

茶話舎に於て 11:四本氏の艮.虫の脚につ

いて面白い認があリ.主主の他校長先生

の本校卒業生東京支部向悠舎に出席さ

れれ話.早崎君・の トマ ト栽培失慨。談.

本閏君の主接続にI疫まれた時の治療法に

就いての話わり.

今日11:本校第一回卒業生の日野氏の来

令わり.今後から鹿島君主.松本君、!ll

崎君の三名が新幹事に任命ぜ らろ ー

出席者

校長先!f..宮脇先生、宮?号先生.日

里子先生、中島先~t.松原先生 . 111之

口先生.，高木君、矢野君、宮崎君.

1皮i金沢、梅木点、児鳥;r...松崎宏、
Ijl小:R.本UI万、水戸.H、谷口11.• 
住吉沼.大im.iH.安岐煮、大静'J'君.

卒11.1君.股瀬沼.三鈴京.弁手君.

(A. )ク キヨタケ 井手君、;怠続方、島問君.11、田原君

〈ト〉 少チカ 7・、] 島津草寺.支f也数名.合計36名

更に中毒1.t>起し1:時の所理法る次の如< 第二十六回例含

述べられれ。 。 期日 昭和5年10月25日

A. 寄ら除去す る法 これ11:コ少プ 場所令併教室

に匙ー杯の芥子t."入れて飲ます ! プロゲラム

B. 血液毒素た除く法統般誼1."飲 。 1開舎の静 AII本阿君

ます。(聖書者に乞ふ) 2鹿児島方面撃族行談

C. 苦痛や除く法 i民b、湯か潔山飲 A t主主岐君
ます 3室開緩行談 A~I 早崎君

D. 心臓の作周忌注意するこさ 央 生熊本方面修事族行談

化力nID.の虫n，き疲静糠1Je斤]ふる z1松本君
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5北海道修撃旅行談

ZII入江君

6茶談合

7閑舎の鮮 FII外山君

議i寅概要!!

主査峻君It第一撃j切試験直後の幾しい

族行談'""話され1:，族行先については

次の如し。

十月二十日十ifj七時半宮崎霊堂同日午後一

時施児島着、直ちに此所有P去る西南13

m.にある指宿に自動車で到る.主主中喜

入村海岸lこて天然言E念物である bメル

ギ見事.叉指宿の鹿児島高等農林墜校

の植物質験場見墜す.吉宮夜宿泊ぜる海

~図でグラス舎た開告気煽1，..Yi長げ翌日

湾内汽締で鹿児島に戻る、 此所で高2主
主事賀局 t~見撃.以後 It 自由見撃す、

宿It輝鴎紳社前の満州旅館である。翌

日 L 早朝宿1~出て午前九時俊の汽車で

蹄塗につし途中架野胞で乗りかへ伊

佐農林撃校見撃に行し蛍校長It引率

教師の中村先生さ高良時代のス ~-Iν

メイドであり叉此所iこIt我々の先輩の

上田氏ら剥践してゐられる閥係上非常

に丁寧にしてくれて色有な参考古なる

二さら得択さ。

早崎君It望栂の話たされれ。童糠It

雨の多い所であって熱帯存続物繁茂して

ゐて記長蛇等の多い所1::，そう 1::!i1;きIt

普通に幸子守が考へてゐる程暑く はない

さ言ってゐられれ，~北市で It街道鐙

然さして筑に奇麗な所で高温多滅な地

であωに拘らず蛾一匹芝居ないきうで

ある。就中最も目に立つのは珍ら LIi、
並木が高〈並立ってゐるJ仕視さで内地

人でIt到底組像に及lてす'叉大賞.榔子

ピロ守、ずグマJν.ピνロワ等の林It

ぎ(l:i5"の秘みであるさ‘本島人It住民の

九割た占め流石に支那人1::~) わって風

俗習慣It全〈呉.り赤煉瓦の家ゃ赤土の

家で非常に多い‘毒蛇に11(アマヵーサ

A ピ) c タイ V~ノヨプラ) cアm........ピ〉
〈百歩蛇等がj苦るさ。

松本君11畜産に関係わる見感旅行談

t~話され1:。そうして熊本方面の 1百1審

場の牛馬さ宮崎県茶の間畜揚のLのが外

税上非常に差主主た認めれさ云ふこさ1::

つれ，鍛いて入江tl"lt北海道方面の}l，

撃波行談でこれ も畜産方而に闘する L

ので色身有金なるお話であつれ、以上

皆旋行談で終つれ各方面Iの珍らしいも

の日常見聞出来ない談で英の他動植物

に関係わる幾多の事物について詳細に

説明あつれ.倫茶話舎の席上で早崎沼

再ぴ登!:fIlて妥湾の果物の説明わり。

出席者

校長先生.宮津先生.日野先生.井

上先生、必原先生、中村先住、中島

先生.遠藤先生

A1国吉君、本山主主.島田沼.児島

君.萱峻君.三戸君.三鈴君.大

柿沼， Illilf~君.

Fl藤岡君.宮崎君.高本君‘鹿島君

Z1 卒山君.大西君.山本君.井手

沼佐沼・君、岩切君.松本君、

A2岩本;g'，加藤君.日高君， 1IIi周

君.松山君.元島君、早崎君.村

上君、古川君、紳~崎君、本田君.

二宮君.牧之内君

A3松田君‘金丸君.大村君.岡原

君.松本君.坂田君

F2服部君.外1-1.1君

Z2入江君、

以上合計50名



第二十七回例合

目B在 25:)0.11. 15. 

場所宮崎賂立師範事校講堂

プロゲラム

1みのむしに就て

専攻科根岸幹雄君・

2植物の毛茸につし、て

高度松本友言E君

3 ffi}J物探集に就て

高]民間原重義君

4営dJfJ般の第三期}密主豊後水道

の隠1宝 飾i!m校木村数議

5図立公園lこ就て

為、後浅野教授

6リジ有、に就て 高~泣:~教授

7閉令之線 高農本田弘君

本W1J含l:t舎長本岡君及ぴ師範君主添木

村氏~r;の御~カ に よリ今まで高良内の

みにて開告居りし宮崎リジヰ含た師範

校講堂に於て聞く事た得ナ:るl:t研究者

が過去研究の事古巣唆表に針する効果甚

t~.多〈講演者諸氏の経済的利金大な る

為思ぴ且多数の!徳識者ありて盛舎に終

リナ:るl:tIifに愉快なりしなり

f均.~日 l:t師範校内で L 博物撃研究の習を

表わる様子に丈午後6時牟よリその後

らついで関含しれ るLのなり。

今その機~耳目Eずに

専攻科の根岸4側諸l:tiみのむし」

の俊生より経過や詩いその面白い習

性のJ伏も研究の結果待?:Jろ事資談にて

語られ|湖〈者皆'#iitこすよる智識や符Tこり

つづいて主主回ぜられれるl:t高設の松

本君、

組物0)毛主主さ言ふ顕微続的話しなり二

の毛主~I:t続物の}K~に よリ、叉植により

倒体|尚{こ何等かの差異あろ Lのにして
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続物分fまし上必要なるものなるのみなら

ず商品のNt偽た正す材料さなる事ら話
きるa

次lこ田原君ーの動物採集の理論的方面並

ぴにli[際的方面の話し 臼然科・撃研究

者が](nfnJに標本集主誌の必要なるかたカ

読されて後資|燦方面の採集法た論ぜら

ろ3

採集にl:t夜間採集さ主間採集わり.夜

間採集にl:t叉終草子f採集、燈火採集の二

法わり.叉腐肉採集法もある之f;l主!日に

言吉され最後に採集l:t年中行ふべき Lの

なろ事1... 諮り降壇きる、

木村教議l:t、宮崎l院の第三期j菅さ四

国の第三期暦~ l:t地質事的考察よりし

て陸続きであり.それが中新の時代よ

り後lこう¥:づ傾斜して後l沼淡し今日の豊

後水逝が出来t:のであらうさ九州四図

の化石等の資設も諮り豊後水道の由来

た話きる。

浅野教苦言IUト図の図立公園の例たび

昔日本にLこれが必要であり且日本の

それは消極的なもの郎ち自然の保諮ら

主主すべ告であり.外図の刻I(自動車

道路l:t不必要で大衆的な設備の必要で

あり.娘築的設備l:t人銭的になすよリ

L大自然の彊感による娯楽が必要な リ

さむす11."る。

宮際教授 l :t ， リ Y~・氏の概容か訴し

常宮iIJ;¥f'J ，ノヰ舎の地震目 的 ~ b言ふべ

きものや抗告宮崎般の生物533砂{先の現

況非なろに より箆:騒人の脅官費者leL尽きる

本問主主の関含の歯車終りt:ろが将に九

時半b、く して本W1J舎 L盛含裡に終れり

出席嫁3持者一一主さして本校生徒及(}・-

師範撃校生徒

一 合計三百名 一
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一

一

一
回
一
一i
i

一
i

e
 

一
し
一

一
ン
一

一
リ
一

一
号
一
i

-

一1
.
一

d
E巨
樹

一一

第霊r:1 ~探 本含ρ之チ宮崎~ ::/;j・含¥.有ヰス

第二{泉 本舎11.生物撃並ニ際用生物撃ニ関ス Jレ智識ノ向上チ以テ目的 1・ス

第三(援 本f雪山前{燦ノ目的エ主主vテ入食ヨノタル宮崎高等l良林撃校在校生.卒業!:t

及ピ職員ヲ以テ之子組織ス.但V*'校以外ノ人ニミノテ入t幸子希望セル'毛
ノノ、幹事ノ推薦エ依リテ含員タ yレ事チ待

第四{際水曾ノ、左ノ事業チ行ブ

一.1国J曾〈毎月一回第三土曜日〉二.総合(毎年四刃〉及ピ臨時総含ノ開

催三.見墜叉ρ採集旅行四.合誌(年二回〉ノ刊行五.英他本含ノ

目的ニ、適合セIν事業

第五{藤本曾ノ;事務サ民主理ス1ν匁メ幹事五名チii1fグ

第六傑幹事ノ任期ノ、ーク年¥.v総合ニ於テ互選スル毛ノトス 但V再選ス 1ν コ

\.チ~!'lミ

第七{援 本合ノ絞Y!t チ支緋スル匁メ含l.~ ト V テ金安岡五拾銭チ融出 ス 1レ毛ノ ト ス

但V二回ニ分納ス yν:tf.チ得

第八傑本曾規則ノ吹殴戸線曾ニ於テ出席者過牟鍛ノ同意チ縛テ之チ決定ス1ν毛

ノトス

附 則

第九傑本則 ρ昭事lli五年四周一日ヨリ之チ施行ス

〔昭和四年十二月二十一日改正〉

編輯室から

m授らあげれの l:tl昨春1~つれ.健やかにさわやぶまれてゐ1:. 実;後の生長 L

兎角順長否盆セ威勢よく素破らしいま監展振りた見ぜつつ披1J，.重ねる事此慮に四回

英無限に令[tぴ行〈ならん永遠性た想ふさき祐氏さ共に窓0"1こ1:へない次第である

本鋭I:tlO月中に是非完成し1:ぃ後定で籾治苦心しれが.原稿英他の関係でつい

今日迄延期ぜさ.6た待なくなっ1:の11.遺憾に堪へない.而し主主阪の飾11.別さして

内容方面につ告て11.持{こ燃犀や隷しれつもりである.幸ぴ相官主充筑しt:材料が多

分に含ま れ或ろ芯;味に於て准歩的な内容や僻ろ IJ~が出?!U: ~思ふ. ~I1.編輯|二割・

すろ各方面の待1I援助の功L少なしさぜず.Jt依袋念1:.つれの11.校外合員よりの御玉

耐えu議員会総なかっ1:iJi.1::.編事lt子の子落も;品分lこめるかLしれないが、 JI品の合言者
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やより以上{賢官Eわらしめろ匁に、 L っさ意義あらしめんが錫に.是非央競に 11~寄

って御寄稿為乞ふ。

因に本誌の表紙11宮様先生に待1I考案か御願L磯長正二氏〈現在箇沓館御勤務〉の

卓筆に依って成つT:Lので.御紫出中|こもかかわらず御書告下された事者E深〈感

説tすろ Lのである。

最後にわれりリ ジ牛舎の絶[-:?ざるlを51さ含員諸氏の御奮起為市Rって『コまない。

く]930， 11， 20.編車n1J:.終へて〉一本岡弘一

=投稿規定=

1， 託事11生物墜に闘する撃術的叉11熔月撃的其他一般生物事記事れるこさ。文

墜的記事11本誌の性質上採用ゼナ.但し採集詑11差支なし。

2， 生物に関係あろ潟rt，スクグチ。
3， :::主中の持悶11明瞭、必らず黒線t:;&二さ。

丸 投縞用紙11必らす23><23用紙に様警告のこさ。リユノヰ舎周の原稿紙本舎内に

あリ。

5， 仮名11lJ1らがなさして外国語11カ担方ナ綴り.若<11原字浴用ふる二~~

6， 紙上に11必ず氏名明記のこさ。

7， 頁鍛の都合上次放にまわすこさかめる。総て編斡者に一任の二吉d

8、 原稿11下詑の所に主立って戴き7こい。

宮崎高等農林撃校内 宮崎リユノヰ合報編級官官宛
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